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多摩川河口鳥類目録

箕輪義隆・嶋田哲郎・桑原和之・金田彦太郎・杉坂 学・鈴木康之

Yoshitaka MINOWA, Tetsuo SHIMADA, Kazuyuki KUWABARA, Hikotarou 

KANEDA, Mana bu SUGISAKA and Yasuyuki SUZUKI: Birds List 

at the Mouth of Tama River, Central Honshu 

はじめに

多摩川は東京都，山梨県，神奈川県の3県にまたが

り，下流では東京都大田区と神奈川県川崎市の聞を流

れ，東京湾奥部に注ぎ込む（図 1）。工業化，都市化に

伴い広大な自然は失われたが，それでも河口には中州

や河川敷が形成されており，さらに干潮時には小植川

河口や江戸川河口に次ぐ規模の広い干潟がみられる。

河口域には明治時代から近代工業が進出してきた。河

口域の三角州に形成されるようなアシ原や干潟は埋め

立てられ，工業団地となった（三輪， 1988）。東京湾

岸の臨海部の自然は，ほとんど失われているといって

も過言ではなく ，現在では多摩川河口も北側の左岸に

東京国際空港，南側の右岸に工場群があり，工場以外

の場所は，ほとんど住宅地である。 河口の護岸は整備

され，自然堤防はすべて人工の近代堤防になり， 河口

の両岸には公園や運動場が造成されており，その地を

利用するため，休日の人出は多い。

奥田，1988によると，多摩川下流の植生は壊滅的とし

ているが，それでも河川敷の水際や磯地にはョ 、ン，ウ

ラギク，セイタカアワダチソウなどの群落がみられ，

これらの草木植物には野鳥が集まる。堤防などに生育

しているイヌビエ，ヨモギ，フタクサ，エノコログサ

の仲間はスズメやカワラヒワなどのかっこうの餌とな

る。 JlltHt、の公園や人家の植栽林はムクドリ， メジ

ロ，シジュウカラの採餌場となる他，ヒヨドリ，オナ

ガ，キジバトの営巣地となっている。

植生は単純であるが，干潟にはシギ，チドリ類，カ

モメ類など水鳥の餌となる甲殻類，多毛類，二枚貝類

などの底生動物が多し、。 転石帯 には， ケフサイソガ

ニ，砂質の干潟には，コメツキカニ，泥地にはヤマト

オサガニなどが生息している。

多摩川河口の鳥類の記録について

多摩川河口での鳥類については，羽田鴨場や六郷川

河口の記録が残されている（黒田， 1919・1939）。羽

田で繁殖するカワウがカワウの 1亜種として記載され

たほか，ハシボソシロチド リやコシジロオオソリハシ

シギなどが採集されている（黒田，1909，日本鳥学会，

1974）。また伊達源一郎氏によって羽田で採集された

標本は島根県立博物館等に伊達コレクション鳥類標本

として保存 されている（島主良県立博物館， 1978）。黒

田以降の報告は少ないが，多摩川流域の鳥については

川崎市教育委員会，1985・1986や平林，1986・1987な

どの行った調査報告があるほか，カモメ類やハグセキ

レイなどの報告がある（中村，1978；，桑原ほか， 1988;

中村 ・岩本，1985）。河口での記録は，清棲， 1980や

高野，1981・1989；日本鳥類保護連盟， 1988などに記

録が公表されている。しかし，コスズガモやキョクア

ジサシ，ボナパノレトカモメなどの迷鳥が記録されてい

るにもかかわらず，これらの記録はまとめられていな

い。本報告では，多摩川河口域でのこれらの報告や探

鳥記録など過去の記録と著者らの観察記録をまとめ一

括した。

現在の多摩川河口の鳥類相

1990年3月までは156種が記録されている。神奈川

県下では，中村，1974が315種，柴田， 1983が309種，

日本野鳥の会神奈川支部，1986では1977年1月～1986

年 6月までの約10年間に332種が記載されている。こ

れからみると多摩川河口では神奈川県で記録されてい

る鳥の約半数が記録されていることになる。また，多

摩川流域では1961年～1979年2月までに190種の鳥類

が記録されている（日本野鳥の会， 1977）。 156種は，
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このうちの約80%にあたる。これらのことからも多摩

川河口域に多くの鳥が飛来していることが伺える。そ

の出現鳥類のうち，水鳥が全体の70%を占めている。

その水鳥のうち最も多いのは，チドリ目で63種，次い

でガンカモ自の26種，コウノトリ自の10種であった。

その他は少なくカイツフリ目とミズナギドリ目が各3

種，その他，ツノレ目， ベリカン自の2種が記録された。

陸鳥の最も多いのはスズメ目で38種あり，その他は少

なく，ワシタカ 目6種，ブッポウソウ目，キツツキ目，

ハト自は1種しか記録されていなし、。陸鳥が少ないの

は，旅鳥が渡りの中継地として利用するような雑木林

や広大なアシ原がないためで、ある。しかし，水鳥の種

類数とともに個体数が多く ，特にカモ類とカモメ類が

多いことも多摩川河口の特徴である。

夏期はカノレカ、モが優占しているが，秩から冬にかけ

てマガモ，オナガガモ，コガモ， ホシハジロ，キンク

ロハジロ，スズガモなどが普通にみられる。東京湾の

干潟に多いヒドリガモ，ヨシガモ，沼や湖に多いハシ

ピロガモ，オカヨシガモは少なL、。ウミアイサ，カワ

アイサ， ミコアイサは稀である。ホシハジロやキング

ロハジロは年々増加していると思われるが，ホオジロ

ガモなどは減少している。

カモ類の種構成は，大師橋より上流と下流では相当

異なる。また，浮島周辺の河口域でも全く異なって

る。 カモ類では， マガモ， カノレガモ， コガモなどの

Anas属の種が上流に，スズガモやキンクロハジロな

どの Aythya属の種が下流に多い。特に浮島から河口

域にかけてはスズカーモの数千羽の群れがみられる。

カモメ類では， 夏から秋にかけてウミネコが，冬期

はユリカモメやセグロカモメが数百から数千の単位で

みられる。春の渡りの時期にはカモメも多L、。セグロ

カモメやオオセグロカモメは下流に多いが，ユリカモ

メやウミネコは上流にも数がみられる。海上でよく採

餌しているのは， ユリカモメではなくセグロカモメで

ある。秩から冬にかけてはユリカモメが数百羽みら

れ，干潟で採餌する。ユリカモメは干潟でみられるだ

けでなく，朝，東京湾から多摩川上流へ飛河する個体

も多く，夕方には鳩に向かう数百羽の群れがみられ

る。ユリカモメも年々増加傾向にある。河口域には，

カモメが休息する砂洲があり，カモメ類の混群がみら

れる。冬から春先にかけて，カモメの数百羽の群れも

観察される。

春と秋の渡りの期間にはシギ，チドリ類が渡りの中

継地として干潟を利用する。キアシシギ，シロチド
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リ，メダイチドリ，トウネンなどのシギ ・チドリ類がみ

られる。冬期にはハマシギやシロチドリがみられ，稀

にハジロコチドリやセイタカシギが越冬することもあ

る。河口域にはシロチドリが多い〔大作，1981）。渡り

の季節には， コチドリが少数みられるが，イカノレチド

リは稀である。チド リ類の分布をみると川崎市丸子橋

よりコチドリとシロチドリがほぼ同数になり，それよ

り上流ではシロチドリは少なくなり，イカノレチドリが

多くなるという（日本野鳥の会，1977）。また，河口域

ではアオアシシギやイソシギ，タサシギなどの個体数

は少なし、。種類数や個体数は，千葉県習志野市の谷津

干潟や千葉県木更津市の小植川河口域の干潟などに比

べると少なし、。しかし，カモやカモメ類，シギ ・チド

リ類などが数多くみられる干潟は，東京湾内では少な

く，この河口域はこれらの水鳥の重要な生息場所とな

っている。

なお，目録の作成にあたっては，神奈川県立博物館

の中村一恵氏，東京農業大学の高木昌輿，小林美奈

子，亀谷辰朗の各氏に御教示いただいた。日本野鳥の

会神奈川支部には，日本野鳥の会神奈川支部のミはば

たきミより各種の記録を引用させていただいた。調査

に際しては， 玉川大学の大江淳，高橋羽タ，菊田英

孝，内藤典子，橋本業子，井上裕司，千葉大学の阿部

聖哉，青木正志，千葉県立中央博物館の小原千夏，東

京農工大学の伊藤呑，舟久保敏，高木武の各氏の協力

を得た。これらの方々に深く感謝の意を表したい。

凡 例

原則として，学名，和名，その種についての簡単な

説明を付記した。各種についての簡単な説明文は著者

らが観察を始めた1980年以降から1990年3月現在まで

の各種鳥類についてのコメントである。 1980年以前の

記録についてはデータの入手が困難であったため説明

文として記述していなし、。学名は日本鳥類目録第5版

（日本鳥学会，1974〕にしたがい，日本鳥類目録第5

版に記載されていない種については日本の野鳥（高野

伸二，1989）にしたがった。説明文にその種の観察記

録を古い順に日，月，年，性別，羽数，成鳥（Ad),

幼鳥0），夏羽〔sp.），冬羽（wp.），などを記し，カッコ

（〉の中に出現場所，及び観察者，引用文献などを順

に記述した。その鳥類の出現場所は図lの大師橋より

下流をA （図2，むとし上流をB （図4,5）と し， 川

崎区浮島より観察した場所は浮島（図 6）と記した。

黒田，1908;1919などで羽田，羽田鴨場，六郷川河口と



図2. 大師橋より下流（A)

川崎区殿町3丁目より大師橋方面を写す

図4. 大師橋より上流（B〕

川崎区中瀬1丁目の多摩川緑地より中川｜を写

す

図1. 調査地

図3. 大師橋より下流〔A)

川崎区殿町3丁目より河口方面を写す

図5. 大師橋より上流（B)

川崎区中瀬1丁目より大師橋方面を写す
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記録されている例は，その地名を記載した。羽数に関

しては，記録のある例について記し，正確に数えられ

ない例は，数羽c1～6羽〉をa，数十羽 （10～99羽〉
をb,数百羽（100羽以上〉を cと記載した。文献の

入手できた種すべてについて リストをのせ，データと

その引用文献を併記した。日本野鳥の会神奈川支部報

のたはばたき、 については， リスト中に観察者と支部

報のNo.を記した。 引用した神奈川支部報はぬ139,141, 

148, 150, 162, 163, 165, 168, 172, 174, 178, 181, 186, 191, 

193,194,195,196,197,200,204,211,213,215である。

観察者，引用文献等の記述のない例は著者らの記録で

ある。

また， 識別が極めて難しいコスズガモの雌， ニシ ト

ウネ ンの冬羽などは正式な報告がないため，本報告で

は参考記録にとどめた。ニシセグロカモメについては

中村ほか1988に記載されているが，本種とセグロカモ

メの各亜種の識別同定が極めて難しく（日本野鳥記録

委員会，1989），本報告では保留と した。また， 識別点

などの記載が十分でなかったクロサギの白色型の記録

なども参考記録とした。この4種については，正式な

手順で同定が行われ記載されれば，今後リストに追加

する必要がある。 また， 今回のリストでは，外国産鳥

類の記載はせず， リストから除いた。

多摩川河口鳥類目録

カイツプリ目 PODICIPEDIFORMES 

カイツブリキ斗 PODICIPITIDAE 

1. カイツブリ Podicepsruficollis 

周年を通じてみられる。河口での繁殖記録はなし、。

冬期個体数は増す。

16.Jan. 1989,19羽（A，大江淳 ・高橋羽タ） ; 5. Feb. 

1989, 10羽（B，菊田英孝） ; 19. Mar. 1989, 10羽（B);
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図6. 川崎区浮島地先

(6. Jun. 1990撮影〉

10. Apr. 1989, 5羽（B，青木正志）; 1. May. 1989, 1羽

(B); 12. Jun. 1989, 1羽（B);14. Jul. 1989, 1羽（A);

12. Aug. 1989, 2羽（B);11. Sep. 1989, 1羽（B);13. 

Oct. 1989, 2羽（B);12. Nov. 1989. 6羽（A);24. Dec. 

1989.8羽（A)

2. ハジロカイツブリ Podicepsnigricollis 

冬鳥。 個体数は少ない。

23. Nov.1989, l羽wp(A，伊藤香）； 29. Nov. 1989, 1羽

wp(A，大江淳）; 3. Dec. 1989, 1羽（A，支部報213);17. 

Dec.1989, 1羽wp(A);24. Dec. 1989, 1羽wp(A)

3. カンムリカイツブリ Podicepscristatus 

冬鳥。 個体数は少ない。

26. Jan. 1988, 1羽（A，支部報191);12. Nov. 1988, 1 

羽（A，支部報200);27. Nov. 1989, 4羽wp(A);29. Oct. 

1989,l羽（A，内藤典子 ・橋本葉子） ; 1. Nov. 1989, 3羽

〔A，支部報211〕；29.Nov, 1989, 2羽wp(A，大江淳）； 1. 

Dec. 1989, 1羽wp(A);17. Dec. 1989, 1羽wp〔A，伊藤

呑） : 23. Dec. 1989, 1羽wp(A)

ミスナギドリ目 TUBINARES 

ミスナギドリ干ヰ PROCELLARIIDAE 

4. オオミズナギドリ Calonectrisleucomelas 

東京湾内では多いが，当地では1例のみ。

12. Jun. 1989, 1羽（浮島沖〉

5. ハシホソミズナギドリ Puffinustenuirostis 

旅鳥。 1例のみ。

8. Jun. 1989. 3羽（浮島沖〕

ウミツハメ科 HYDROBATIDAE 

6. コシジロウ ミツノ、メ Oceanodromaleucorhoa 

l例のみ。

24. May. 1987 （鈴木牧，日本野鳥の会記録委員会

1987) 



ペリカン目 PELECANIFORMES 

ウ平ヰ PHALACROCORACIDAE 

7. カワウ Phalacrocoraxcarbo 

周年を通じてみられる。

16. Jan. 1989, 19羽（A，大江淳 ・高橋羽タ） ; 20. Feb. 

1989,25羽（A);4. Mar. 1989, 24羽（A);23. Apr.1989, 

62羽（A，亀谷辰朗） ; 1. May. 1988, 50羽（A〕； 22. Jun. 

1989,8羽（A〕； 14.Jul. 1989, 36羽（A〕； 12. Aug. 1989, 

7羽（A〕； 5.Sep.1989,8羽（A);27. Oct. 1989, 24羽（A〕；

12. Nov.1989, 21羽（A〕； 1.Dec.1989, 43SJSJ(A) 

8. ウミウ Phalacrocoraxfilamentosus 

島根県立博物館 1978の1例のみ。

6. Jun.1934，雌（東京羽田，島根県立博物館，1978)

コウノトリ目 CICONIIFORMES 

サギ科 ARDEIDAE 

9. ヨシゴイ Ixobrychus sinensis 

夏鳥。主に大師橋より上流でみられる。個体数は少

ない。

2. Jul. 1989, 1羽〔B); 11. Aug. 1989, 1羽〔B);12. 

Aug.1989, 1羽（B〕； 30.Aug. 1989，雄1羽（B〕； 17.Sep. 

1989,l羽（A〕

10. ゴイサギ Nycticoraxnycticorax 

周年を通じてみられる。冬期に個体数は増加する。

21. Jan. 1989, 25羽（A〕； 5.Feb. 1989, 18羽〔A，菊田

英孝〕； 21.Mar. 1989, 31羽（A); 18. Apr. 1989, 5羽

(A〕， 22.Jun. 1989, 3羽（A);30. Aug.1989, 7羽CB，高

木昌興） ; 17. Sep. 1989, 1羽（A); 27. Oct. 1989, 2羽

〔A); 12. Nov. 1989, 24羽（A);24. Dec. 1989, 34羽〔A〕

11. ササゴイ Butoridesstηatus 

秋の記録が多い。

15. Oct. 1985, 1羽〔A〕

12. アマサギ Bubulcusibis 

1980年以降， 2例のみ。

15.Sep.1987,l羽wp(A);12. Jun.1989, 1羽（B)

13. ダイサギ Egrettaalba 

周年を通じてみられる。夏から秋にかけて，個体数

は増す。

21. Jan. 1989, 4羽（A); 20. Feb. 1989, 2羽（B); 21. 

Mar.1989, 3羽（A〕， 17.Apr. 1989, 7羽〔A〕； 1.May. 

1989,12羽（A〕； 12.Jun. 1989, 10羽〔A);21. Jun. 1989, 

35羽（A〕； 21.Aug. 1989, 45羽（A，小林美奈子） ; 17. 

Sep.1989,36羽（A); 12. Oct. 1989, 21羽〔A〕； 2.Nov. 

1989, 11羽〔A); 1. Dec. 1989, 2羽（A〕

14. チュウサギ Egrettaintermedia 

旅鳥。 個体数は少ない。

12. Jun. 1989, 2羽〔A); 2. Jul. 1989, 6羽（A);14. 

Jul. 1989, 1羽（A);30. Aug. 1989, 1羽（A，高木昌輿）；

12. Oct. 1989, 1羽（A〕

15. コサギ Egrettagarzetta 

周年を通じてみられる。夏から秋にかけて，個体数

が多い。

16. Jan. 1989, 16羽〔大江淳・高橋羽タ）; 5. Feb. 1989, 

4羽（A，菊田英孝） ; 19. Mar. 1989, 5羽（A);23. Apr. 

1989,16羽CB，亀谷辰朗） ; 1. May. 1989, 20羽（B);12. 

Jun. 1989, 25羽（A); 2. Jul. 1989, 24羽（A);21. Aug. 

1989, 29羽（B，小林美奈子） ; 17. Sep. 1989, 9羽； 12.

Oct. 1989, 10羽（A〕； 12.Nov. 1989, 8羽（A);1. Dec. 

1989,6羽（A)

16. カラシラサギ Egrettaeuloρhates 

ごく稀。

8. Jul.1987, 1羽（A，中州でコサギとともに休息して

いた。小林美奈子）； 11. Jun. 1988, 1羽（A，支部報196);

19. Jun. 1988, 1羽（A，支部報196)

参考 クロサギ Egrettasacra 

1 fYUのみ。

25.Sep. 1985,l羽（唐沢正貴，日本野鳥の会神奈川支

部1986)

17. アオサギ Ardeacinerea 

周年を通じてみられる。冬期に多い。

16. Jan. 1989, 10羽（B，大江淳・高橋羽タ〕； 5.Feb. 

1989,10羽（B，菊田英孝）; 4. Mar. 1989, 25羽（B);1. 

Apr.1989, 2羽（B，阿部聖哉）; 21. May. 1989, 1羽（A〕；

12. Jun. 1989, 1羽〔B); 21. Jul. 1989, 14羽（A);30. 

Aug.1989, 9羽（B，高木昌輿） ; 17. Sep.1989, 10羽（A〕；

27. Oct. 1989, 8羽（B);23. Nov. 1989, 11羽（A，伊藤香〉；

15. D巴c.1989,9羽（B)

ガンカモ目 ANSERIFORMES 

ガンカモ科 ANATIDAE 

18. コクガン Brantabernicla 

清棲1980の記載のみ。

2.Jan.1933（大田区羽田，清棲1980〕

19. アカツクシガモ Tadornaferruginea 

清棲1980の記載のみ。

17. Jan. 1918（大田区羽田，清棲1980)

20. ツクシガモ Tadornatadorna 

黒田1939，清棲1980の記載のみ。
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Jun. 1916（大田区羽田， 黒田1939，清棲1980〕 6羽（B); 23. Dec. 1羽（B)

21. オシドリ Aixgalericulata 28. ヒドリガモ Anaspenelope 

4例のみ。 冬鳥。個体数は少なし、。

1. Nov. 1987，雄1羽雌1羽（A〕；18.Dec. 1988，雄1 20. Feb. 1989, 4羽（A〕， 4.Mar. 1989, 6羽 （A);13. 

羽（B);20. Oct. 1989，雌1羽（支部報211);29. Oct. Oct. 1989, 2羽（B);2. Nov. 1989, 5羽（A〕； 1.Dec. 1989, 

1989，雌1羽（B，内藤典子 ・橋本葉子〕 10羽〔A〕

22. マガモ Anasplatyrhynchos 29. アメリカヒ下リ Anasamericana 

冬鳥。 個体数も多く，普通にみられる。 黒田1939，清棲1980による記載のみ。

21. Jan. 1989, 731羽（B);5. Feb. 1989, 462羽（B，菊田 4. Dec. 1908（大田区羽田，清棲1980); 16. Jan. 1918 

英孝）; 21. Mar. 1989, 135羽（B); 1. Apr. 1989, 30羽 （大田区羽田，清棲1980); 30. Dec. 1828 （大田区羽田，

(B，阿部聖哉） ; 11. Aug. 1989, 1羽（B);28. Sep, 1989, 清棲1880); 5. Dec. 1934〔大胆区羽田，清棲1980〕；黒

12羽（B); 27. Oct. 1989, 641羽（B); 2. Nov. 1989, 818 回1939

羽（B); 1. Dec. 1989, 582羽（B) 30. オナガガモ Anasacuta 

23. カルガモ Anasρoecilorhyncha 冬鳥。普通にみられ，カモ類の中でも最も個体数が

留鳥。 川原で繁殖していると恩われ，繁殖期にヒナ 多い。

をよく観察する。個体数も多L、。 21. Jan. 1989, 581羽（A); 5, Feb. 1989, 456羽（A，菊

21. Jan. 1989, 79羽（B);20. Feb. 1989, 66羽（B〕； 19. 田英孝〕 ，4.Mar. 1989, 36羽（A); 17. Apr. 1989, 3羽

Mar. 1989, 74羽（B〕； 1.Apr. 1989, 70羽（B，阿部聖哉）； (A) ; 21. May. 1989, 2羽（A〕； 12.Jun. 1989, 2羽（A〕；

1. May. 1989, 25羽（B〕， 22.Jun. 1989, 71羽（A〕，21. 28. Sep. 1989, 865羽（B); 27. Oct. 1989, 2799羽（A);2. 

Jul.1989, 216羽（B); 30. Aug. 1989, 353羽 CB，高木昌 Nov. 1989, 2124羽（A〕；1.Dec. 1989, 603羽（A)

輿）； 11. Sep. 1989. 367羽〔B);27. Oct. 1989, 567羽〔B); 31. シマアジ Anasquerquedula 

2. Nov. 1989, 117羽〔B〕；24.Dec. 1989, 92羽〔B〕 旅鳥。 9～10月の記録が多いが，個体数は少ない。

24. コガモ Anasc何ccaereα0 10. Oct. 1987, 1羽（A〕；20.Sep.1987,1羽eclipse(A);

冬鳥。普通にみられ，個体数も多L、。 23.Sep.1987,2羽巴clipse(A); 1. Jun. 1988，雄l羽（A,

21. Jan. 1989. 196羽（B); 20. Feb. 1989. 140羽（B); 支部報196);5.Jun. 1988，雄1羽（青木稔，支部報196);

19.Mar.1989,170羽（B);17. Apr. 1989, 186羽（B〕， 1. 28. Sep. 1989, 3羽（A)

May. 1989, 28羽（A); 28. Sep. 1989, 201羽 （B);27. 32. ハシビロガモ Anasclyρeat a 

Oct. 1989. 31羽（B); 12. Nov. 1989, 31羽（B〕； 1.Dec. 冬鳥。個体数は少なし、。

1989,43羽（A〕 18.Dec. 1988, 2羽（B); 27. Feb. 1989, 2羽（B);19. 

〈アメ リカコガモ Anascrecca carolinensis) Nov. 1989，雌l羽〔B，伊藤香〕， 29.Jan. 1990, 2羽（A)

17. Feb. 1916，雄1羽（大田区羽田，清棲1980); 15. 33. アカハシハジロ Nettarufi仰

Mar.1926，雄2羽（同） ; 9. Mar. 1926，雄1羽（東京市 1例のみ。

羽田， 黒田1939) 14. Feb. 1988，雄1羽（渡部良樹，日本野鳥の会記録

25. トモエガモ A叩 sformosa 委員会1988)

稀。 1例のみ。 干潟でコガモとともに休息していた。 34. ホシハジロ Aythyaferina 

18. Dec. 1988，雄3羽（A〕 冬鳥。普通にみられ， 個体数も多し、。

26. ヨシガモ Anasfalcata 21. Jan. 1989, 574羽（B); 5. Feb. 1989, 682羽（B，菊

2例のみ。 田英孝） ; 4. Mar. 1989, 345羽（A〕，1.Apr. 1989, 2羽

12. Oct. 1989. 2羽巴clipse〔A〕，19.Nov. 1989，雄1羽 (A，阿部聖哉〕； 27.Oct. 1989, 1112羽〔B); 2. Nov. 19 

〔A，伊藤呑） 89,869羽（B)! 24. Dec. 1989, 1321羽（A)

27. オカヨシガモ Anasstrepera 35. アカハジロ Aythyabaeri 

冬鳥。個体数は少なし、。 極めて稀。黒田1939，清棲1930による記載のみ。

18. Dec. 1988, 1羽（B〕； 21.Jan. 2羽（B); 27. Feb. 23. Nov. 1908（大田区羽田，清棲1980); 1. Nov. 1909 

1989,3羽（B), 4. Mar. 1989, 4羽（B); 12. Nov. 1989, （大田区羽田，清棲1980);22.Mar. 1912（大田区羽田，
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清棲1980);Mar.1914（大田区羽田，清棲1980);Nov. 8. Nov. 1987, 1羽（A〕； 30.Oct. 1988, 1羽（A，支部報

1932（大田区羽田，清棲1980〕；黒田1939;6. Mar. 1990, 200〕

雌1羽（A，支部報215〕 45. トビ Milvusmigrans 

36. キンクロハジロ Aythyafuligula 冬鳥。個体数は少なL、。

冬鳥。 普通にみられ，個体数も多L、。 21. Jan. 1989, 2羽； 20.Feb. 1989, 1羽， 18.Apr. 1989, 

16. Jan.1989, 171羽（A，大江淳・高橋羽タ〕； 20.Feb. l羽； 13.Oct. 1989. + ; 19. Nov. 1989, 3羽（伊藤香川

1989, 274羽（A); 4. Mar. 1989, 230羽〔A); 1. Apr. 20. Nov. 1989, 5羽； 23.Dec. 1989, 8羽

1989,195羽（A，阿部聖哉〕； 1.May. 1989, 9羽（A);29. 46. チュウヒ Circusaeruginosus 

Oct. 1989, 584羽（A，伊藤呑） ; 24. Dec. 1989, 294羽（A) 冬鳥。個体数は少ない。

37. スズガモ Aythyamarila 24. Jan. 1985, 1羽（A，石江1986);26.Mar. 1986,l羽

冬鳥。 河口部に多い。大師橋上流では少なL、。 (A，支部報178〕； 12.Nov '1989, 1羽（A)

21. Jan. 1989. 1508羽（浮島） ; 27. Feb. 1989, 1790羽 ハヤブサ科 FALCONIDAE

（浮島〕； 4.Mar. 1989, 1621羽〈浮島） ; 10. Apr. 1989, 47. ハヤブサ Falcoperegrinus 

1765羽（浮島，青木正志） ; 1. May. 1989, 64羽（A〕，12. 冬鳥。個体数は少ない。

Oct. 1989, 145羽（浮島〕； 2.Nov. 1989, 2694羽（浮島〉； 19. Oct. 1986, 1羽（A，平林1987); 16. Nov. 1986. 1羽

24. Dec. 1989, 131羽（浮島） (A，平林1987); 8. Jan. 1987, 1羽（A，小林美奈子） : 3. 

38. コススガモ Aythyaa/finis Jan. 1988, 1羽（稲森但，支部報191); 9. Apr. 1988, 2羽

極めて稀。 (A，支部報194); 5. Feb. 1989, 1羽（A，菊田英孝〉

2. Apr. 1987，雄1羽（氏原巨雄1988，野鳥500);9. 48. コチョウゲンボウ Falcocolumbarius 

Jan.1988，雄1羽（A，支部報191); 20. Feb. 1989，雄1羽 3例のみ。

(A〕； 27.Feb. 1989，維1羽〔A); 4. Mar, 1989，雄1羽 20.Jan.1986,1羽雌Type(A); 12. Feb. 1990, 1羽雌

(A) Type 〔A，内藤典子・井上裕司〕 ，19.Feb. 1990, 1羽雌

39. ビロードキンクロ Melanittafusca Type(A）干潟から殿町3丁目へ飛び去る。

黒田1939の1例のみ。 49. チョウゲンボウ Falcotinnunculus 

17. Oct. 1920，雄1羽（羽田鴨場， 黒田1939) 冬鳥。個体数は少なし、。

40. ホオジロガモ Buceρhalaclangula 13. Oct. 1989, 1羽； 27.Oct. 1989, 1羽； 12.Nov. 1989, 

2例のみ。 1980年以降，個体数は減少している。 1羽， 19.Nov. 1989, 1羽（伊藤香川 15.Dec. 1989, 1羽，

8. Nov. 1988, 5羽（A，支部報200); 18. Dec. 1988.雌1 Jan. 1990, Feb. 1990 

羽〔A〕

41. ミコアイサ Mergusalbellus ツル目 GRUIFORMES 

稀。個体数は少なL、。 クイナ科 RALLIDAE 

27. Aug. 1983，雌1羽（A〕； 28.Jan. 1984，雌1羽（A); 50. パン Gallinulachloropus 

11. Jan. 1986，雄1羽（A〕； 24.D巴c.1989,2羽（B) 留鳥。川原で繁殖しているものと思われ， ヒナ，幼

42. ウミアイサ Mergusserrator 鳥が繁殖期にみられる。冬期は少ない。

1例のみ。 16. Jan. 1989, 1羽（B，大江淳 ・高橋羽タ） ; 20. Feb. 

13. Nov. 1986，雌1羽（A，支部報181) 1989,2羽（B); 4. Mar. 1989, 3羽（B);1. Apr. 1989, 8羽

43. カワアイサ Mergusmerganser (B，阿部聖哉）； 15. May. 1989, 11羽（B〕； 22.Jun. 1989, 

l例のみ。 31羽（B);21. Jul.1989, 17羽〔B); 11. Aug. 1989, 11羽

24. Dec. 1987，雌1羽（A，支部報191) (B) ; 17. Sep. 1989, 9羽（B); 29. Oct. 1989, 1羽〔B，内

藤典子 ・橋本業子） ; 23. Nov. 1989, 2羽（B，伊藤香），

ワシタカ目 F ALCONIFORMES 1. Dec. 1989, 4羽（B)

ワシタカ手ヰ ACCIPITRIDAE 51. オオJ、ン Fulicaatra 

44. ミサゴ Pandionhaliaetus 1980年以降は，l例のみ。

10～11月の記録が多い。個体数は少ない。 20. Jul. 1986(A，平林1987〕
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チドリ目 CHALADRIIFORMES 

ミヤコドリ科 HAEMATOPODIDAE 

52. ミヤコドリ Haematopusostralegus 

極めて稀。清棲1980による1例の他， 1例のみ。

29. Jul. 1957 （東京都羽田， 清棲1980); 21. Aug. 9. 

Sep. 1981, 1羽（石江進，支部報150)

チドリ科 CHARADRIIDAE 

53. ハジロコチドリ Charadriushiaticula 

冬鳥。1～2羽が越冬した年がある。

10. Oct. 1984, 1羽（A〕；14.Aug. 1985, 1羽（A，支部報

174); 19. Jan.1986, l羽（A〕， 6.Dec. 1986, 1羽（A);

18. Dec. 1988, 1羽（A〕； 21.Jan. 1989, 2羽（A);5. Feb. 

1989,l羽（A);4. Mar. 1989, 2羽（A);1. Apr.1989. 2羽

sp(A，阿部聖哉〕

54. コチドリ Charadriusdubius 

夏鳥。3月から9月にかけてみられるが，繁殖の記

録はなし、。

21. Mar. 1989, 1羽（A); 10. Apr. 1989. 12羽（A，青木

正志）; 1. May 1989, 4羽（A);3. Aug. 1989, 5羽（A，小

原千夏） ; 5.Sep. 1989,1羽（A〕

55. イカルチドリ Charadriusplacidus 

1980年以降，4{7~のみ。

21. Dec. 1986〔A，平林1986〕； 15.Feb. 1987, 1羽（A,

平林1987〕，25.Aug. 1987, 1羽（A，支部報186〕，12.

Aug.1989, 2羽（A〕

56. シロチドリ Charadriusalexandrinus 

留鳥。ただし繁殖記録はなし、。3～4月の春の渡

りの季節に多い。

8. Jan. 1989, 54羽〔A);20. Feb. 1989, 175羽（A〕.21. 

Mar. 1989, 820羽（A〕； 10.Apr. 1989, 561羽〔A，青木正

志〕， 1.May. 1989, 86羽（A);8. Jun. 1989, 28羽（A);

21. Jul. 1989, 263羽（A〕， 3.Aug. 1989, 153羽 （A，小原

千夏〕 ；5.Sep. 1989, 149羽 （A); 27. Oct. 1989, 189羽

(A); 12. Nov. 1989, 81羽（A);1. Dec. 1989, 212羽〔A)

〈ハシボソシロチドリ Charadriusalexandrinus alex-

andrinus) 

黒田1919の記録のみ。

22. Mar.1917, l羽採集（黒田1919)

57. メダイチドリ Charadriusmongolus 

旅鳥。3月から10月にかけてみられ，個体数も多い。

21. Mar.1989,3羽（A); 23. Apr, 1989, 60羽CB，亀谷

辰朗〕， 1.May. 1989, 95羽（B);22. Jun. 1989, l:f](B); 

21. Jul. 1989, 76羽（A); 21. Aug. 1989, 246羽（A);5. 

Sep.1989,158羽（A); 12. Oct. 1989, 3羽（A〕
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58. オオメ ダイチドリ Charad円usleschenaultii 

稀。個体数は少なし、。

11. Oct. 1916, 1羽JC六郷川口， 黒田1919〕；26.Apr. 

1981 c支部報148); 27. Aug. 1983, 1羽J(A〕；7.Aug.
1984,l羽J(A);25. Aug.1984, 1羽J(A);27. Apr. 1986 

〔支部報178〕；21.Jul.～6. Sep. 1987, 1羽（A，支部報

186〕

59. ムナグロ Pluvialisdominica 

旅鳥。主に5月から9月にかけてみられる。

1. May. 1989, 3羽 （B〕；21.Jul. 1989, 5羽 （A);19. 

Aug. 1989, 62羽（B〕，20羽（A); 5. Sep. 1989, 23羽（B);

46羽（A〕

60. グイゼン Pluvialissquatarola 

旅鳥。主に春と秋の渡りの季節にみられる。冬期に

l～2羽みられることがあるが，確実な越冬記録はな

し、。

23. Apr. 1989, 1羽（B，亀谷辰朗〕， 21.May. 1989, 9羽

(B) ; 21. Aug. 1989, 33羽（A，小林美奈子） ; 11. Sep. 

1989,12羽（A); 12. Nov. 1989, 1羽（A);24. Dec. 1989, 

I羽（A)

61. タゲリ Vanellusvanellus 

稀。黒田1919の記載の他， 1980年以降は， l例のみ。

12.Feb. 1989,2羽（A，支部報178)

シギ平ヰ SCOLOP ACIDAE 

62. キョウジョシギ Arenariainterpres 

旅鳥。春と秋の渡りの季節にみられる。

1. May. 1989, 5羽（A〕； 15.May.1989,6羽（A);21. 

May. 1989, 45羽（A); 3. Aug. 1989, 4羽（A，小原千夏〕；

21. Aug. 1989, 5羽 （A，小林美奈子〕 ；5.Sep. 1989, 1羽

(A〕

63. ヒメハマシギ Calidrismauri 

極めて稀。 1986年8月から 9月にかけて記録されて

いる。

17. Aug. 1986, 1羽（大師河原，平林1986); 6. Sep. 

1986,l羽J(A) ; 7. Sep. 1986, 1羽（A，平林1987); 18. 

Oct. 1987, l羽wp

参考 ニシトウネン Calidrisminuta 

極めて稀。

24. Aug, 1987から28.Aug. 1987, 1羽（A，支部報186);

31. Mar. 1989, 1羽（A，支部報204)

64. トウネン Calidrisruficollis 

旅烏。主に春と秋の渡りの季節にみられる。個体数

は多L、。

20. Feb. 1989, 4羽CA〕；4.Mar.1989,4羽（A); 17. 



Apr. 1989, 12羽（A); 1. May. 1989, 757羽〔B〕， 21.Jul. 

1989,5羽（B); 19. Aug. 1989, 4羽（A); 5. Sep. 1989. 

2羽（B)

65. ヒバリシギ Calidrissubminuta 

稀。 4{Jljのみ。

12. Aug. 1984, 1羽（A，秋元文雄，日本野鳥の会神奈

川支部1986); 6. Aug. 1985, 1羽（A); 14. Aug. 1987, 1 

羽（A〕； 26.Aug. 1987, 1羽

66. オジロトウネン Calidristemminckii 

秋から冬にかけて稀にみられるO

31.Mar.1989,l羽〔A，支部報204〕； 23.Nov. 1989, 1 

羽（A，支部報213)

67. ヒメウズラシキー Calidrisbairdii 

1例のみ。

11. Sep. 1984, 1羽（A，鈴木茂也，日本野鳥の会神奈川

支部1986〕

68. ウスラシギ Calidrisacuminata 

8例のみ。

10. May. 1981, 2羽〔A，岩本重治，日本野鳥の会神奈

川支部1986);15. Aug. 1985, 4羽（A);9. Aug. 1987(A, 

支部報186〕

69. ハマシギ Calidrisa砂ma

旅烏及び冬鳥。夏期の記録もあり，約500羽が越冬

する。

8. Jan. 1989, 266羽（A); 20. Feb. 1989, 155羽〔A);

21. Mar. 1989, 43羽（A); 18. Apr. 1989, 273羽（A〕： 1.

May. 1989, 763羽（A);21. Jul.1989, 3羽（A),19. Aug. 

1989,2羽（A〕；28.S巴p1989,9羽〔A); 27. Oct. 1989, 

359羽（A〕； 2.Nov. 2989, 522羽〔A〕， 2.Dec. 1989. 262 

羽（A)

70. サルハマシギ Calidrisferruginea 

旅鳥。個体数は少ない。

9. May. 1916, 1羽（六郷川河口，中村1971); 19. Aug. 

1983, 1羽（渡辺和彦，支部報162〕；4.Aug. 1985, 2羽

〔A〕； 6.Aug. 1985, 3羽（A，支部報174);26. Apr.1988, 

1羽（A，支部報194〕， 23.Apr. 1989, 1羽（A);1. May. 

1989,l羽（A〕

71. コオノ、シギ Calid円scanutus 

4例のみ。

13. Aug. 1983, 2羽sp(A〕：1.Sep. 1984, 2羽（A.日本

野鳥の会神奈川支部1986); 28. Aug. 1987, 1羽〔A，支

部報186); L Sep. 1987, 2羽（A，支部報186)

72. オハシギ Calidristenuirostris 

稀。個体数は少ない。

20.Sep. 1981,51羽〔A，岩本重治，日本野鳥の会神奈

川支部1986); 30. Aug. 1989, 1羽（A)

73. ミユビシギ Crocethiaalba 

稀。個体数は少ない。

13.Sep. 1914,1羽〔六郷川河口，黒田1919);25. Jun. 

1985,1羽（A，支部報172〕， 15.May. 1985, 2羽（A〕

74. へラシギ Eurynorhynchuspygmeus 

稀。個体数は少ない。

11. Oct. 1916, 3羽（六郷川河口，黒田1919); 9. Sep. 

1984,l羽〔A); 16. Sep. 1985, 3羽J(A〕； 12.Apr. 1989, 

1-')Sjwp(B，舟久保）

75. エリマキシギ Philomachusρugnax

極めて稀。

14. Sep. 1985, 1羽（A);19. Jul. 1987，雌l::f]sp(A); 

13.S巴p.1987，雄sp（平林1987)

76. キリアイ Limicolafalcinellus 

稀。個体数は少なし、。 8～9月にかけての記録が多

し、。

7.Sep.1914,l羽（六郷川口，黒田1919); 9. Sep. 1984, 

l羽 （神戸，日本野鳥の会神奈川支部1986〕； 6.Aug. 

1985,l羽〔A，支部報174〕； 13.Sep. 1987〔平林1987);21. 

May. 1988, 1羽（A，支部報195〕

77. オオハシシギ Limnodromusscoloρace us 

極めて稀。 1983～84年の冬に2羽， 1984～85年の冬

に3羽が越冬した。

25. Feb. 1984, 2羽（稲森誠，支部報165); 4. Mar. 19 

84,2羽〔小海義明，日本野鳥の会神奈川支部1986);18. 

Mar. 1984, 1羽（A); 19. Oct. 1987, 1羽J〔A)

78. シベリアオオハシシギ Limnodromussemiρal-

mat us 

極めて稀。

6.Sep. 1987,l羽J〔A〕，13.Sep.1987,l羽（A，小林美

奈子〕

79. ツルシギ Tringaerythropus 

黒田1919に記録されている他，数例がある。

27.Mar. 1918,9羽〔六郷川河口，黒田1919), 12. Apr. 

1918,35羽〔六郷川｜河口，黒田1919〕； 15.Sep.1985,2羽

〔A〕

80. アカアシシギ Tringatotanus 

稀。

16.Sep. 1985,l羽（A〕；19.Oct. 1986, 1羽（大師河原，

平林1986); 4. Aug. 1987から15.Aug. 1987, 1羽（A，支

部報186); 3. Jan. 1988, 1羽（稲森但，支部報191)

81. コキアシシギ Tringaflavipes 
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2例のみ。 1987年9月から1988年1月に東京大田区 (B) ; 5. Oct. 1989, 5羽（B)

大井埠頭の汐入り池との間に渡来していた個体と思わ 89. オグロシギ Limosalimosa 

れる 1羽がみられている。 放鳥。主に秋の渡りの季節に見られる。大師橋より

2. Oct. 1986, 1羽〔A〕；19.Sep.1987,l羽J〔六郷橋下 上流に多し、。

流，栗崎鋼，日本野鳥の会記録委員会1987);10. Jan. 11. Aug.1989, 17羽（B〕；21.Aug.1989, 17羽（B，小

1988,1羽（A，支部報191) 林美奈子） ; 5. Sep. 1989, 8羽（B)

82. コアオアシシギ Tringastagnatilis 90. オオソリハシシギ Limosala1ゆonica

稀。個体数も少なし、。 旅鳥。春と秋の渡りの季節にみられる。

6. Sep. 1987, 5羽（A，支部報186〕， 3.Jan. 1988, 4羽 1. May.1989, 1羽（A);3. Aug.1989, 18羽（A，小原千

（稲森但， 支部報191〕， 10.Jan. 1988, 4羽（A，支部報 夏） ; 5.Sep.1989,2羽CB〕，23.Nov. 1989, 1羽〔A，伊藤

191〕呑〕

83. アオアシシギ Tringanebula門G 〈コシジロオオソリハシシギ Limosalap戸onzcamenz-

旅鳥。春とff;の渡りの季節にみられる。個体数は少 bieri) 

ない。 日本鳥学会1974による1945年羽田の記録のみ。

15. May. 1989, 11羽（B); 8. Jun. 1989, 1羽（A); 21. 91. ダイシャクシギ Numeniusarquata 

Jul.1989,3羽（B); 30. Aug. 1989, 16羽CB〕；5.Sep. 稀。個体数も少なく，越冬記録もなし、。

1989,17羽（B); 29. Oct. 1989, 9羽（B); 2. Nov. 1989, 22. Jan. 1980, 2羽（A，古谷秀夫，支部報139〕； Aug.

6羽（B) 1986（大師河原，平林1986〕

84. カラフトアオアシシギ T円ngaguttifer 92. ホウロクシギ Numeniusmadagascariensis 

極めて稀。 旅鳥。個体数は少ない。

23.Sep. 1915,l羽JC六郷川河口，黒田1919); 1. Sep. 10. Oct. 1979, 1羽〈岩本重治，日本野鳥の会神奈川支

1979,2羽〔A，熊谷 ・石江他1908〕； 1.Sep.～23. Sep. 部1986〕， 11.May. 1986, 1羽 （A，支部報178); 9. Jan. 

1979,l～4羽（A，石江他1980); 11. Sep目1979,l羽〔高野 1988,l羽（A，支部報197)

1981) ; 20. Aug. 1983から17.Sep. 1983 （石江馨， 支部 93. チュウシャクシギ Numenius1うhaeopus

報163) 旅鳥。個体数は少ない。

85. クサシギ Tringaochropus 23. Apr. 1989, 2羽（A，亀谷辰朗）； 15. May.1989, 2羽

黒田1919の他， 1980年以降は1例のみ。 (B); 21. May. 1989, 4羽（A)

17. Aug.1986, 1羽（A，平林1987〕 94. ヤマシギ Scolopaxrusticola 

86. キアシシギ Tringabrevipes 羽田鴨場と黒田1919にだけ記録されている。

旅鳥。 5～9月にかけて春と秋の渡りの季節にみら 14.Mar.1910,l羽，17.Dec. 1914, 1羽； 4.Nov. 1918, 

れる。 1羽（羽田鴨場，黒田1919)

21. May.1989, 35羽（B〕； 21.Jul.1989, 12羽〔A〕； 3. 95. タシギ Gallinagogallinago 

Aug. 1989, 76羽 （A，小原千夏〕， 21.Aug. 1989, 44羽 冬鳥。主に大師橋より上流でみられるが，少なし、。

(A，小林奈美子） ; 11. Sep.1989, 21羽 23. Apr. 1989, 4羽CB，亀谷辰朗） ; 1. May. 1989, 4羽

87. イソシギ Tringahyρoleucos (B); 17. Sep.1989, 1羽（B);13. Oct. 1989, 1羽（A);1. 

周年を通じてみられる。個体数は少なく越冬記録は Dec.1989, 2羽（B)

ない。 セイ タカシギ科 RECURVIROSTRIDAE 

21. Mar.1989, l;pj〔B〕； 10.Apr. 1989, 2羽（B，小林美 96・ セイ タカシギ HimantoρushimanfoJうus

奈子）; 15. May.1989, 1羽（B〕； 2.Jul.1989, 4羽〔A〕， 稀。個体数は少なし、。1989～1990年冬にかけて越冬

17. Sep. 1989, 2羽（A〕， 27.Oct. 1989, 1羽（A) した。

88. ソリハシシギ X仰 uscinereus 18. Dec. 1988, 1羽（B〕， 29.Oct. 1989, 5羽（A，内藤典

旅鳥。5～10月にかけてみられる。個体数は少なし、。 子 ・橋本葉子） ; 19. Nov. 1989, 5羽（A，伊藤香川 15.

15. May.1989, 4羽（A); 21. Jul. 1989, 1羽（A〕， 21. Dec.1989, 5羽（A〕；13.Jan. 1990, 5羽（A〕，29.Jan. 

Aug. 1989, 4羽〔A，小林美奈子〕 ，11.s巴p.1989, 7羽 1990,3羽（A); 2. Feb. 1990, 3羽（A〕
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ヒレアシシギ科 PHALAROPODIDAE 

97, アカエリヒレアシシギ Phalaropuslobatus 

稀。

24.Sep.1979,3羽（A，岩本重治，日本野鳥の会神奈川

支部1986〕， 22.May. 1985, 3羽（支部報172〕，；17.Aug. 

1986,1羽（大師河原， 平林1986〕

ツハメチドリ科 GLAREOLIDAE 

98. ツパメチドリ Glareolarnaldivarurn 

19. Jul. 1987, 1羽J(A)

カモメ科 LARIDAE 

99. ホナバルトカモメ Larusjうhiladel戸hia

極めて稀。 1985年12月から1986年1月にかけて幼鳥

l羽が記録された。

19. Dec. 1985, 1羽J(A，氏原1986〕， 29.Dec. 1985, l)J~ 

〔A，岩本重治，日本野鳥の会神奈川支部1986); 27. 

Dec.1985, 1羽（A，桑原ほか1988〕；25.Jan. 1986, 1羽

(A，桑原ほか1988); 24. Jan. 1986, 1羽（A，桑原ほか

1988) 

100. ユリカモメ Larusridibundus 

冬鳥。個体数は多い。 夏にみられること もある。近

年個体数は増加している。

21. Jan. 1989, 895羽（A〕； 20.Feb. 1989, 375羽（A〕，

4. Mar. 1989, 206羽（A〕，23.Apr. 1989, 486羽（A，亀谷

辰朗〕， 1.May. 1989, 95羽（A〕；21.Aug. 1989, 37羽

(B，小林美奈子） ; 28. Sep. 1989, 62羽（B); 29. Oct. 

1989,281羽（A，内藤典子・ 橋本業子） ; 10. Nov. 1989, 

1720羽（A); 24. Dec. 1989, 5144羽

101. セグロカモメ Larusargentatus 

冬鳥。 10～5月にかけて普通にみられる。

21. Jan. 1989, 72羽〔A〕， 27.Feb. 1989, 39羽（A);4. 

Mar. 1989, 53羽（A); 10. Apr. 1989, 86羽（A，青木正

志） ; 1. May.1989, 3羽（A); 12. Oct. 1989, 11羽（A),

12. Nov.1989, 36羽（A); 24. Dec. 1989, 81羽（A)

102. オオセグロカモメ Larusschistisagus 

冬鳥。個体数は少ない。

8. Jan. 1989, 1羽（A〕；20.Feb. 1989, 2羽（A);4. 

Mar.1989, 1羽（A); 23. Apr. 1989, 1羽（A〕； 27.Oct. 

1989,l羽（A); 17. Dec. 1989, 1羽〔A，伊藤呑〉

103. ワシカモメ Larusglaucescens 

1例のみ0

4. May. 1990, 1羽.1st.wp〔六郷水門，高木昌輿〉

104. シロカモメ Larushyperboreus 

冬鳥。個体数は少ない。

25. Feb. 1984, 1羽（稲森誠，支部報165);26. Apr. 

1988，若1羽（A，支部報193〕； 21.Mar. 1989, 1羽（A〕；

24. Dec. 1989, 1羽（A)

105. カモメ Laruscanus 

冬鳥。 2月から4月に個体数が多い。

21. Jan. 1989, 253羽（A); 20. Feb. 1989, 256羽（A);

4.Mar.1989,641羽（A); 10. Apr. 1989, 585羽（A，青木

正志〕；1.May. 4989, 77羽（A);24. Dec. 1989, 81羽（A〕

106. ウミネコ Laruscrassirostris 

周年を通じてみられる。夏から秋にかけては個体数

は多い。

21. Jan. 1989, 74羽（A); 20. Feb. 1989, 71羽（A〕；4.

Mar.1989,35羽〔A);17. Apr.1989, 7羽〔A);21. May. 

1989,86羽（A); 22. Jun.1989, 97羽〔A);21. Jul.1989, 

1057羽〔A); 21. Aug.1989, 5150羽（A〕； 28.Sep. 1989, 

783羽（A〕，29.Oct. 1989, 367羽（A〕， 12.Nov. 1989, 

190羽（A); 15. Dec. 1989, 108羽〔A)

107. ズグロカモメ Larussaundersi 

稀。4月から5月にみられるo

18. May. 1986, 1羽（大師河原） ; 23. Apr. 1988, 1羽sp

〔A); 26. Apr. 1988, 1羽sp(A，支部報194); 1. May. 

1989,l羽（A)

参考 ニシセグロカモメ Larusfuscus 

極めて稀。

Oct～Nov. 1986, l羽（A，中村ほか1988〕，6.Nov. 

1987〔A，中村ほか 1988); 16. Nov.1987, 1羽（石江馨，

1988〕，18.Oct. 1988, 1羽（支部報200)

108. ハジロクロハラアジサシ Sternaleucojうtera

稀。

1. Jul. 1985, 1羽J〔A，日本野鳥の会神奈川支部1989);

31. Aug.1986, 1羽J〔A〕，10.Jun.1988, l羽（荒井恒人・

森越正晴， 支部報196), 12. Jun. 1989, 1羽J〔A，支部報

196) 

109. クロハラアジサシ Sternahybrida 

極めて稀。

28. Sep. 1934 （六郷川口，清棲1980); 11. Jun.1984 

(A，中村一恵，支部報168); 20. May.1988, 1羽（青木

稔，支部報196)

110. オニアジサシ Sternacasρia 

極めて稀。 1985年12月から1986年3月にかけてみら

れたl例のみ。

23. Dec.1985; 24. Dec.1985; 26. Dec.1985; 6. Mar. 

1986（氏原巨雄，日本野鳥の会神奈川支部1986)

111. ハシブトアジサシ Sternanilotica 

極めて稀。 3例のみ。
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5～9. Sep01981. 1羽（石江馨ほか1982); 8. Jun. 1986, ススメ目 P ASSERIFORMES 

1羽sp(A，日本野鳥の会神奈川支部 1986〕，23.Sep.19 ヒバリ科 ALAUDIDAE 

86,1羽wp 119. ヒバリ Alaudaarvensis 

112. アジサシ Sternahirundo 留鳥。普通にみられる。

旅鳥。春と秋の渡りの季節に普通みられる。 8. Jan.1989a; 27. Feb. 1989a; 4. Mar. 1989a; 18. 

21. May.1989, 92羽（A); 21. Jul.1989, 5羽（A);30. Apr.1989a; 15. May.1989a; 8. Jun.1989a; 12. Aug. 

Aug.1989, 52羽（A，高木昌輿） 1989,1羽； 27.Oct.1989a; 19. Nov. 1989a （伊藤香川

113. キョクアジサシ Sternaparadisaea 17. Dec. 1989a 

極めて稀。1例のみ。 ツバメ科 HIRUNDINIDAE 

7. Aug.1988, 1羽若鳥（氏原E雄，支部報197〕 120. ツバメ Hirundo仰 stica

114. ベニアジサシ Sternadougallii 夏鳥。普通にみられる。

極めて稀。 1例のみ。 1. Apr. 1989, 1羽〔阿部聖哉）; 21. May. 1989b; 22. 

1. Jun.1986, 1羽（氏原巨雄，日本野鳥の会神奈川支 Jun.1989b; 2. Jul.1989b; 3. Aug. 1989a; 11. Sep. 

部1986〕 1989a

115. コアジサシ Sternaalbifrons 121. イワツバメ Delichonurbica 

夏鳥。繁殖記録はなし、。8月から 9月に個体数は多 夏鳥。大師橋に営巣している。 1983年以降増加した

い。 と思われる（浜口 ・端山1984）。

23. Apr. 1989, 62羽（A，亀谷辰朗）; 21. May.1989, 18. May. 1986, 3羽（A，平林1987); 1. Apr. 1989, 40 

222羽（A〕；8.Jun.1989, 74羽（A);21. Jul.1989, 119 羽（阿部聖哉） ; 15. May.1989b; 22. Jun.1989b; 2. 

羽（A); 30. Aug. 1989, 799羽〔A，高木昌輿〕； 11.Sep. Jul. 1989c '. 19. Aug. 1989a; 5. Sep. 1989a 

1989,354羽（A) セキレイ科 MOTACILLIDAE 

ハト目 COL UMBIFORMES 

ハト科 COLUMBIDAE 

116. キジハト Streρtoρeliaorientalis 

留鳥。普通にみられる。

8. Jan. 1989a ; 5. Feb. 1989a （菊田英孝） ; 4.Mar. 

1989a ; 10. Apr. 1989a〔青木正志） ; 21. May.1989a; 

12. Jun. 1989a; 2. Jul.1989a; 3. Aug. 1989a （小原千

夏〕；5.Sep. 1989a; 12. Oct.1989b; 2. Nov. 1989a, 1. 

Dec.1989a 

122. ハクセキレイ Motacillaalba 

留鳥。 1989年に工場で務殖した。普通にみられる。

8. Jan. 1989a ; 5. Feb. 1989a （菊田英孝） ; 4. Mar. 

1989a; 10. Apr. 1989b （青木正志〕； 21.May. 1989a; 

12. Jun.1989b; 2. Jul.1989c; 3. Aug.1989a; 5. Sep. 

1989a; 12. Oct. 1989a; 2. Nov. 1989b, 1. Dec. 1989b 

123. セグロセキレイ Motacillagrandis 

稀。

11. Sep. 1989, 1羽； 27.Oct. 1989, 3羽

124. ビンズイ Anthushodgsoni 

冬鳥。稀。

ブッポウソウ目 CORACIIFORMES 1. Dec. 1989, 1羽（A）アシ原からとびたつ。

カワセミ干ヰ ALCEDINIDAE 125. ムネアカタヒノ、リ Anthuscervinus 

117. カワセミ Alcedoatthis 清棲1980による 3例の記録のみ。

稀。個体数は少ない。 26. Sep. 1958，雄1羽（大田区羽田，清棲1980); 27. 

12. Aug. 1989. 1羽 S巴p.1953，雄1羽（清棲1980〕； 4.Oct. 1953，雌1羽（清棲

1980) 

キツツキ目 PICIFORMES 126. タヒ八リ Anthusspinoletta 

キツツキ科 PICIDAE 冬鳥。普通にみられる。

118. コゲラ Dendrocoρoskizuki 1. Apr. 1989, 2羽； 27.Oct. 1989a; 12. Nov. 1989a; 

稀。 2例のみ。1989年以前の記録はなし、。 17. Dec.1989a（伊藤香川 2.F巴b.1990,l羽（A〕； 3.Feb. 

21. May. 1989, 1羽（川崎区殿町3丁目）; 1. Dec. 1989, 1990, 50羽（A，堤防の下の草地で採食〕

1羽（川崎区殿町3丁目） ヒヨドリ科 PYCNONOTIDAE 
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127. ヒヨ rIJ Hypsipetesαmauγotis 
留鳥。普通にみられる。

8. Jan. 1989a; 5. Feb. 1989a （菊田英孝〕 ，4.Mar. 

1989a; 10. Apr. 1989a （阿部聖哉〕； 21.May. 1989a; 

12. Jun.1989a; 2. Jul. 1989a; 3. Aug. 1989a〔小原千

夏） ; 5. Sep. 1989a; 12. Oct. 1989b; 2. Nov. 1989a; 1. 

Dec.1989a 

モス科 LANIIDAE 

128. モズ Laniusbucephalus 

冬鳥。個体数は少ない。

1. Apr. 1989, 2羽， 5.Sep. 1989a ; 5. Oct. 1989a ; 10. 

Nov. 1989a; 17. Dec. 1989, 1羽（伊藤香〉

ヒタキ平ヰ MUSCICAPIDAE 

ツグミ亜科 TURDINAE 

129. ジョウビタキ Phoenicurusauroreus 

冬鳥。個体数は少ない。

21. Jan. 1989, 1羽；4.Mar. 1989, 1羽； 1.Apr. 1989. 

雌2羽（阿部聖哉〕 ；27.Oct. 1989, 1羽； 19.Nov. 1989a 

（伊藤呑〕， 1.Dec. 1989，雌1羽

130. イソヒヨドリ Montzcolasolitarius 

冬鳥。テトラポッ ドや堤防で時々みられる。

1. Apr. 1989, 1羽〔浮島） ; 10. Apr. 1989, 1羽（浮島，

青木正志〕 ，12.Nov. 1989, 1羽（羽田）; 1. Dec. 1989，雄

i:;JSJ（浮島〉

131. ツグミ Turdusnaumannz 

冬鳥。11～4月にかけて普通にみられる。

8. Jan. 1989b; 27. Feb. 1989b; 19. Mar. 1989a; 17. 

Apr. 1989b, 29. Nov. 1989a（大江淳） ; 23. Dec. 1989b 

ウグイス亜科 SYLVIINAE 

132. ウクイス Cettiadiphone 

冬鳥。 11～4月にかけてアシ原で普通にみられる。
21. Jan. 1989a; 4. Mar. 1989, 1羽，18.Apr.1989a; 

12. Nov. 1989a; 17. Dec. 1989a 

133. オオセ ッカ Megalurusρryeri

清棲1980の記載のみ。

13. Feb. 1951，雄1羽（大田区羽田，清棲1980〕

134. コヨシキリ Acrocephalus bistrigicepus 

2例のみ。

1. May. 1989, 1羽Song(B); 25. May. 1986, 1羽Song

CB，小林美奈子〉

135. オオヨシキリ Acroceρhalusarundinaceus 

夏鳥。 4～9月にか付 てアシ原で普通にみられる。

15. May. 1989b; 8. Jun. 1989a; 2. Jul. 1989a; 19. 

Aug. 1989a ; 5. Sep. 1989. 

136. メボソムシクイ Phylloscoρusborealis 

1 ffeUのみ。

7.Sep.1986,l羽〔A，殿町三丁目の公閣の柳の木にと

まっていた〉

137. センダイムシクイ Phylloscopusocci戸italis

春の渡りの期間にみられる。

7. May. 1987，雄1羽（A，堤防の並木で噛る。 小林美

奈子）

138. セッカ Cisticolajuncidis 

留鳥。アシ原で普通にみられるが，冬期の記録は少

ない。

18. Apr. 1989a; 15. May. 1989b; 8. Jun. 1989a; 21. 

Jul. 1989a; 12. Aug. 1989, 2羽， 5.Sep. 1989a; 27. Oct. 

1989a ; 2. Nov. 1989a ; 1. Dec. 1989a 

ヒタキ亜科 MUSCICAPINAE 

139. キビタキ Ficedulanarcissina 

旅烏。 2例のみ。

22. May. 1985，雄若1羽（支部報172〕；18.1989，雌l

羽（支部報200)

シジュウカラ平ヰ PARIDAE 

140. コガラ Parusmontanus 

1例のみ。

30. Apr. 1989, 1羽（A，高木昌興，いすず工場のとな

りの電線にとまり，鳴いてとびさる〉

141. ヒガラ Parusater 

極めて稀。 1例のみ。

1. May. 1989, 1羽（BからAへ飛ひ、去る）

142. シジュウカラ Parusmajor 

留鳥。人家付近で普通にみられる。秋から冬にかけ

てはアシ原にも出現する。

8. Jan. 1989a ; 8. Jun. 1989, i::JSJ ; 21. Jul. 1989a; 12. 

Aug.1989, 3羽 ，11.Sep. 1989a ; 23. Dec. 1989a 

メジロ平ヰ ZOSTEROPIDAE 

143. メジロ Zosteropsjaρonica 

冬鳥。人家，公園などで普通にみられる。

8. Jan. 1989a; 4. Mar. 1989, 2羽； 1.Apr. 1989b （阿

部聖哉〕， 15.May. 1989, 1羽， 12.Aug. 1989, 2羽；12.

Nov. 1989a; 17. Dec. 1989a（伊藤香〕

ホオジロ干ヰ EMBERIZIDAE 

144. ホオジロ Emberizacioides 

冬鳥。アシ原で普通にみられる。

21. Jan. 1989, 1羽； 4.Mar. 1989a ; 27. Oct. 1989a; 

12. Nov.1989a; 17. Dec.1989a（伊藤香）；3. Feb. 1990, 

50士（A)
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145. コジュリン Emberizayessoensis 8. Jan. 1989a; 5, Feb. 1989b（菊田英孝） ; 4. Mar.19 

1例のみ。 89b; 10. Apr. 1989b〔青木正志） ; 21. May. 1989b; 12. 

5, May. 1987, 1羽〔B，右岸のアシ原にとまる ；小林 Jun.1989b; 2. Jul. 1989b; 3. Aug.1989b （小原千夏）；

奈美子〕 5. Sep. 1989b; 12. Oct. 1989b; 2. Nov. 1989b; 1. Dec. 

146. ホオアカ Emberizafucata 1989b 

l例のみ。 カラス科 CORVIDAE 

27. Apr. 1980（支部報141) 154. オナガ Cyanoがcacya向。

147. カシラダカ Emberizarustica 留鳥。人家，公園などで普通にみられる。

冬鳥。記録は少ない。 17. May. 1989a; 14. Jul. 1989a; 12. Aug.1989, 2羽；

29. Oct. 1989a （内藤典子 ・橋本葉子） ; 3. Feb. 1990. 12. Oct. 1989a 

100羽以上〔A) 155. ハシホソガラス Corvuscorone 

148. アオジ Emberizasρodocephala 留鳥。普通にみられる。

冬鳥。 アシ原，公園等でみられる。 8. Jun. 1989a; 5. Feb. 1989a （菊田英孝）；4. Mar. 

16. Jan. 1989a （大江淳 ・高橋羽タ） ; 19. Mar. 1989, 1989, 1羽， 10.Apr. 1989a（青木正志）; 21. May. 1989a; 

2羽；17.Apr. 1989, 2羽；27.Oct. 1989, 1羽； 12.Nov. 12. Jun. 1989a; 2. Jul. 1989a; 3. Aug. 1989a （小原千

1989a ; 1. Dec. 1989a 夏）; 5. Sep. 1989a; 12. Oct. 1989a; 2. Nov. 1989a; 1. 

149. オオジュリン Emberizaschoeniculus Dec. 1989a 

冬鳥。アシ原でよくみられ，個体数も多L、。 156. ハシブ トガラス Corvusmacrorhynchos 

21. Jan. 1989b; 27. F巴b1989b, 4. Mar. 1989b; 1. 留鳥。普通にみられる。

Apr.1989b （阿部聖哉） , 27. Oct. 1989, 3羽；10.Nov. 8. Jan. 1989a; 4. Mar. 1989a; 10. Apr. 1989a; 21. 

1989a ; 1. Dec. 1989b May. 1989, 1羽，12.Jun. 1989a; 2. Jul. 1989a; 3. Aug. 

ア トリ科 FRINFILLIDAE 1989a（小原千夏） ; 5. Sep. 1989c; 12. Oct. 1989a ; 2. 

150. カワラ ヒワ Carduelissinica Nov. 1989a; 1. Dec. 1989a 

留鳥。人家，アシ原，干潟で普通にみられる。夏か

ら秋にかけて個体数が多L、。 引用文献

16. Jan. 1989a（大江淳 ・高橋羽タ） ; 27. Feb. 1989b; 浜口哲一 ・端山 昇， 1984.神奈川県内におけるツパ

4.M官r.1989b; 18. Apr. 1989a; 8. Jan. 1989b; 14. Jul. メ類の繁殖分布 神奈川自然、誌資料，（5): 

1989b; 11. Aug. 1989c; 5. Sep. 1989b; 12. Oct. 1989c: 33-43. 

2. Nov. 1989b 平林豊夫， 1986.大師河原の鳥類センサス．市民の手

151. シメ Coccothraustescoccothraustes による川崎市域自然調査の報告昭和61年度．

2例のみ。 pp. 50-55. 

12. Nov. 1989, 1羽（A，公園の街路樹でないていた〉， 平林豊夫，1987.川崎市の野鳥 川崎市自然、調査報告，

3.Feb.1990, 1羽（A，アシ原にとまる〉 (1) : 91 104. 

ハタオリドリ科 PLOCEIDAE 石江 皇室 ・石江 進， 1980.オオハシシギとカラフト

152. スズメ Passermontanus アオアシシギの渡来．神奈川自然誌資料，（1)

留鳥。普通にみられ，個体数も多い。 : 81-82. 

8. Jan. 1989a; 5. Feb. 1989b; 4. Mar. 1989c; 10. 石江磐 ・石江進，1982. ハシプトアジサシとクロ

Apr. 1989c; 21. May. 1989b; 12. Jun. 1989b; 2. Jul. ハラアジサシの渡来．神奈川自然、誌資料，（3)

1989c; 3. Aug. 1989b〔小原千夏〕， c,5. Seb. 1989c; 12. : 65-66. 

Oct. 1989c; 2. Nov. 1989c; 1. Dec. 1989c 川崎市教育委員会，1985.市民の手による川崎市自然

ムクドリ科 STURNIDAE 調査の報告.54pp.川崎市教育委員会．

153. ムクドリ Sturnuscineraceus 川崎市教育委員会，1986.市民の手による川崎市白然

留鳥。人家，アシ原，干潟などで普通にみられ，個 調査の報告.55pp.川崎市教育委員会．

体数も多L、。 清棲主主保， 1980.増補改訂版日本鳥類大図鑑.3Vols. 
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講談社，東京．
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東京．
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神奈川自然誌資料 (12) : 17～19, Mar. 1991 

神奈川県におけるアライグマの野生化

中 村 恵

Kazue NAKAMURA: A Note on the Naturalization 

of Common Raccoon in Kanagawa Prefecture 

最近神奈川県鎌倉市においてアライグマの野生化が た（中村， 1990b）。その結果，38件の情報が筆者のも

確認されたので、報告する。アライグマはアライグマ科 とに寄せられた。

に属し，コスタリカ南部からアノレセeンチン北部にかけ アライ グマに関するものは4件で，他はすべてタヌ

て分布するカニタイアライグマ （Procyoncancrivo- キに関するものであり，ハグビシンに関する情報は

仰のと，カナダ南部，アメ リカ合衆国から中央アメリ 得られなかった。アライグマ4件のうち， l件はタヌ

カにかけて分布するアライグマ〔Procyonlotor）の2 キの誤認と思われ，残り 3件はアライグマに間違いな

系統がある。後者については数種に分ける分類もある いと判断された。以下にこれらの記録について記述す

が，一般にはカニグイアライ クaマとアライグマの2種 る。

に分類される（今泉， 1988）。 籾山泰一先生は聞き込み調査にご同行下さり，全面

現在わが国では岐阜県可児市にアライグマの野生化 的にご協力下さった。鎌倉朝日新聞社の藤沼正人氏は

が知られているが，日本に野生化したのは北米を中心 情報提供の呼掛けのために貴重な紙面をさいて下さつ

に分布するアライグマ〔Procyonlotoのといわれてい た。加納裏二氏と大島仁氏は得難し、写真をご提供下さ

る（安藤 ・梶原，1985）。鎌倉市に野生化したものも本 つた。これらの方々すべてに対し厚く御礼申し上げ

種と思われる。 る。また貴重な情報をお寄せ下さった多数の鎌倉市民

発見のいきさつは次の通りである。 の皆様にも合わせて衷心より御礼申し上げる。

1990年7月19日，鎌倉市扇ヶ谷1丁目にお住まいの

植物学者 ・籾山泰一先生の天井裏に何者かが住みつい 聞き込み調査で得られた目撃記録

た。 2週間にわたって天井裏をカリカリ掻いたり，歩 1. 1989年7月1日の夜，飼犬が吠えるので出てみる

きまわる音に悩まされた家人が天井哀を調べたとこ と，床下に生後2カ月ぐらいのアライグマの子供が

ろ， 4匹のケモノが飛び出し，家の中を突っ切って縁 いた。これを捕らえて1カ月ほど飼育したが，散歩

の下に逃げ込んだ。このうちの 3匹は子供で，親子で させていたときに逃げられてしまった く鈴木知夫氏

あったとしづ。逃げるケモノを目撃した家人の一人が ・鎌倉市扇ヶ谷3丁目〕。

尾にリング状の斑紋を認めたことから，不明のケモノ 2. 1989年12月頃から3頭のアライグマが庭に来るよ

はアライ グマではなし、かという疑問が筆者のもとに寄 うになった。アライグマは庭木を伝って二階にやっ

せられた。この情報を得たとき，最近になってハタピ てきて餌をねだるようになった（大島仁氏 ・鎌倉市

シンが鎌倉に進出するきざしのあることから（中村， 扇ヶ谷3丁目）。 大島仁氏撮影の写真から判断して

1990a），天井裏に住みついたのはハクピシンかと疑つ 親子であったようである〔写真1〕。

た。しかし， 1990年8月30日に籾山泰一先生のご協力

を得て現地の聞き込み調査を実施した結果，ハクビシ 鎌倉朝日の読者からの情報

ンではなしアライグマであったことがわかった。 1. 1990年10月10日の夜2時頃，飼っている柴犬が吠

さらに情報を得るために地元のタウン誌「鎌倉朝日」 える声で目がさめ，外に出てみると，木の上に2匹

のご協力を得て，アライグマ，タ ヌキ， ハクビシンの のアライグマがし、た。最初はムササピと思った。棒

3種のケモノについて読者から情報の提供をお願いし でおどしたところ，木を伝って自宅裏山に逃げてい
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った（山室収氏 ・鎌倉市雪の下2丁目〕。 ることはほぼ間違いなし、。人家の屋根裏などが子育て

2. 1988年頃から家にタヌキが現われるようになった の場として利用されているようである。聞き込み調査

ためドッグフードで餌付けした。 1989年7月17日， を行った際，長寿寺で飼われているものが逃げ出した

2匹の親に連れられた子ダヌキ8匹が出現。1989年 のではなし、かとし寸情報が得られたので、住職に会って

秩から冬にかけて毎日14匹のタヌキが出てきた。 確かめたところ，1980年頃からアライグマを飼ってい

1990年3月頃からは餌を出しでも残っていることが るとのことで， 10年間で30頭ほどに増え，その一部を

多く，そのうちに姿を見せなくなった。タヌキが出 岩手や山口のお寺関係者に譲渡したという。住職の話

なくなる少し前の1990年2月頃，タヌキの餌を食べ によると，僚の下の土を掘って逃亡したことが複数回

ている動物がいた。よく見るとアライグマであつ あったということであるから，鎌倉市に野生化したア

た。 次の夜，家族3人でアライグマであることを確 ライグマの由来は長寿寺にあると考えられる。現在，

認した。後ろ足をケガしていた。二晩続けて出ただ 長寿寺にも毎晩のように餌（ドッグフード〉を食べに

けで，その後は現われない（甲田通子氏 ・鎌倉市扇 2頭のアライグマが出てくるということであった。

ヶ谷4丁目〕。 現在の分布は扇ヶ谷一帯と雪の下の一部で，生息地

3. 1990年4～6月，雨の降った日に突然、，隣家（空 は限定的であるが，今後さらに分布が拡大される可能

家〉の屋恨哀に住みついたアライグマが姿を見せ 性は高L、。なお，鎌倉市でのアライグマは1988年頃か

る。毎晩カリカリ何かを留る音がし， 7月4日の夜 ら野生化した模燥である。

から 5日の昼間にかけて再び姿を現わし，このとき

写真に撮った（写真2）。親1頭，子供が2頭いた。

屋根のさっかけにはかじり カスがたまっていた。 5

目前後に近所の人が地主に通報し，大工が来て屋根

哀を調べた。中に入って見ると，親1頭と子供が3

頭いた。親は大工を威嚇。大工が捕まえようとした

が逃げられてしまった。 7月5日以降は姿が見えな

くなった〈加納蓑三氏 ・鎌倉市扇ヶ谷1丁目）。 こ

の親子が，籾山先生宅の屋根裏に移り住んだものと

思われる。なお，アライグマが人家の屋根裏に営巣

する例があることは，岐阜県可児市においても確認

されている（梶原，1991〕。

おわりに

以上5件の目撃記録が得られたが，親子連れが観察

されていることから，アライグマが野外で繁殖してい

18 
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写真 1c上〉．人家の二階で餌をねだるアライグマの親子
（大島仁氏撮影， 1989.12.27). 

写真 2c下）．屋根に現われたアライグマの親子
（加納裏二氏撮影， 1990.7. 4). 
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神奈川自然誌資料 (12) : 21～28, Mar. 1991 

神奈川県三崎魚市場に水揚げされた魚類E

山田和彦

Kazuhiko YAMADA : Landing Fishes on Misaki 

Fish巴riesMarket, from Sagami Bay, II 

はじめに 上したものと推定され，カ タクチイワ、ン，サガミ ハダ

相模湾の魚類相を明らかにするために， 1984年より カ，タチウオ，イ カなどとともに混獲された。ヨロ イ

三崎魚市場での調査を継続的に行っている。その第1 ホシエ ソS,nebulosusに似るが，前上顎歯は歯骨歯

報として，山田〔1990）では342種を報告したが，その より歯の数が少なくまた1本の大きな犬歯があること

後新たに21種が追加されたので報告する。 で区別できる。（図11) 

2. ハショウトビウオ Parexocoetus抑制tomento 

調査方法 1990年10月24, 26日， 11月l, 25日， 三戸定置網。

調査は，三崎魚市場に水揚げされる魚類のうち，相 TL121rnm; DU ; AU  ; Pi140 

模湾で採集されたものだけを記録した（テンジクアジ 本種は，日本ではかなり稀（益田ほか編1988〕とさ

のみ東京湾側の金田で採集されたものであるが，分布 れているが， 三戸定置網には半月以上にわたって数個

記録の 1資料として含めた〕。調査期間は1989年7月 体が入網した。〔図1-2)

から1990年12月までの間である。資料の一部は標本と 3. タカクラタツ Hippocamρustakakurae 

し，入手不可能なものは写真に収め記録した。魚種名 1990年12月7日，三戸定置網。 TL1211IlIIl; D2l0 

および分類は，益田ほか編（1988〕に従った。 本種は，茨城県（浅野ら1952）から東シナ海にかけ

なお，記載に示した計数形質の略記の仕方は，次の て分布し、相模湾でも西湘（林ら1980〕， 天神島（林

通りである。 1977〕， 三崎周辺〈工藤ら，印刷中〉などの記録があ

T. L.全長 D 背鰭条数 A 轡鰭条数

Pi胸鰭条数 Sc鱗板数 Gr 紙肥数

調査結果

三浦半島近海では， 1990年の 9月から10月にかけて

黒潮の影響が強く，三崎周辺の磯では，多くの暖流系

魚類が出現した（工藤ら，印刷中〕。三崎魚市場でも，

例年に比べ，アカヤガラ，イ ボダイ，アジ類が多く ，

マイワシが少ない傾向にあった。本報告中に記載した

21種のうち15種が暖流系の魚類であった。

以下に各魚種の採集日，採集場所，採集方法，形

態，分布記録を述べる。

1. ワニトカゲギス Stomiasa/finis 

1990年11月14日， 三戸定置網。 TL120rnm;D16; A 

18；ヒゲ10皿；頭長12阻；前上顎歯5，歯骨歯7。

本種は，世界の熱帯 ・亜熱帯海域に分布し， 日本で

は岩手県以南に分布する。採集個体は，夜間表層に浮

る。（図シ1)

4. キンメダマシ Centroberyxdruzhinini 

1990年12月10日， 三崎沖，釣り。 TL265rnm ; DVI, 

12; AIV, 15; P8, GR5+170 

本種は，南日本からインド ・西太平洋に分布する。

ナンヨウキンメ Beryxdecadactylusに似るが限下骨

の前端に練がないこと，側線が尾鰭上まで延長しない

ことなどで区別できる。（図32) 

5. ツハメコノシロ Polydactylusρlebejus

1990年10月23日，u月14日，毘沙門定置網。 TL230

凹n, DVIII, 13 ;AI, U , Pi16十50

本種は，インド・太平洋の暖海に分布し，日本近海

でも茨城県（浅野ら1952）以南に分布する。相模湾付

近でも西湘（林ら1980），葉山海岸〔林ら1974b〕，天

神島（林1982），館山湾南部（林ら1974a〕などの記録

がある。（図13) 

6. イヤコハタ Epinephelusρoecilonotus
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1990年12月7日， 三崎沖，釣り。 TL約500mm。 る。（図42) 

本種は，南日本からインド洋にかけて分布し駿河湾 14. チョウセンバカマ Banjosbanjos 

（黒田1951）から記録がある。 〔図3-3) 1989年10月3日，昆沙門定置網。 TL約1501Illil。

7. オニアジ Megalas戸iscordyla 木種は，南日本から東シナ海に見られる回有種で，

1990年10月17日， 三戸定置網。 TL20lmm;DVIII, 11 相模湾では神奈川県水試（1979）の記録があるほか，

十8;AII,9+7; Sc55; Grll+210 長井や小網代の沖から釣りによって得られている。

本種は，インド・太平洋の暖海に分布し，日本では （図4-3)

新潟（本間ら1984), 静岡（松本1979）以南に分布す 15. キチヌ Acan tho戸agruslatus 

るが，相模湾ではかなり稀（神奈川県水試1988）であ 1990年 9月19日， 10月15, 17白， 11月7, 14日，三

る。〔図21) 崎周辺，釣り。 TL約2oomm～約400mm。

8. カスミアジ Caranxmelamρygus 本種は，インド・西太平洋の援海に分布し，日本で

1990年10月31日，毘沙門定置網。 TL180mm;DVIII, は青森県（塩垣1982）以南から記録がある。〔図4-4)

24 ; All, 19 ; Sc38 ; Gr7十190 16. 力ンムリダチ Tentoriceρscristatus 

本種は， インド・太平洋の暖海に分布し， 三重県 1990年11月14日，三戸定置網。 TL618mm;DV1400 

(KIMURA et al. 1982〕，駿河湾の内浦湾〔室伏ら1990) 本種は，インド・西太平洋の温帯熱帯海域に分布し，

などから記録がある。（図2-2) 山口，徳島（千田1976）から記録がある。本個体は，

9. テンジクアジ Ca同 ngichthysoblongus カタクチイワ、ン，タチウオなどとともに漁獲された。

1990年11月13日， 金固定置網。 TL約3001Illil。 相模湾からは初記録と思われる。（図14) 

本種は，インド・ 西太平洋の援海に分布し，駿河湾 17. サヒハゼ Sagamiageneionema 

の内浦湾、〔室伏ら1990）から記録がある。（図3-5) 1990年11月19日， 三戸定置網。 TL95mm。

10. リュウキュウヨロイアジ 本種は，千葉県から九州にかけて分布し，相模湾で

Carangoides hedlandensis は西湘（林ら1980），芝崎（萩原ら1990〕，葉山・天神

199.0年11月8' 13日， 三戸，諸磯定置網。 TL181mm; 島〔林ら 1974〕， 城ケ島（工藤ら印刷中〉なとで普通

DVIII, 22; All, 17; Sc22; GR6+160 に見られるが，市場では利用価値がないことや，浅い

本種は，インド・西太平洋の暖海に分布し， 三重県 砂地にすむので網などに入りにくいため，ほとんとー水

(KIMURA et al. 1982），駿河湾（黒田1951；， 室伏ら 揚げされなし、。〔図51) 

1990）から記録がある。相模湾からは初記録と思われ 18. セトウシノシタ Pseudoeso戸iajaponzca 

る。（図23) 1990年 9月7日，三崎周辺，磯建て網。 TL約2oomm。

11. ホウライヒメジ Parupeneusρleurotae昨日 本種は，函館以南，東シナ海に分布する。三崎では

1990年12月7日， 三戸定置網。 TL153mm ; DVII, 9; (1 Pウシノシタ，シマウシノシタなどと共に漁獲され

All, 6; Gr 7十20。 るが，たいへん少なし、。（図52) 

本種は，南日本からインド洋・太平洋に分布し相模 19. シマウミスズメ Lactorzafornasini 

湾では城ケ島（工藤ら，印刷中〉から記録がある。〔図 1990年12月10日，諸磯定置網。 TL89mm; D9; A90 

3 4) 本種は，三浦半島以南， インド・西太平洋に分布

12. オオグチイシチビキ Aβhareus問 titans L，相模湾では西湘（林ら1980〕から記録がある。（図

1990年12月10日， 諸磯定置網。 TL261mm;DX, 11; 5 3〕

All, 8; Gr 14+ 110 20. ハマフグ Tetrosomusconcatenatus 

本種は，南日本からインド・太平洋に分布する。三 1990年12月10日，諸磯定置網。 TLl71mm, D9; A90 

重県（KIMURA1980），静岡県（松岡1979）から記録が 本種は，三浦半島以南，インド・西太平洋に分布し，

ある。（図4-1) 相模湾では西湘（林ら1980）から記録がある。（図54) 

13. クロホシフエダイ Lutjanusrussellii 21. クロサハフグ LagoceJうhalusgloveri 

1990年10月17日，毘沙門定置網。 TL約2501111Il。 1990年10月25日， 三戸定置網。 TL約250mm。

本種は，南日本からインド洋に分布し，相模湾でも 本種は，宮城県〔酒井1986）以南，西太平洋に分布

葉山海岸（林ら1974b）， 天神島〔林1982）の記録があ する。 三崎では，シロサパフグに混じって漁獲された
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が，その数は少ない。（図55) 

おわりに

本報告を作成するに当たり， 発表する機会を与えて

下さった横須賀市自然博物館の林 公義氏，資料作成

ならびに写真撮影にご協力いただいた神奈川県水産試

験場の工藤孝浩氏，貴重な文献をお送り頂いた日本大

学短期大学部の室伏 誠氏，伊豆 ・三津シーパラダイ

スの長谷川勇司氏， 資料収集にご協力頂いた三崎沿岸

漁業協同組合の青木正志氏他の方々，京急油壷マリン

ミークの西村芳博氏に深く感謝する。
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図1. 1.ワニト カゲギス Stomiasa/finis, 2.バショウトビウオ Parexocoetusmento rnenyo, 

3ツバメコノシロ Polydacり.ZUsIうlebりus, 4 カンムリダチ Tentoriceρscristatus 

2 

3 

4 



図2. 1.オニアジ Megalasρis coldyla, 2.カスミアジ Caranxmelamρygus, 3. リュウキュウ
ヨロイアジ Carangoideshedlandensis 
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図3. 1.タカクラタツ Hiρρocampustakakura, 2.キンメダマシ Centroberyxdruzhinini, 
3.イヤゴハタ Epinephelusρoecilonotus, 4 ホウライヒメジ Paruρeneusp!eurotaenia, 
5 テンジクアジ Carangichthysoblongus 



図4. 1.オオグチイシチビキ Aρhareusrutilans, 2.クロホシフエダイ Lutjanusrussellii, 
3.チ ョウセンパカマ Banjosbanjos, 4 キチヌ Acanthopagruslatus 
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図5. 1.サピハゼ Sagamiageneioneme, 2 セトウシノシタ Pseudoesopiaja1うonica,3.シマ

ウミススメ Lactoriafornasini, 4 ハマフグ Tetrosoinusconcatenatus, 5.クロサパフ

グ Lagaceρhalusgloveri 



神奈川自然誌資料 (ll): 29～38, Mar. 1991 

浦半島南西部沿岸の魚類

工藤孝浩・阿部 久

Takahiro KUDO and Kyu 0KABE : Fish Fauna in the Coast 

of Southwest Area of the Miura Peninsula 

はじめに が現れる。 三戸，油琵，諸磯などの外洋に面した岩場

浅海域の環境と生物相は多様性に富み，多く の魚類 には岩棚が発達し，復雑な海中景観を呈している。

にとって重要な生活の場である。近年はスキューパダ 調査方法はスノーケ リングによる目視観察と採集を

イビングやスノ ーケリングの普及に伴い，それらを調 原則とし，水深lOm以浅に出現した魚類を調査対象と

査手段として用いた浅海域の魚類相調査が相模湾各地 した。潜水調査の観察時聞は30分から1時間で，調査

で行われるようになった（横須賀市天神島〔林 ・伊藤， 回数は多い月で16回，少ない月で2回であった。ま

1974，林， 1977 ; 1979），下回市田の浦湾（東ほか， た，岩壁上からの手網採集と釣りを随時行い，補足的

1988〕，葉山町芝崎（萩原 ・長谷川， 1990〕）。しかし に磯建網（サザエ等を目的とする水深lOm以浅に敷設

神奈川県水産試験場が位置する三浦半島南部において する刺網〉の漁獲物調査も行った。

は，過去にダイビングを用いた魚類相調査が行われて 種の同定と科の配列は，主に益田ほか編（1984〕に

いない。また，相模湾の魚類目録はいまだ十分には完 従った。調査は現在も継続中であるが，本報では1988

成されておらず，相模湾に産する魚類は1,000態とも， 年8月から1990年ll月までの資料を用いた。

1,300種とも 言われている（神奈川県水産試験場，

1979〕。相模湾での生物研究は深海生物が中心である 結果および考察

ため，中にはごくまれにしか採集されない深海性魚類 1988年8月から1990年ll月までの調査期間中に，三

も多く含まれており，将来的には，浅海から深海まで 浦半島南西部沿岸域において 91科332種の魚類が確認

の確実な採集記録に基づく魚類リストを作成する必要

性がある。そこで，当該海域の魚類相の特徴を明らか

にするとともに， 相模湾~魚類相を作成する一助とす

ることを目的として調査を行った。

調査方法と調査地概要

本調査では，三浦半島南西部の城ケ島から三戸地先

に至る沿岸域に9調査地点を設けた（図 l〕。

城ケ島は， 三浦半島南端に位置し，南側は波当たり

の強い岩礁海岸で隆起性の海蝕台が広がっている。岩

盤はシノレト質とスコリア質の有律互層で波板状に波蝕

が進行しているため，大型のタイドプーノレは少なL、。

三崎漁港対岸の北側の海岸線は，ほとんどが埋立てら

れ垂直護岸となっており，アマモの群落が散在してい

る。三浦半島南西部には小網代湾，油査湾， Z昔磯j湾と

連なるリアス式海岸がみられる。その中でも小網代湾

には，湾奥に流入河川があり，干潮時には広大な干潟

三 欄 単 品

・河仏首 ヨ含ま 1也品民
ー一ー一一 i 0 町、之＂＇ 露誕 N-Jj辺
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現に依存していた。

また， 1988年は全体に確認された種数は少ないが，

1989, 1990年は多い。このような年による種数の変化

も，季節的定住種と偶来種の出現の差によるものと考

えられる。そこで，季節的定住種と偶来種に代表さ

れ，かつ種数が多い科を指標として，年変動を検討し

た。この条件を満たす科として， トビウオ科，ヒメジ

科，フエダイ科，チョウチョウウオ科，キンチャクダ

イ科，ニザダイ科，そしてモンガラカワハギ科をとり

上げた。これらは，いずれも分布の中心を南方のサン

ゴ礁域か沖合域に持つものである。このグノレープの総

種数は63穫であるが， 1988年はそのうちの11種が確認

されたのみであった。一方， 1989には49種，1990年に

は46径が確認され， 1988年を大きく上回った（表2）。

図2.調査期間中の水温と確認種数の経月変化

された。確認魚種の目録と出現月は表1のとおりであ

る。

本調査での確認種数は，過去に相模湾沿岸で行われ

た同様な調査と単純に比較すると格段に多L、。例え

ば，横須賀市天神島周辺では230種（林 ・伊藤， 1974;

林， 1977;1979〕，下回市田の浦湾では225穫〔東ほか，

1989〕であり，葉山町芝崎では137種〔萩原 ・長谷川，

1990〕であった。

1986年から1988年の回の浦湾（東ほか，1989）では，

このグノレープのうちトビウオ科とキンチャクダイ手ヰが

確認されておらず，総種数は33種であった。年次別の

出現状況では，1987年が29種と最も多かった。 1988年

は14種と最も少なく，フエダイ科とモンガラカワハギ

科が確認さわしていないといった，本調査と共通した現

象がみられた。

このグノレープは， 浮遊生活期にサンゴ礁域や沖合域

から相模湾沿岸域に移送されてくると推測される。こ

のグノレープの移送機構には，黒潮が最も大きな役割を

果たしていると考えられるので，これらの出現状況と

黒潮との関係を検討した。海上保安庁水路部〔1988～

1990）によると，本調査期間中に数度の大規模な黒潮

流路の変動があり，おおむね次の3パターンの流路が

読み取れた。

沿岸域に現れる魚類は，その場との関係の深さから，

いくつかのタイプに分けられるo KIKU'l'I (1966〕は，

アマモ場に出現する魚類を周年定住種（yearround 

residents），季節的定住稜〔seasonalresidents），一

時的来遊種（transi巴rts〕，および偶来種（casualspe-

ci巴s）に分類した。本調査では， これを参考にして，

各魚種の生活様式から魚類群集を次の3タイプに分類

した。（1）周年定住種：周年にわたって沿岸域に出現

する魚類，（2）季節的定住種：特定の季節に沿岸域に

出現する魚類，（3）偶来種：偶然沿岸域に来遊したと

考えられる魚類。

種数の経月変化をみると，明らかに一定の季節的変

化が認められ，夏から秋（8～10月〉に多く，冬（ 1 

～3月）に少なくなる。調査期間中の城ケ島における

各月の平均表層水温の変化と対比すると，種数は水温

の変化にほぼ．対応して変動し，その極大は水温のそれ

より 1か月遅れ，極小はほぼ一致している〈図2〕。

周年定住種の種数は，季節的にほとんど変化しなし、。

これに対して，季節的定住種と偶来種の出現状況は明

瞭な変化を示し，夏から秋に多く，冬に少なくなるo

つまり，総種数の変化は， 季節的定住種と偶来種の出
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表1. 本調査おける確認魚種と確認月

出現魚種 出現月 出現魚極 出現月

軟骨魚綱 23 tキI'} 8 
ネコザメ目 ダツ目
ネコザメ科 ダツ科
1 ネョ，－メ 5,6,10 24ゲヲ 9 
ネズミザメ目 25 ／＼マゲヲ 9 
トラザメ科 26 2キ，－ヨリ 1 
2 ナヌ方，－メ 9 27ゲヲ科の 1穆 日
3 トラ，－メ 8 サヨリ科
ドチザメ科 28 ’ヨリ 8～11 
4ト＇ft＇メ 6～12 29’ヨリ科の 1種 9, 11 
カスザメ科 トビウオ科
5 :bH＇メ 6 30 /¥J' Utトピウ才 日
エイ目 31 7十トピウI 8,9 
ヒラタエイ科 32 ヲヲシトt＇ウI 9 
6 tラヲ工イ 6 33，ンF／ゲマシ 9 
アカエイ科 34トt＇ウI 8,9 
7 YUイ 5,8～10 35 f':bトt＇ウI 8,9 

硬骨魚網 36こjγトピウI 9 
ニシン目 トゲウオ目
ニシン科 クダヤガラ科
8 ウ島メイワシ 7, 10 37 1H' t:b＇ラ 9 
9キt'tJ' 8～11 ヨウジウオ目
I 0 マイワシ 8～10.12 ヤガラ科
11 fヲ11・ 9 38 Ytt:b' 7 7～l 1 
12 コノシロ 5 ヨウジウオ科
カタクチイワシ科 39 JJ＊＇リヨゥ γ 日～11
13 Hヲチイワシ 7,8 40 ヨゥγゥI 7, 8. 10 
ウナギ目 41 トケ．ヨウシ． 10 
ウナギ科 42 ヲ:b'Jヲヲヲ 10 
14 ウナキ． 7, 10 43 ’ヲノ：IトシJ' 6 
ウツボ科 タラ目
15 ウヲ本． 5,7～12 チゴタラ科
アナゴ科 44 I＇｝・イ'JHtメ 4,5 
l 6マYtJ' 6 アンコウ目
17 0日了ナJ' 6, 10 イザリウオ科
ウミヘピ科 45 イサ．リウI 6 
18 ミミ］.，＇1ナJ' 11 46 へ．ニイサ．リウ1 9 
19ウミヘピ科の l種 6, 10 4 7 /¥ttJt' 8 
サケ目 キンメダイ目
アユ科 マツカサウオ科
20 71 3,4,9 48 マヲ方’ウ才 4～6,9～l 1 
ナマズ目 スズキ目
ゴンズイ科 ナミノハナ科
21 J＇ンA.イ 6～12 49 Tミノ／＼ナ 7, 9. 10 
ハダカイワシ目
エソ科
22マI'J属の 1種 10 
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出現魚種 出現月 出現魚種 出現月

トウゴロウイワシ科 タカベ科
50 Aキ．イワシ l～12 86 ’方へ． 6 
51 トウJ.日ウイワシ 4,6～12 アジ科
52 キ．ンイYイワシ 7～11 87 7• リ 6 
53 トウ丁目ウイワシ科の 1種 l～12 88 'bン11・ f 8,9 

89 JI¥.ン7γ 8,9 
ボラ科 90マ7γ 5～10 
54本．ヲ 1,3～12 91 シマ7γ 6～8 
55 メナタ． 4,8～12 92 方イ＇｝リ 7 
56 t~γ 本．ラ 4, 8, 11 93キ．ン'b.メ7γ 8,10,11 
57 J本．ラ 8 94 イトtキ7γ 9 
58メナヲ．属の 1種 5～12 シイラ科
59 7ウライ，.ラ 9 95 シイラ 7～9 
60 ワニ'J.f本・ ：； 7～10 ヒイラギ科
カマス科 96 オキヒイラキ． 10 
61 Iこ方マス 9 97 tイ！？キ． 6,7,9～1 1 
62 7Hマス 8～10 マツダイ科
63 ヤマト書マス 6 98マヲゲイ 7～9 
64 'hn属の 1種 6～8 クロサギ科

スズキ科 99 'JI!’キ． 4～12 
65 n・キ 9 ヒメジ科
66 ヒラ~~·キ 12 JOO tメγ 5～8 
ハタ科 I 0 I ヨメヒメγ 8～10 
67 7'bM 10, 11 102 インドtメγ 9 
68 ＂＂テンハヲ 8 103 1キナtメγ B～12 
69 キシ.M 7～9 104 SウライI：メγ 7～l 1 
70 ヲ工 7～10 105 JI¥.ンtメγ 8～12 
71マM 5～7,9,10,12 106 tt~γtメγ 9. 10 
72 fラfl¥タ 9 107 tγ，ン 9. 10 
73’ヲラゲイ 7. 8, 10 ハ タンポ科
74 キンキ．ヨ月ナゲイ 9～11 108 キンメモドキ 10 
ユゴイ科 109 ヲマグ日＂タ ン本． 7,10,11 
75キ．ンlJ.イ 8～10 I 10 ミナミMン本． I, 7～12 
キン トキダイ科 メジナ科
76 本ウtキキントキ 6 11 lメγナ l～12 
77 T方メキントキ 5 112 ヲ日メγナ I, 5～12 
テンジクダイ科 113 1キナメγナ 7～10 
78 ネ ン 7• フヲ．イ 5～12 イスズミ科
79 ヲ日本シイシモチ 6,9～11 114イ；n・ミ 7～l 1 
80 ttAγィシ王子 8～l I 115 Tンγゥィ，キ 6～l I, 12 
81 nγィシ王子 8,10,11 ブエダイ科
82 ミナミ7トスγィシH 9 116 tミ7Iゲイ 9 
83 'JI].リ本．ウ：：rキ.~ 10 117 7工ゲイ 9～1 1 
キス科 118ニtヲ日本主7Iゲイ 10 
84 シロキ.~ 5～9 119ヲIii主主7Iゲイ 6～10. 12 
ムツ科 120 tキ7Iゲイ 9 
85 ムヲ 5～7 1 21 ヨJ~γ7Iゲイ 9 
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出現魚種 出現月 出現魚種 出現月

アイナメ科 308 ＇£ン"h.'H'Jllキ．科の 1種 9 
276 'Jシ．メ l～12 カワハギ科
277 7イナメ 10. 11 309ヨYキ． 6,7,9～11 
コチ科 310 2ワハキ． 5～12 
278 Jチ 9 311.ウマA.ラnキ． 6～l 1 
カジカ科 312 7ミメHキ． 1. 4～12 
279 fラ，方シ."h 4, 12 313ゥAll.11キ． 8,10,11 
280 キヌ方γ方 5, 12 314 YウシHキ． 7～9 
281 ；（イ 5～7,9～12 315 y才fllキ． 7,8,10～12 
282 イヲ．テン方γ方 3～6 ハコフグ科
283 7tllt• 4～1 1 316 ミナミ11J7ゲ 8,9 
284 tt• 7tllt• 10, 11 317 11J7'J. 5～12 
285 y’tYt11t・ 9～12 318 3ンコ．ウ7'J. 10 
286 Hytllt• 5, 9, 10 319 ウミu・ メ 3. 10 
ホウボウ科 フグ科
287 事ウ本．ウ I. 7 320 'Jf7ウ． I. 5～12 
ウパウオ目 321 3王ン71]・ 10 
ウパウオ科 322 J.シ7ゲ 8 
288ウ11・ ウI 6. 7. 10 323 ショウすイ7ゲ 11 
289 ミすキウ11・ ウオ 10 324マ7'J. 5 
ネズッポ科 325 t"h• ン 7'J. 5, 10 

290ヤマドリ 6,8 326 Y"hメ7ゲ 4,5,8,9 
291 ヨメJ.f 5 327 寺号.tミ7'J. 9～1 1 
292 ネ；（.ミコ.f 4,6～11 328 J'Jテン7ウ． 10 
293 トピヌメリ 1,4,5,7～10 329 キヲマウラ I. 4～12 
カレイ目 330 シマキンチャヲ7'J. 9 
ヒラメ科 331 Hリtン事．ン 8. 10 
294 tヲメ 5,8,9 332 ヤtllリtン事．ン 10 
ダルマガレイ科
295 11・ 島マ"h.レイ 5 
カレイ科
296 メイヲ方．レイ 6 
297 マJ"h.レイ 6,9 
ササウシノシタ科
298 すすウシノシヲ 6 
299 トピーサウシノシヲ 9 
ウシノシタ科
300 0日ウシノ°J'J 10 
301 ケ．ンコ 6 
フグ目
モンガラカワハギ科
302 キヘリ王ン2ヲ 8～10 
303 Yh王ンh.7 9 
304 Aラサメ王ン方ラ 10 
305 ヲヌキモンb.ラ 9 
306 ヲラ方ケ王ン方．ラ 9 
307 7ミ王ン方．ヲ 7. 8. 11 
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出現魚種 出現月 出現魚種 出現月

ニザダイ科 241 tシ.1111t• 5 
198こ，－，－イ 6～1 1 242 ミミ；rnt・ 4,7 
199 tメテン'J・ 11ヰ． 9～11 トラギス科
200 テン'J・11キ． 10 243 0ラ書ヲトラキ.~ 10 
201テン'J.川．属の 1種 8～10 244 Iキトラキ.~ 10 

202 tレt:b."*. 10 245 3ウライトラキ.~ 4,6～11 
203 シマnキ． 9 246 トラキ.A 5,7 
204 t:b.ニサ． 8～10 ミシ マオコゼ科
205こγnキ． 9～11 247 7オミシマ 11 
206 王ンヲキnキ． 8～10 ヘピギ ンポ科
207 こt1JンランHキ． 7～12 248 へ t• キ． ン本． 3,5～12 
208 '11111キ． 8～11 249 tメキ．ン本． 9 
209 すす.tミHキ． 8～10 コケギ ンポ科
210 J'Jテンサ，.tミnキ． 9 250 3ケVン本． 5,7,9,11.12 
アイゴ科 イソギ ンポ科
211 7イ：1' 5～10 251イ＇｝キ．ン，. 5,6,8～10 
エポシダイ科 252 ナヘ.j 4～12 
212 ntt＇うウ才 11 253 イlj＇テンキ．ン本． 9, 10 
ハゼ科 254 ニγキ．ン事． 4～12 
213 本シnt・ 8～11 255 ミナミキ．ン事． 10 
214ィ'l11t' 3～12 256 テンヲロ；zγキ．ンホ． 10 
215ィ'lilt＇属の 1種 6～10 257 :bUウ才 7～10 
216 イチモンγnt' 9 タウエガ ジ科
217 'Jillリnt・ 8～11 258 !Aシ.j・γ 8 
218 11tl1t' 9, 10 259ゲイナンキ．ン，. 5,6,8～11 
219 ，ヲキnt・ 4～9 260 へ．ニヲケ＊＇ン本． 5,8,9 
220 ミ号キ：，Wnt' 9, l l ニシ キギンポ科
221 1γl¥t' 4～12 261キ．ンi 3,5,9 
222 tメnt' 4,5,7 ゲンゲ科
223 'J?'Jl1t0 4～12 262 J'Eンイトキ．ン事． 3,6 
224 本シノnt' 5,7,10,11 263 トt＇イトキ．ン本． 4～6 
225 7へ・nt' 4 カサゴ目
226 シマヨシノ，.リ 11 フサ カサゴ科
227 ヌマチf7' 11 264メ11・島 I. 3～12 
228 HJ' 4, 7' 10～12 265 Hノコメ11・島 7 
229 YUt＇シマnt' 3～1 1 266 Aラソイ I. 3, 8～12 
230 ヲ王nt・ 3,5,7～10 267 ヨロイメ11・島 5～12 
231 n・ 11t・ 3～11 268方，J' 5～11 
232ド日メ 4～1 1 269イ：／j’J' 4～11 
233 t＇リンJ. 4' 11 270 コヲチ7’方，J' 9, 10 
234 1ミウキJ.リ 4 271 ’ヲマ宣，J. 10 
235マnt・ 7,9 272 ミノHJ. 7. 10 
236 7主主日nt • 4,7 273 HナミJ'hすJ. 10 
237 n・ nt・ 5～12 274 キリンミノ 11 
238 キヌ11・リ 3～12 ハオコゼ科 3 
239 チャj.'j l～12 275 l\ tJt • 3～12 
240 ニシキnt• 6～8, 10 
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出現魚種 出現月 出現魚種 出現月

122 ヲテ7I'J＇イ s. 10 スズメダイ科
123ヨスγ7工ゲイ 9, 12 160 ミヲ事．シヲ日；u・ メ lo. 11 
イサキ科 161 A;fメ'J＇イ 5～12 
124 イ守キ 7～11 162マ，11・u・ メゲイ 6 
125 7γ7Jショウグイ 10 163 t.ゲjU＇メゲイ 10 
126 JU~γ ィ 9 164 ＇）うu・メゲイ l. 7～12 
シマイサキ科 165ナY，キAA.メゲイ 8～11 
127 シマィ，キ 7～11 166イ'Ju・メゲイ 8～10 
128 3トヒキ 8～10 167シマu・ メゲイ 8～10 
タイ科 168 ttt• ヲTt l. 7～12 
129マゲイ 8,9 169 テンシ・n:rメゲイ 8～10 
130ヘゲイ 8,10,11 170 UHンu・ メゲイ 8～10.12 
131 ~u'J· イ 3～12 171 nヲtンu・メゲイ 9 
132 キチヌ 10 172 ミ十ヨキtンu・メグイ 8～10 
フェフキダイ科 タカノハダイ科
133 イト7工7キ 10, 12 173 'J方JI¥ゲイ 3～l 1 
134 IIマ717キ 7 ベラ科
カゴカキダイ科 174 JJ' 'J.イ 8 
135 jJ.jキヲ．イ 3,5～11 17 5 7 • チヌヌキヘ．ラ 10 
チ g ウチ eウウオ科 11s t.nγへ．ラ 8～10 
136トJtマゲイ 9 177 オトメへ．ラ 9～1 1 
137 7ミチヨウチョウウI 10 178 ニシキへ． う l. 3. 5～12 
138 tゲロチョウチョウウI 9, 10 179 T マ 7• キヘ ． う 8～10 
139 トγチョウチョウウI 8～11 180 Jj.シラヘ．ラ 8～10 
140 7ウライチョウチョウウI 8～11 181 tllゲEへ．ラ 4～12 
141 こt.7ウライチョウチョウウ才 8～10 182す’JI¥へ．ラ 5～12 
142 チョウnン 8～10 183 本ンYメワケヘ．ラ 8～1 1 
143 チョウチョウウI 7～12 184 2ミナリヘ．ラ l～12 
144 J.マチョウチョウウ才 8, 10 1ss 1ut・ へ．ラ 5,7,10.11 
145 ミ＇）.lifヨウチョウウ才 9, 10 186 ト書ラヘ．ラ 9 
146 7ケ事．ノチョウチョウウ才 7～10, 12 187 ~)J へ. 7 8 
147 シラコゲイ 6, 10 188 事ンヘ．ラ 3～12 
148ゲンロヲゲイ 9 189 キヱウtン l. 3～12 
149 llHH＇イ 9, 10 190 イトtキヘ.7 6 
150 ミナミnヲヲテゲイ 9 191 ？ンヌ 7 
キン チャクダイ科 プダイ科

151 キンチャヲヲ．イ 5,8～11 192 7• 'J.イ 8, 10 
152 9テγマキンチャヲヲ．イ 10 193 t7• ヲ．イ 7,9 
153 ft' tミヤ7J 9, 10 194 7t7''J＇イ 9, 10 
154 n・Hヲヨ 9 195 7t7''J＇イ腐の 1種 8～12 
155 ナメラ？？コ 9. 10 サパ科

イシダイ科 196マ，n・ 6,7 
156 イシヲ．イ 7～10 ツノダ シ科

1 5 7 イ ;i~ · キゲイ 8 197 ヲノヲ．シ 8～11 
ウ ミタナゴ科
158 ウミタナJ. l～12 
159 1キヲナJ' l～12 
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表2 三浦半島南西部と田の浦湾（下田市〉におけ
る季節的定住種および偶来種に代表される科

の確認種数の経年変化

城ヶ島周辺海域における種数の年による変化

1988 1989 1990 Total 

トビウオ科 。 6 3 7 
ヒメジ科 4 7 7 8 

フエダイ科 。 6 4 8 
チョウチョウウオ科 4 1 2 1 1 1 5 

キンチャクダイ科 。 3 3 5 
ニザタイ科 3 1 1 1 2 1 3 

モンガラカワハギ科 。 4 6 7 
To t a l 1 1 4 9 4 6 6 3 

回の浦湾における種数の年による変化

1986 1987 1988 Total 

ヒメジ科 4 7 7 1 0 

フエダイ科 。 2 。 2 
チョウチョウウオ科 6 9 3 9 

ニザダイ科 4 9 4 9 

モンガラカワハギ科 1 2 。 3 
To t a l 1 6 2 9 1 4 3 3 

C型： 黒潮は相模湾沖を大きく迂回し，伊豆諸島の東

側を北上する。（1988年8月～1989年4月）

N型 ：黒潮は本州南岸にほぼ並行に直進する。（1989

年5～11月）

A型 ．黒潮は遠外｜灘沖で大蛇行し，伊豆諸島の西側を

相模湾に向かつて北上する。（1989年12月～1990

年11月〉

1例として，季節的定住種や偶来種の確認、種数の増

加した夏季〔8月初旬〉の黒潮流軸を，調査を行った

3か年で比較した〔図3）。一般的に，相模湾周辺の

黒潮はC型流路時に離岸し， A型時は接岸し，N型時

は両者の中間に位置するとされている。季節的定住種

や偶来種の種数が， C型の1988年に少なく， A型の

1990年に多い現象はよく理解できる。田の浦湾におい

ても，季節的定住種や偶来種の種数は， C型年の1988

年に最も少なく， A型年の1987年に最も多かった。し

かし，N型の1989年の種数がA型年並に多い現象は，

黒潮流路の型からは説明できなし、。

そこで，海上保安庁水路部（1986～1990）に記載さ

れている黒潮流路図から，伊豆大島と八丈島を結ぶ伊

豆列島線上〔伊豆大島から170°方向〉の黒潮流軸の位

置を読み取った。その結果， 1989年春季以降の黒潮流

軸は1990年とほぼ同じ位置にあり，相模湾に接岸して

いたことが判明した （図4〕。黒潮流軸が相模湾に接
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図3. 調査期間3か月の8月初旬の黒潮流取h

岸するときは黒潮分校流（黒潮から相模湾、に向かう流

れ〉は強まり， 制i岸すると弱まる〈岩田， 1986）。ま

た，相模湾、の沖合に分布するカタクチイワシのシラス

魚群が，黒潮分岐流によって沿岸のシラス漁場に運ば

れることが明らかにされている（三谷， 1990〕ように，

黒潮流輸の自IE接岸は仔稚魚、の移送に大きな影響を与え

ている。

相模湾へのサンゴ礁魚類等の移送は，黒潮の高fl接岸

を主とした海況変動の影響を強く受けていることが示

E愛された。しかし，遊泳力が乏しい仔稚魚が，いくつ

かの性質の異なる水塊を乗り越えて沿岸浅海域に到達

するプロセスは複雑で，解明しなければならない問題

はまだ多く残されている。

また，現在までの調査方法では，月毎の調査回数が

一定でなく，夏秋季に多く冬春季に少ない傾向がある

ため， 出現種の季節変動が見かけ上大きくなってい

る。そこで， 今後は月w:の調査努力量を均一化しつつ
調査を継続し，各魚種の生活史に関する知見を蓄積し
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公義， 1977.横須賀市佐島，天神島・笠島沿岸の

魚類（日〕．横須賀市博物館報， （23〕： 27-32.

公義， 1979.横須賀市佐島，天神島・ 笠島沿岸の

魚類CV）ー横須賀市佐島地先の沿岸魚類 リス

ト追補一． 横須賀市博物館報， （28): 11-13. 

禎三 ・林 公義 ・長谷川孝一・ 足立行彦 ・萩原清

司， 1988.伊豆半島須崎，田の浦湾周辺海域

の魚類．日大農獣医学術研報， 〔46〕：175-185.

岩田静夫， 1986.相模湾の海況の短期変動に関する研

究．神奈川水産試験場論文集〔3〕，64pp.

海上保安庁水路部，19861990. 海洋速報.4pp. 

神奈川県水産試験場，1979.相模湾資源環境報告書

I . pp. 15 25. 

KTKU'I、1,T., 1966. An ecological study on animal 

communities of the Zostera marina b巴It

in Tomioka Bay, Amakusa, Kyusyu. Pub!. 

Arnakusa Mar. Biol. Lab. Kyusyu Univ., 

1(1) : 1-106. 

一 ・尼岡邦夫 ・荒賀忠一 ・上野輝漏・ 吉野哲夫

編， 1984. 日本産魚類大図鑑 〈解説）.XX+ 

448PP.東海大学出版会，東京．

勇， 1990.相模湾におけるカタクチイワシシラ

スの漁業生物学的研究．神奈川水産試場論文

文集（5).140pp. 

伊豆大島から170°方向の黒潮離岸距離

林

たうえで，相模湾の他海域で進められている同様な調

査の結果と比較し， 相模湾浅海域の魚類相の特徴をさ

らに明確化して行きたし、。

図4.

林
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横須賀市自然博物館の林 公義学芸員からは投稿の

機会を与えて下さ り， 調査全般について貴重な助言を

頂いた。神奈川県水産試験場の岩田静夫専門研究員か

らは相模湾周辺の海況変動について助言を頂いた。現

地調査においては，諸磯漁業協同組合の渡辺季春組合

長をはじめとする地元漁業者の方々，森沢正昭所長を

はじめとする東京大学理学部付属臨海実験所の方々に

便宜を計って頂き，神奈川県水産試験場の田中貿技

師，京急治宣マリンパークの山田和彦氏の協力を頂い

た。トビウオ科の同定には東京大学海洋研究所のf中山

宗雄教授および築地市場おさかな普及センター資料館

の阿部宗明館長，テングハギ属の同定には東京都高西

臨海水族園の荒井寛氏，キヘリモン方、ラの同定には

国立科学博物館の松浦啓一氏のお位話になった。厚く

御礼申し上げる。 益田

谷一一
一

（神奈川県水産試験場〉
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横浜市内のアカアシクワガタ発見例

高桑正敏・古南幸弘

Masatoshi TAKAKUWA & Yukihiro KOMINAMI: Occurrence of a 

Stag Beetle, Niρρonodorcus rubrofemoratus, at Yokohama 

アカアシグワガタ Nipponodorcusrubrofemoratus リクワガタ， ヒラタクワガタ，コクワガタも採集され

(SNELLEN van VOLLENHOVEN）は，北海道，本州，四 ている。

国，九州，対馬，朝鮮，中国などに分布するクワガタム ① 1 (1)，栄区上郷町横浜自然観察の森構内， 12.X. 

シ科の甲虫で，県内ではこれまで丹沢や箱根， 津久井 1990，古南採集

地方で得られており，山地性クワガタの 1種と考えら 自然観察センター裏庭の昆虫観察用の給餌台の上に

れてきた（高桑， 1981; 1990）。ところが1990年，横浜 置いたナシの果実の上に止まっていたところを，遠足

市内の2カ所から本種が相次いで発見され，また以前 に来ていた小学生が発見した。そこは，周囲をスダジ

にも市内での発見例があったという確実な情報も寄せ イ， オオシマザクラ， コナラ等からなる林に固まれ

られた。これらが自然、分布によるものか，それとも何 た，半日陰の場所である。

らかの偶発的なものによるかは明らかではないが，い 自然、観察センターでは来訪者の観察のために，この

ずれにしろここに記録しておくことで諸賢の参考に供 庭の窓際に高さ約20C皿の小さな台を設置し， 8月から

したい。 パナナ，キウイフノレーツ，モモ，ナシなどの果実を置

本文に先立ち，貴重な情報を提供してくださり，発 いて昆虫を呼び寄せている。発見時は，餌のナシはか

表を許された神奈川昆虫談話会の土屋貴氏と横浜市立 なり柔かく発酵して甘いアノレコーノレ臭を放っており，

神奈川中学校1年の平本英一郎君，横浜自然、観察の森 アカアシクワガタはこの頂部付近にじっと止まって果

におけるクワガタムシ相のご教示を得た神奈川昆虫談 汁をなめていた。捕獲時には前肢の付け根の部分に，

話会の久保浩一 ・渡 弘両氏にお礼申し上げる。 数匹のダニがたかっていた。この個体は12月15日現

在，自然、観察センターで飼育中であり，餌としてリン

1990年の採集記録 ゴとナシの切れ端を与えたが，リンゴはほとんど食べ

①2合，港北区仲手原， 2031. VII. 1990，平木英一 ず，ナシの発酵し始めた果、汁を好んでなめた。

郎採集 発見の前後には，同じ餌にコクワガタやヨツボシケ

平本君によれば，夕方，ク ヌギと思われる木の根元 シキスイ等が来ているのも見られたが，果実の下に潜

の樹液に，多数のカナブンとともに来ていた2個体 り込んでいて，アカアシクワガタのように表面に出て

〔大あごの長い型と短い型〉を採集したという。これ きて採餌することはなかった。実は，上記の個体を捕

らはしばらく飼育していたが，双方とも体を破損して 獲する数日前から，同じ餌台に中型のクワガタ 1頭が

死亡してしまった。破損の度合の大きかった前者の型 毎日， 昼間採餌に来ているのが目撃されていた。コグ

の個体は捨ててしまい，それほどではなかった後者は ワガタ等他のクワガタ類は白昼表面に出て採餌してい

標本にしたが，その後に福島県産の本種の完全個体を ないことを考えると，これはおそらく上記のアカアシ

入手できたので，これも処分してしまった（しかし， クワガタであったと思われる。

幸いなことに体の一部は残存しており，筆者らの一人 久保・波両氏によれば，横浜自然観察の森における

高桑はこれが確かにアカアシクワガタであることを確 クワガタムシ科甲虫としては，これまでミヤマクワガ

認した。その破片は高桑が所有している〉。 タ，ノコギリクワガタ，ヒラタクワガタ，コグワガタ

同地では，平本君によってミヤマクワガタ，ノコギ が採集されているとのことである。
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図1. 栄区横浜自然観察の森で発見されたアカアシクワガタ

過去の聞き取り る場合も含め，飼育下にあった個体が逃げ出したもの

クワガタムシ科をはじめ横浜市内の甲虫に詳しい土 という可能性も考えられないではないからである。さ

屋貴氏は，緑区において確実にアカアシクワガタを採 らに，県西部と横浜との問，たとえば多摩丘陵での記

集されたことがあるという。すなわち，つつじが丘に 録もま日られていないようなので， 常識的な分布範囲か

おいて1973年8月中旬頃の朝，モモの根元をかき分け ら多少とも遠く外れている。 したがってどうしても，

ていたところ本種の雌3個体を発見した。また同年の 人為的なことに基づく偶産の結果であることを念頭に

同じ頃のやはり早朝，梅が丘においてクリを早朝叩い 置かざるを得なし、。

たら雄1個体が落ちてきたという。土屋氏がまだ小さ ただ一方では，神奈川県低地部のクワガタムシ科甲

い演のことなので，残念ながら標本は残されていない 虫の分布は意外なほど明らかにされていない（高桑，

が，記憶は鮮明に残っているとのことである。 1990〕。さらに， 多少とも山地性であるスジクワガタ

も横浜や川崎に記録があることでもあり，現段階でア

自然分布の可能性 カアシクワガタの自然分布もしくはその定着の可能性

前述したように，アカアシクワガタは県内では丹沢 をまったく否定してしまう ことは，時期尚早であると

や箱根，津久井に生息が知られていた。いわゆる山地 思われる。今後の調査に期待したい。

性クワガタの l種と考えられているわけだが，純山地

性のノレリクワガタ属3種やツヤハダクワガタ，ヒメオ 引用文献

オクワガタなどと異なってその分布図はかなり広く， 高桑正敏， 1981.神奈川県のクワガタムシ．神奈川県

低いところでは標高200-300m程度の場所でも採集さ 見虫調査報告書， pp.385-387.神奈川県教育

れている。 したがって，垂直分布的には低地で発見さ 委員会．

れてもおかしくなし、。 高桑正敏， 1990.神奈川県に分布しているクワガタ．

しかし，横浜としづ立地はやはり問題がある。横浜 甲虫の魅力ークワガタとハナムグリの世界を

自然観察の森における場合は，不特定多数の人が訪れ 探る一，pp.32-38.神奈川県立博物館．

る施設であるため，発見個体が故意に放されたもので （高桑正敏：神奈川県立博物館，古南幸弘： （財〉日本

はないという保証はない。また，港北区や緑区におけ 野鳥の会・横浜自然観察の森〉
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神奈川自然誌資料 (12) : 41～44, Mar. 1991 

相模湾で採集された蟹類 CII) 

池田 等

Hitoshi IKEDA : Crabs Collected from Sagami Bay (II) 

筆者は， 1963年より相模湾産蟹類の分布を知る目的 〔NR〕－相模湾初記録。

で各地の調査を行ない，すでに相模湾産蟹類目録（］） 〔NJ〕…日本初記録。

として24科284種を報告した（池田， 1981）。その後の なお，ムロトホモラ ・オニオ ース トンガニ ・ケガ

継続調査により，日本初記録1種，および相模湾初記 ニ・ ハベホンサンゴガニ ・ヒメノコギリエンコウガニ

録11種を含む12科24種を得ることができたので，追加 の5稀種については目録中で詳述した。

報告する。前報告とあわせると相模湾産蟹類は合計で 分類，学名，和名は日本産蟹類（酒井，1976）および

24科308種となった。 原色日本大型甲殻類図鑑IIC三宅， 1983）に従った。

しかし，この目録は筆者の採集品のみを扱ったもの

であり，相模湾に棲息する蟹類をまだ十分に網羅して Fam. Doromiidaeカイカムリ科

いるとはいえなし、。従って，さらに完霊な目録を目指 1. Cryptodromia aleolata IHLE ヒメカイムカリ

すには，他の研究者の記載や収集家のコレクション等 1合，主主ケ島西沖（80～lOOm〕， Jun.10, 1982. D 

を含め， 今後は調査されていない深海海域での底刺網 Fam. Dynomenidae トゲカイカムリ科

やドレッジ等による採集を試みることが望ましL、。 2. Denomeneρraedator H. MILNE EDWARDS マノレ

なお， 筆者は蟹類の調査にあわせて長尾類，異尾類 ミトゲカイカムリ

の収集も行なっており，将来は，相模湾における甲殻 1合，城ケ島南沖（180～230m〕，Mar.21, 1982. TR ; 1 

網 ・十脚目の総合的な分布について明らかにしたいと 合，城ケ島南西沖（200m),Mar. 13, 1990. TR・〔NR〕

考えている。 Fam. Homolidaeホモラ科

3. Hyρsoρhrys murotoensis SAKAIムロトホモラ

調査海域と調査方法 1 (I)，真鶴沖（200～250m〕，Dec.29, 1985. TR; 1合，域

調査海域は伊豆半島の伊東から房総半島の洲崎を経 ケ島南沖（200～220m〕，Feb.28, 1990, TR・〔NR]

て， 三浦半島の観音崎とを結んだ線以北の相模湾及び 高知県室戸岬沖（松沢，1977〕で初めて採集され，

相模灘海域とした（図1〕。 酒井（1979）によって新種記載された。その他は相撲

調査期間は1980年11月30日より1990年の11月30日ま 湾と和歌山県太地沖（永井， 1989〕の記録があるだけ

でにわたり， 調査方法としては漁業者が操業する底刺 である。本種は水深200m前後の岩礁に近い砂疎地に

し網，エビ箭，蟹能等の漁携屑による採集，およびド 棲息していると思われる。

レッジ，磯採集を行なった。 4. Paromola macrochira SAKAI テナガオオホモラ

1 (I)，大磯南沖（300～350m),Oct. 15, 1982. TR; 1合，

相模湾産蟹類目録 (JI〕 葉山南西沖（250～300m),Apr. 6, 1984. G・〔NR〕

本目録中における略号は次の通りである。 Fam. Calappidaeカラッパ科

（〉内は採集された水深を表す。 5. Parcyclois milneedwardsi MIERS ソデナシカラッ

D・ …ードレッジで採集したもの。 ノ、

G ...…－底刺網に掛かったもの。 1♀，長井i中（150～200m〕，Mar.8, 1986. G; 1合，葉山

T R…・エビ能，蟹鐙によって得られたもの。 南西沖（200～250m),Mar. 1990. G・〔NR〕

I…・…ー磯採集て、得たもの。 6. Mursia curtispina MIERS コツノキンセンモ ドキ
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13. Pugettia minor ORTMANNヒメ モガニ

1合，城ヶ島西沖（80～lOOm),Jun. 10, 1982. D 
14. Rochiniaρulchra (MIERS〕ハリツノガニ

1合，江ノ島南西沖（280～320m),May. 1989. TR 

15. Choniognathus reini〔BALSS〕クワガタツ ノガニ

1合，城ヶ島西沖（80～90m〕，Jun.10, 1982. D 

Fam. Atelecyclidaeクリカ’ニ科

16. Erimacrus isenbeckii (BRANDT）ケガニ

1合，葉山南西沖（80m),Mar. 17, 1984. G・〔NR〕

北日本では稀な種類ではないが，相模湾で確認され

たのは初めてである。葉山沖のヒラメ底刺し網によ っ

て雄1伺体が得られたが，漁業者の話しでは数個体は

採れているらしし、。相模湾は寒流の影響も受けている

ので，幼生が流れ込み，一時的に分布したものと推察

される。

域海査調

l ＇（），葉山南西沖（150～180m〕，Apr.4, 1988. G 

7. M. as1うeraALCOCKオオキンセンモドキ

1合，城ケ島南東沖（280～300m),May. 16, 1982. TR 

－〔NR〕

図1.

Fam. Leucoiidaeコブシガニ平ヰ

8. Merocryptus lambrifo抑制SA. MILNE EDWARDS 

ッパサコブシ

1♀，江ノ島南西沖（250～280m),Feb. 28, 1990. TR 

9. Rarilta major SAKAIオオコブシガニ

1♀，大磯南沖（230～250m〕，Nov.5, 1982. TR; 1合，

葉山南西沖（200～260m〕，Mar.1989. G・〔NRJ

Fam. Mjidaeクモガニ科

10. Platymaia alcocki RATHBUN ヒラアシクモガニ

1♀，葉山南西沖（200～250m),Apr.5,1987.G;1(1), 

葉山南西沖〔180～230m),Mar. 1989. G・〔NR〕

11. Cyrtomaia curviceros BouvIERオニオーストン Fam. Corystidaeヒゲガニ科

17. Gomeza bicronis GRAYタマヒゲガニ

1合，長井沖〔10～20m),May. 1982. G 

Fam. Portunidaeワタリガニヰヰ

18. Portunus argentatus〔WHITE〕ヒメ イボガザミ

1(1), 1♀，葉山南西沖（25～30m〕，May.27. 1988. G 

Fam. Xanthidaeオウギカ’ニ科

Demania scaberrima (WALKER）ウロ コオウギ

カ得ニ

1合，葉山南西沖（30～・35m),May. 25, 1989. G・〔NRJ

20. Medaeus serratus SAKAIノコハオウギガニ

1合，葉山南西沖（200～250m〕， Mar.9, 1988. TR 

21. Calocarcinus habei TAK EDAハベホンサンゴガニ

1合，城ケ島南沖（200～230m〕，Oct.14, 1984. TR・[N 

19. 

ガニ

1合，I♀，長井沖〔650～700m〕，May.16, 1982. TR; 1 

♀，城ヶ島南西沖（500～600m),Nov. 2, 1983. TR・〔N

R〕

基準産地は日本であるが，はっきりしたり場所はわ

かっていない。土佐湾（酒井， 1976）から知られてい

るが，相模湾ではsoom以上の深度から蟹篇によって

採集された。なお，筆者が得た個体の一部は先にGu-

!NOT et RICHER DE FORGES (1985〕によって紹介され

ている。

12. C. horrida RA TH BUN コウダカオーストンヵーニ

l ＇（），真鶴東沖（200～250m),Jul. 26, 1989. TR; 1♀， 

城ヶ島南西沖(180～200m〕，Mar.13,1990. TR・〔NR〕
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J〕

ミッドウ ェイ近海から得られ， 武田（1980）によっ

て新種記載された種類で，今回が日本新記録である。

城ケ島沖より雄1個体が採集された。

Fam. Goneplacidaeエンコウガニ平ヰ

22. Psopheticus hughi RATHBUN ウスベニエンコウ

ガニ

16，城ケ島南東沖（280～300m),Feb. 22, 1982. TR・

〔NR〕

23. Jntesius pilousas GUINOT & RICHER DE FORGES 

ヒメノコギリェンコウガニ

l合，l♀，城ヶ島南西沖（220～250m),Feb. 28, 1990. 

TR・〔NR〕

基準産地はニュ ーカレドニア東方海域で，日本では

三重県和具沖から底刺し網で採集されたものが最初の

記録である（酒井， 1982）。その後も同所から複数が

採集された（山下， 1986）。後に相模湾では本穫の鉛

脚のみが得られたが（渡部元氏私信）， 今回城ヶ島沖

で雌雄各l個体を採集した。 他の海域からの報告はま

だない。

Fam. Grapsidaeイワガニヰヰ

24. Grapsus slbolmeatus LAMARCK ミナミ イワガニ

1合，業山海岸（潮間帯），Nov. 22, 1987. I 

謝 辞
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図2. A. Hyρsoρhyrus murotoensis SAKAIムロトホモラ（合〉；城ケ島南沖（200～220m深）， Feb. 28.1990. 
甲長20.4IllIII，甲幅22.5IllIII, B. Cyrtomaia curviceros BouvIERオニオーストンガニ（♀）；城ケ島南西

沖（500～600m深）， Nov. 2, 1983. 甲長56.6IllIII，甲幅54.4皿， C. Calocarcinus habei TAKEDAハベホ

ンサンゴガニ（合）；城ケ島南沖（200～230m深）， Oct. 14. 1984. 甲長20.0illIII，甲幅22.3mm. D. Jntesius 

ρilousas GmNOT & RrcHER DE HoRGES ヒメノコギリエンコウガニ（合）； ：城ケ島南西沖（220～250m
深）， Feb. 28, 1990. 甲長34.3IlllD，甲幅40.5IllIII. 

c 

D 



神奈川自然誌資料（12):45～47, Mar. 1991 

横浜市野島周辺で得られたカニ類2稀種の記録

萩原清司

Kiyoshi HAGIW ARA: Record of Two Rare Crabs 

Found near Nojima, Yokohama 

はじめに きるとし、う情報などから，偶然糞塊中に潜った個体が

野島は，横浜市金沢区の東京湾岸に位置する周囲約 採集されたものと思われる。

2.5kmの島（町区〕 で， タ照橋と野島橋によって対岸と 2. チチュウカイミド リガニ Carcinusmediterraneus 

連絡している。野島の北東岸は金沢湾と呼ばれる小湾 1990年6月11日に野島南東の野島水路（図1,B）で

に面し，前浜型の砂質干潟を形成する。南西岸は，小 大潮干潮時に水深約50C皿の砂泥底より，たも網で採集

河川が流入する汽水域である平潟湾に面し，潟湖型の された（HSMcr-0102：表1,B：図2,B〕。本個体は

砂泥質干潟を形成する（図l〕。 甲長11.smm，甲幅15.ommの雌の幼ガニであった。続い

野島を含む金沢区周辺の干潟に生息するカニ類につ

いては，村岡（1974）によ り26種が報告されているが，

その後周辺水域の埋め立ての進行や，水質環境の変化

により，生息種数は減少の傾向にあると考えられる。

そう した状況の中， 全国的にも過去の採集例が少なく

稀な穫と考えられるカ ニ類2種が当水域より得られた

のでこ こに報告する。

カニ類2穫の記録

1. Acmaeopleura toriumii 

1990年7月9日に野島北東岸の砂質干潟（図l,A) 

で1個体を採集した（葉山しおさい博物館資料HSM

cr-0103：表l,A〕。甲長5.6mm，甲幅6.2mmの雌で，抱

卵個体であった。生時の体色は階灰色で，甲の後縁と

脚に白色斑紋が存在した 〔図2,A〕。本種は，宮城県

女川湾において得られた個体をもとに TAKEDA (197 4〕

が新種と して記載したイワガニ科のカニで， 日本産で

同属の近縁種と してはヒ メアカイソガニ A.panula, 

ヒメアカイソモドキ A dejうγessa，オオヒメアカイソ

ガニ A.balssiがある。採集例としては模式産地のほ

か，佐渡島の2車場での記録のみで，今回が本種につい

て3地点目の記録となる（武田，私信〉。本個体は大

潮干潮時に二F出する場所でタマシキゴカイの糞塊中よ
り採集された。タマシキコカイとの関連については不

明であり，過去にもタマシキゴカイとの関連を裏付け

るようなま目見がないこと， すばやく砂中に潜る事がで

金沢湾

亙 品

o・ 主旦旦I.!!..".旦 出U豆i探集地点・チチュウカイミドリガニ係集地点

東

京

湾

注｝図中のA・8・Cは韮及び写真中の記号に対応する

図1. 採集 地 点
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図2.採集個体.Aa: Acmaeoρleura toriumii背面， Ab:Acmaeop!eura toriumii腹面， Ba：チチュウカ
イミドリガニB個体背面， Cb：チチュウ カイミドリガニB個体腹面， Ca．チチュウカイミド リガニC

個体背面， Cb：チチュウカイミドリガニC個体腹面．
注〉記号A,B, Cは図l，表1に対応する．
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表 1. 採集個体の計測値

Ac ma e op I e u r a tori um i の計測値

図中記号 標本番号 採集年月日 性別 甲長（凹） 甲幅（四） 備考

A H SM-c r -010 3 1990年 7月 9日 雌 5. 6 6. 2 砂質干潟で採集
抱卵個体

チチュウカイミドリガニの計測値

図中記号 標本番号 採集年月日 性別

B HS M-c r -010 2 1990年 6月11日 雌

c HSM-cr-0104 1990年10月 5日 雌

て1990年10月5日，野島東岸〔図l,C）の水深約70C皿

の砂底から投網によって採集された（HSMer 0104 : 

表1,c；図2,c〕。本個体は甲長30.5tnm，甲幅38.7阻
の雌であった。

本種は，地中海を原産とするワタリガニ科のカニで

1984年東京湾横浜沖の水深5～lOmから採集されたも

のが園内における最初の記録である（酒井， 1986）。

1985年 7月（池田， 1989〕の後は記録が途絶えており， 5

年ぶりの採集記録となった。 しかし，地元漁業者から

の聞き込みによれば本種はカニ篇漁によってしばしば

捕獲されるとのことで，横浜市沿岸域には実際はかな

りの数が生息していることが推測される。
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神奈川自然誌資料〔：！.2〕：49～55,Mar. 1991 

江の島の海岸の水質環境

植田育男・萩原清司

lkuo UEDA and Kiyoshi HAGIWARA: On the Surface Water Conditions 

around the Seashore of Enoshima Island, Sagami Bay 

はじめに

著者らは，過去3年間に渡って， 相模湾奥部の江の

島において海岸動物の調査を行ってきた〈樋田・萩原，

1988, 1989, 1990a, 1990b）。これらの調査によって

江の島が周囲約4回の島にもかかわらず，場所によっ

て出現する海岸動物の種類が異なる実態が明らかとな

った。とりわけ江の島北西側に流出する境川の河川水

が，周辺の動物の分布に与える影響の大きいことが予

想された（植田 ・萩原， 1988,1990a）。しかし，これ

らの報告では江の島の海岸において，河川水の流出を

証拠づける水質に関する情報はまったく得られずに終

わった。

今調査では，江の島の海岸及び境川河口に14箇所の

調査地点を設定し， 表層の水質測定を実施した。さら

に河川水の流出の程度に差異が予想される境川河口か

ら北西岸を経て南岸に至る 4地点、で経時的な水質変化

について調査した。 これらの調査結果を報告し 江の

島の海岸における水質環境について考察する。

調査地点と方法

調査地点は，前年のフジツボ相の調査地点を踏襲し

て，江の島南岸4地点（St.a～d〕，北西岸 6地点（St.

e～h, h', i），北東岸3地点（St.i, I, m）および江の

島北西に位置する境川河口（以下河口〉の合計14地点

を選定した。フジツボ相調査時の St.kは北東岸のヨ

ットハーパー内の地点で， 今回は調査されなかった

（図 1）。

地点聞は徒歩で移動した。また，それぞれの調査地

点では一連の測定を行うのに10～15分間を要した。こ

のため同一調査日の全調査には3～4時閣を必要とす

るので，各調査地点では潮位には相違があるものと思

われた。そこで，潮位変化に伴う水質変化の状況を調

査するため， 全14地点のなかで4地点（St.d, e, h', 

河口〉について，14時間に渡る繰り 返し測定を行っ

た。この調査では，1地点につき9回測定を行い，計

36回の観測結果を得た。調査日と調査項目を表1に，

測定方法と使用機材を表2に示した。

結果

江の島の水質環境

水質に関する測定結果を図2-1～4に示した。

水温については，季節的に温度差があるものの， 4,

7 • 9月の 3回の測定ではSt.aから河口に近づくにつ

れて， 徐々に値が高くなる傾向が認められた。 11月に

はそれとは逆に，河口に近づくにつれて徐々に値が低

くなっていた（図2-1）。同一調査日におけLる最高値と

最低値の差は4月が3.6。Cと最も大きく，次いで11月，

7月， 9月の順であった（表3）。

水素イオン濃度（以下PH）は，4回の測定中いずれ

も河口で最低値を記録した。 St.aから河口に至る聞

にみられる pHの変化は，水温と同様な一様の変化で

はなく， 不規則に値が上下する変化を示した〔図22〕。

同一調査日の最高値と最低値の差は4月10日が最も大

きくQ.92で，次いで11月，7月，9月の順であった

。」ムL」jSkrn

図1. 調査地点
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調査日，調査地点数，および調査項目ネ表 1.

14時間調査

6月22日

4 

査

調 11月24日

14 

調

9月22日

13 

岸海島

7月20日

14 

のi工

4月10日

10 

日査

0
0
0
 
0

0

0
0
 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

0

0

0

 
0
0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
0
0
0
 

調査地点数

調査項目

天 気

波高

気温

湿度

水温

pH 

DO 

塩分濃度

COD 

キ O印の付した項目を調査した。14時間調査の天気，波高，気温は結果か
ら割愛した。

測 定 方法と使用機 材表2.

材

湿

水

機

目視

目視 ”なし”～”高＼，，＇’まで 6段階で表現

チノ 製デジタノレ混湿度計 HK-K型

一般型センサ HN-Ll8型

向上

佐藤計量器製作所製デジタノレ温度計 DELTASK 1250MC型

サーミスタセンサ MCTl02 （耐圧水温測定用センサ〉

東亜電波工業製 ポータフノレpH計 HM-llP型

pH感応ガラス膜方式電極 GST2419C型

東亜電波工業製 ポータフソレDO計 DO-llP型

ガノレノごニ電池式隔膜電極法電極 OE-2102型

AT AGO社製海水濃度屈折計サリニティ町Mill型

共立理化学研究所製パックテス ト化学的酸素要求量

アノレカリ性過マンガン酸カリウム法検定グノレコース標準液

び及法方定げ川A
T
叶
川

υ

気

高

温

度

温

塩分濃度

COD 

調査項目

pH 

DO 

天

波

気

3）。

塩分濃度は一般に海水と淡水の混在状態を直接示す

指標であるO 調査地点の塩分濃度は明らかに河口で値

が低かった（図2-4）。 St.aから河口までの変化に着目

すると， St.a～dで‘は30施。以上の高い値を示していた

が，St.巴～g付近では急激に低下していた。ところが

St. h～h＇ではいったん上 昇し， St.i～河口で低下す

るとし、う不連続の変化が見られた。塩分濃度の測定値

〔表3〕。

溶存酸素量〔以下DO〕は，St.a～cと St.i, I, m 

付近で高い値を示し，11月を除く 3回の測定jではい

ずれも河口で最低値を記録した 〔図2-3〕。河口に至

るまでの DOの変化の様子は pHと同様に不規則で，

隣接した地点問でも値の上昇や下降が定まらず乱高下

していた。同一調査日内の測定で， 最高値と最低値の

差が最も大きかったのは4月の3.19mg/1だった 〔表
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1 9 9 0年4月10日 1990年7月20日

地点名 時刻 天候 波 気温（。'C) 湿度 （%） 地点名 時刻 天候 波 気温（℃） 湿度（%）

a 9:50 晴 やや高ウ舟 15.1 65.0 a 7:20 くもり やや高 27.0 63.9 
b 10:15 晴 やや高ウ 16.0 62.5 b 7:37 くもり やや高 27.4 62. 7 
c 10:35 晴 やや高ウ 16. 7 54. 0 c 7:52 くもり 中 27.5 62.4 
d 12:57 晴 やや高ウ 19.2 62.1 d 8:35 くもり やや高 28. l 62.4 
e 12:40 晴 中 18.8 61.2 e 8:51 くもり 低 26.9 64.2 
f 12:30 晴 やや低 19.2 57.1 9:04 くもり 低 27.4 63. 7 
g 12:14 晴 やや低 I 8』 49. 7 g 9 16 くもり 低 21.1 61.』
h II 12 晴 中 11. 2 55.1 h 9:21 くもり 低 216 61.4 
h’ h' 9:36 くもり やや低 28.0 60. 7 
i 11:34 晴 中 11.6 59.8 9:48 くもり 中 28.0 61.0 
河口 11:50 晴 中 20.5 59.1 河口 10:01 くもり 低 28.1 62.1 
J j 10:12 くもり やや低 28.0 65.1 

10:36 くもり 低 21.8 61.0 
町1 π】 10:55 くもり 低 21.5 62.1 

水温（℃） pH DO （昭／I) 塩分濃度 （幻 水温（℃） pH DO （昭／I) 塩分濃度（%；，）

平均 17.1 1.89 5. 70 29.3 平均 25.9 8.02 3.14 21.1 
最高 20. 2 8.19 7.84 35.0 最高 27.3 8. 23 3. 71 31.0 
最低 16.6 1.27 4.65 6.0 最低 24.6 7.49 2.31 9.0 
最高最低差 3. 6 0.92 3.19 29.0 最高最低差 2.1 0.14 l.46 22.0 

1 9 9 0年9月22日 1 9 9 0年11月24日

地点名 時 刻 天候 波 気温（℃〉 湿度（%） COD (mg /I) 地点名 時刻 天候 波 気温（℃） 湿度（%） COD （噌／I)

a 11:51 晴 やや高 26. 5 l～2 a 13:20 晴 中 13.4 53. 0 。
b 12:10 晴 やや高 26. 2 。 b 13:45 晴 やや高 14.4 54. 2 。
c 12:30 哨 やや高 25. 5 1～2 c 13:5』 晴 中 14.3 52.5 。
d 13:22 晴 やや高 25. 5 。 d 14:38 晴 中 13.6 56.8 。
e 13:40 晴 低 26. 0 。 e 14:52 晴 やや低 14.8 51.6 。

13:56 晴 中 25.4 。 15:01 晴 低 14.5 55.6 。～1
g 14:11 晴 低 24.6 。～1 g 15:17 晴 やや低 13.3 56.3 0～1 
h 14:30 晴 やや低 26.4 。 h 15:31 靖 中 13.5 60.5 。
h’ h’ 15:47 晴 中 12.5 59.6 。
I 14:45 晴 中 26. 4 。 i 15:57 晴 中 12.9 51.8 。～1
河口 15:13 晴 中 25. 7 7 河口 16:10 晴 やや低 13.1 51.6 。

15:31 晴 やや高 25. 4 。～1 j 16:22 晴 やや低 12.9 51.6 。
15:42 暗 低 25. 4 0～1 16:36 晴 低 13.0 56.0 。

灯1 15:51 晴 中 25. 4 。～1 π1 16:48 晴 低 13.6 54.8 。

水温（℃〕 pH DO（昭／I) 塩分濃度（泌） 水温（℃〕 pH DO （昭／I) 極分濃度（お）

平均 24.5 8.05 4.58 27.9 平均 18. 2 8. II 3.84 29.1 
五査高 269 8. 20 5.41 34.0 最高 19. 2 8.38 4.64 36.0 
最低 24. 9 7. 56 1』4 6.0 最低 16.3 7.53 3.43 10.0 
最高最低差 2.0 0.64 1.51 28.0 最高愚低差 2.9 0. 75 1.21 26.0 

に刀
ト－ 表3. 江の島の海岸の調査結果および水質測定結果の統計値

ホ波の項のミウミはうねりのあることを示す。
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表4.14時間調査水質測定結果の統計値

水温（℃） pH DO (mg/I) 塩分濃度（%。

河 河 河 河
st. 口 h’ e d 口 h’ e d 口 h’ e d 口 h’ e d 

平均 25. 2 24. 8 23. 9 22. 2 1. 80 8.10 8.19 8.11 5. 33 5. 38 6. 03 6. 09 11. 8 24. 2 30. 2 32.1 
最高 21. 2 26. 5 25. 3 21. 9 8. 16 8. 20 8. 26 8. 22 1. 44 1. 25 8. 02 1. 56 29. 0 30. 0 32. 0 33. 0 
最低 23. 6 23. 4 23. 2 21. 9 1. 56 1. 81 8.13 8. 11 3. 84 3. 49 4. 10 4. 22 0. 5 18. 0 28. 0 30. 0 
最高最低差 3. 6 3. 1 2. 1 1.1 0. 60 0. 33 0. 13 0. 11 3. 60 3. 16 3. 92 3. 34 28. 3 12. 0 4. 0 3. 0 

平均値有意検定結果 （2試料t検定）

s t. 河口 h’ e d s t. 河口 h’ e d 

河口 1. 016 2. 519 6. 047事件 河口 0. 011 1. 041 1. 223 
水

h’ 2. 236* 1. 833 6. 988* ＊本 h’ 3. 3』8** 0. 963 1.129 DO 

e 1. 4 26毒事事温 e 5. 398本字率4. 043＊＊本 0. 098 

d 4. 520事事事 1608 * * 0. 648 d 5. m*** 5. 525幸村 3. 111 

pH 塩分濃度

有意検定結果の星印は，＊：5%，料：1%，料水： o.1%確率水準で有君、差のあることを示す。

の変化をみると，St.eから河口までの江の島北西岸と の順となり，南岸のSt.dでは最も小さかった（表4〕。

その周辺では，海水と河川水が複雑に混り合っている DOは先の 3項目と変化の様子が異なり，潮位変化

様子が伺え，この海岸での海水と境JI！の河川水の混在 に則したDO値の変化は河口でわずかに見られるにす

状況は，単純に河口からの距離に対応しているもので ぎなかった（図43）。

はないことがわかった。 各調査地点ごとに測定値の平均値を求め，2地点間

有機汚濁の指標となる化学的酸素要求量（以下co のすべての組み合わせで平均値の有意検定を行った。

D）については，簡便なパックテスト（表2）によ る 検定には2試料検定法（キャンベノレ， 1976〕を用いた。

測定法のため，精度上O.lmg/I単位レベノレの正確な誤lj その結果， 水温，pH，塩分濃度の 3項目では， い

定を行う ことは今調査ではできなかった。しかし，測 くつかの 2地点間に有意差が認められた（表4）。 と

定の結果 9月に河口で明らかに高い COD値が観測さ りわけ塩分濃度においては，4地点すべての組み合わ

れた（表3）。 せで有意差が認められた。

n時間調査

調査目前後の潮位変化を図3に示した。 考 察

調査日にあたる 6月22日は大潮で，調査は41時55分 今調査では境川の内水域までは調査を行っていな

から開始し，18時55分に終了した。この間の潮の動き し、。 横浜市公害対策局（1989）による1987年夏期から

は，下げ潮から最干潮を経て上げ潮の後，最満潮から 1988年冬期にかけて の調査では，境川本流の 3地点

再び下げ潮が始まるまでの，ほぼ干満1周期の間にあ （目黒橋，高鎌橋，新屋敷橋地点）で＇BOD値はlOmg/I

たるo この閣の潮位差は158Cmだった。 を超えているo この報告で、は境川が都市生活系汚濁負

各調査項目の測定結果を区14-1～4に示した。このう 荷の影響を受けて， 有機汚濁の進んだ状態にあること

ち水温， pH，塩分濃度の 3項目では，潮位の変化に を指摘している。境川は江の島北西側の海域に流出し

従って測定値も変化する様子が伺えた。 ており，相模湾一帯で実施された水質調査でも江の島

水温は，干潮時に高く ，dfiiiliJJU寺に｛尽くなる傾向が認 西の調査地点に限って，海域で定められた環境基準値

められた（区14-1）。pHと塩分波度は干潮時に低く， の2mg/Iをはるかに上回る 7.7mg/l が記録されてい

満潮時に高くなる傾向が見られた 〈図42, 4-4〕。こ る（神奈川県環境部水質保全課， 1990〕。 この報告で

れらの 3項目は，いずれも最高値と最低値との差，す も境川河川水の海域への影響が示唆されている。今調

なわち変化の幅が河口で最も大きく，次いで St.h', e 査でも塩分濃度の測定値からは，境川河川水が江の島
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北西岸付近に流出する実状が明らかとなった。 測定方 謝する次第である。

法の精度上の問題で調査地点聞のわずかな違いまでは

観測できなかったものの COD値については河口付近

で高い値を得た。これらの結果から，境川｜の有機汚濁

河川水が江の島北西岸に流出し，付近の水質環境に影

響を及ぼしていると考えられよう。

今回の水質調査結果を総括してみると，江の島の海

岸では河川水の流出量，潮位や潮流，あるいは波当り

の違い等の条件によって複雑に河川水と海水の混在の

度合が変化し， 調査地点ごとに多様な測定結果を得

た。これは江の島の海岸一帯における水質環境の複雑

さを示唆するものであろう。また，そのなかでもとり

わけ北西岸周辺での水質測定値の変化の激しさが目立

つ結果だったことを指摘しておきたし、。
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神奈川自然誌資料（12): 57～60, Mar. 1991 

神奈川県におけるサツキの分布状況

勝山輝男・高橋秀男

Teruo KATSUYAMA & Hideo TAKAHASI: A Distribution 

of Rhododendron indicum (Ericaceae) in Kanagawa Prefecture 

はじめに

サツキ Rhododendronindicum Sweetは庭園など

に広く植栽されるが，本来の生育環境は平常は川の流

れの影響を受けず，増水時には冠水するような渓谷岩

上である。神奈川県を分布の東限として，東海， 中

部，近畿， 中国（山口県〉， 九州の一部に分布し， 四

国と九州の一部では近縁のキシツツジに置き換わって

いる。

神奈川県のサツキの分布については，神奈川県植物

目録（1933）や神奈川県植物誌（1958）に 「箱根・ 半

原 ・津久井」，林ら（1961）に 「丹沢山北部」とある。

しかし，神奈川県植物誌1988の調査では，中津川渓谷

以外からは自生のものといえる標本が採集されていな

かった。しかし中津川渓谷の産地はダム建設で失われ

てしまう。そこで，津久井方面のサツキの分布を確認

するために，道志川渓谷，秋山川渓谷，相模川本流の

調査を行った。その結果， 道志川渓谷で多数のサツキ

の生育を確認し，相模川本流でもーヶ所の生育が確認

できた。今回確認された生育地は，サツキ本来の生育

環境と一致すること，現地の状況などから判断して植

栽からの逸出ではなく，自生のものと考えてよいと思

われる。これらを含む神奈川県内のサツキの分布状況

について報告する。

中津川渓谷におけるサツキ

神奈川県植物目録（1933〕に「半原」とあるように，

中津川渓谷のサツキの分布は以前からよく知られてい

たようである。中川（1982）は中津川渓谷におけるサツ

キの分布状況を詳細に調査し，石小屋の上流から落合

までの2～3kmの間だけで約1500個体を確認している。

中津川渓谷のサツキは，一日のうちの何時間かは陽

光があたるような岩壁の，平常水位の50CID位上から3

mまで，所によっては5m位の高さまでの岩の割れ目

に固着している。これは増水時には水に洗われ，平常

時には強く乾燥するような環境で，ネコヤナギ，ヒメ

ウツギ，ホソパコ ンギク，イワギボウ、ン，ウラハグサ，

ヤシャゼンマイ，ケイリュウタチツボスミレなどが混

生している。

中津川の落合より上流では渓谷の規模が小さく，岩

壁は上部の樹木に被われて階くなりすぎ，石小屋の下

流では川幅が広くなりすぎてサツキが生育できなし、。

1990年より，中津川渓谷では石小屋付近でのダム本

体工事が本格化し，石小屋橋から上流の河床は工事用

の道路として舗装され，仮I］壁は金網やコ ンク リートで

被われてしまった。筆者らの調査では石小屋橋の下流

でサツキの生育は確認できなかったので，中津川渓谷

のサツキは絶滅したものと考えられる。

道志川におけるサツキ

神奈川県植物目録 (1933）や神奈川県植物誌（1958)

には 「津久井」とあり，筆者の一人高橋（1982〕が飽

子付近で確認しているので，道志川｜にサツキが分布し

ていることは予想されていたが，神奈川県植物誌1988

の調査では標本が採集されていなかった。神奈川県植

物誌1988の分布図のメッシュ清Jll2，愛川l，津久井5

の分布点はいすーれも中津川渓谷のものであるo

今回，道志川渓谷を青山貯水池付近から両国橋まで

調査したところ，飽子，青野原，亀見橋，道志第2発

電所，夫婦園の上下流などに点々と生育を確認するこ

とができた（図ー1）。 奥相模湖から上流， 両国橋まで

の間には見られなかった。中津川渓谷ほど個体数は多

くないが， 8～9kmにわたる広範闘に分布している。も

っとも個体数が多く確認できたのは夫婦園の上流500

m位の所で左右の岩壁に100個体以上が生育していた。

道志川には以前の中津川渓谷のように水が両岸いっ

ぱいに流れているような所はなし、。したがってJI!が直
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線状に流れているような所では岸に土砂が堆積し，サ

アキは生育していなし、。渓流が屈曲する所では水が片

側の岩盤を洗うように流れ，壁の高さも十分にあって

樹木の陰が壁を被うこともなし、。このような所にサツ

キが固着している（図ー2，図－3，図－4）。中津川渓谷と

同様に平常水位のsoc皿位上から 3rn位の高さまでにつ

いていることが多し、。ヤシャゼンマイ，イワギボウ‘ン，

ホソパコンギク，ウラハグサ，ネコヤナギなど中津川

渓谷と同じような種類が混生しているが，ダイモンジ

ソウ， イワギボウシ，ヤシャゼンマイの数が多く，や

や湿った環境のようである。

道宏、Jll本流の山梨県仮!Jにも分布の可能性はあるが，
かん

神の川は川幅が広くサツキが生育している可能性は低

し、。

相模川本流におけるサツキ

相模川の本流では津久井湖の湖底に沈んだ部分にサ

ツキが分布していたことが伝えられている。しかし

この標本は確認されていない。

現在は相模湖と津久井湖により神奈川県内の相模川

本流は大部分が水底に沈み，流れのある渓谷が残され

ているのは，相模ダム下流の 1～2同位の範囲と城山

ダム直下から小倉橋の間だけである。ここでは相模ダ

ム下流の弁天橋付近に約10個体ほどが生育しているこ

とを確認した。城山ダムの下流にはサツキは生育して

いない。

相模湖の上流で分かれる秩山川については馬本， 吉

原あたりの渓谷に分布の可能性があると思われた。し

かし 川幅が狭く両岸の岩壁は上部の樹木に被われて

暗く，サツキの生育は確認できなかった。
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酒匂川，早川での分布の可能性

道志川渓谷や中津川渓谷の状況から，神奈川県でサ

ツキが生育できる渓谷の条件を整理してみると，①両

岸の岩壁が高く， 上部の樹木が岩を被うことがなく，

一日のうちの何時間かは陽光があたること。 ②岩壁の

下は水に洗われ，増水時には水をかぶるが土砂の影響

はあまり受けないことである。 ＼ト

道士、Jllにおけるサツキの分布状況図 1

酒匂川水系の中川や玄倉川も渓谷を作っているが，

増水時には大量の土砂が流れ，平常時には水量が少な

くサツキは分布していなし、。酒匂川本流の山北から谷

峨の間あたりの渓谷には分布の可能性があるが，いま

のところ見つかっていない。

神奈川県摘物目録〔1933）や神奈川県植物誌（1958)
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図2. 道志Jllの渓谷（夫婦園の上流500m付近〉 図3 サツキが固着している岩壁の状況 （道志川

渓谷夫婦園の下流〉

図4. サツキの自生状況（道志川渓谷夫婦園の上流〕

に「箱根」の分布が記載されている。箱根でサツキが キの生育は確認できなかった。道志川や中津川に比べ

分布しているとすれば，塔の沢から宮城野橋までの間 て渓谷の規模が小さく，両岸の岩壁は樹木の陰になっ

の早川渓谷である。 ここは渓谷沿いに踏査したがサツ ていて，分布の可能性は低いように思われる。
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図5.神奈川県におけるサツキの分布

神奈川県植物誌1988のメッシュ箱根5の分布点は塔

の沢で採集されたものであるが，これは植栽したもの

と思われる。東京大学の標本の中に「相模箱恨堂ケ

島，楼井半三郎，明治17年 6月」と書かれた標本があ

るが，これも自生のものか槌栽されたものか判断でき

ない。箱根の植物に詳しい， 松浦（1958）もサツキの項

には植栽と書いている。 Franchet巴tSavatier (1974〕

のR.indicumの分布地の一つに inmontibus Hako-

neとあるので，あるいはこれが神奈川県縞物目録

(1933）の「箱根」の出典かもしれない。

おわリに

箱根や酒匂川にもサツキが分布している可能性は否

定できないが，これまでの調査では見いだされていな

い。最大の産地であった中津川渓谷が失われてしまっ

た現在，道志川と相模川のサツキは東限の分布地と し

てきわめて貴重なものである。サツキの自生地は中流

域の規模の大きい渓谷であるが，このような所は神奈

川県では絶好のダム建設地として失われやすい。道志

川渓谷にはまだかなりの個体数が残っており， 6月の

花期には岩壁いっぱL、に紅色の花を咲かせ，まさに桃

源郷のようである。 道志川の清流とともに，子孫に残

すべき貴重な遺産と してサツキの自生地を保存すべき

である。

中津川渓谷の調査にあたっては県立宮ヶ瀬ビジター

60 

センターの堀江澄男，森美文両氏に，道志川の調査では

長谷川義人氏に大変お世話になった。林業試験場の中

川重年，千葉県立中央博物館の大場達之両氏からは多

くの情報や助言をいただL、た。厚く御礼申し上げる。

また，快く標本の閲覧を許してくださった東京大学付

属小石川植物園の方々にも感謝する。
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平塚市周辺地域におけるイヌムギと

ヤクナガイヌムギの分布状況

浜口哲一・佐藤恭子

Tetuichi HAMAGUCHI & Kyoko SATO: Distribution of Two Species of Brome grass 

(Bromus unioloides & B. carinatus) in Hiratuka City and its Adjacent Area 

はじめに 花はすきまなく重なり合う。護穎の先端には長さ l～

神奈川県にはスズメノチャヒキ属Bromusに属する 3 mmのでがあり，内穎は護穎の約2分の 1の長さであ

イネ科植物が12種記録されており（森， 1988），そのう る。日本に入っているものはすべて閉鎖花をつけ，菊

ちキツネガヤとスズメノチャヒキを除く10種は帰化種 の長さは約0.5mmで花時にも外からは見えなし、。開花

である。中でもイヌムギ（Bromusunioloides：学名は 期は5月から8月である。ヤグナガイヌムギは，北米

長田， 1989による〉は路傍や土堤に大群落を作る優勢 西部原産で日本に入ったのは近年のことと考えられ

な帰化植物のーっとしてよく知られている。ところが る。小穂は開花時に小花の間がすいていて小軸が見え

近年このイヌムギに混ざって，蔚の長い特徴を持った る。護穎の先端には長さ 4～IOmmのtさがあり，内穎は

別の帰化種があることが気づかれ，森〔1988〕はこれ 護穎よりもやや短い。箔は長さ4～5mmで開花時には

に学名不詳のままヤクナガイヌムギの和名を与えて報 小花の外に垂れ下がる。小穂の先端部には苅の短い閉

告した。その後，長田（1989）はヤクナガイヌムギに 鎖花もつく。開花期はイヌムギよりもやや早く 4～6

B. carinatusの学名を与えた。 月である。両種の典型的な花の形態を図1に示した。

著者らは，平塚市，伊勢原市，清川村などで植物観 なお， 葉鞘の毛，葉舌，各穎の脈数などにもそれぞ

察を行う中で，ヤクナガイヌムギが増えてきているこ

とに気づき，現時点における両種の分布状況を明らか

にしようと考えた。近縁な関係にある在来種と帰化種

または複数の帰化種がある場合に，しばしばそれらの

種聞に環境選好のちがL、や競争に由来するすみわけ，

置き換わりなどの現象が見られ，生態的に興味深い観

察テーマとなる。イヌムギ類についても，そうした観

点での継続的調査の出発点として，現状の把握が重要

と思われたからである。

イヌムギとヤクナガイヌムギ

イヌムギ （Bromusunioloides）とヤクナガイヌムギ

(Bromus carinatus〕はスズメノチャヒキ属の中で，

小穂が著しく偏平で，各穎が竜骨によって二つ折りに

なっていることで他種から容易に見分けられる。

長田（1989〕によると，両種の主な特徴は下記の通

りである。イヌムギは南米原産の多年草で明治初年に

日本に渡来した。小穂は長さ 2～2.5cmで花時にも小

図1. 花の形態（佐藤原図〉

A：イヌムギ小穂， B：イヌムギ小花（内穎を開いたと

ころ）.c：ヤクナガイヌムギ小穂， D：ヤクナガイヌ
ムギ小花

61 



N 

40 

20ト山岨

I I I I I I I I I I I I I I AL 
0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0 3.5 4.0 4.5 5.0 5.5 6.0 6.5 7.0 

図2.約の長さの変異

N：個体数 AL：蔚長（mm)

れ特徴があるというが，その違いは微妙で， 実際の標

本にあたると確実な区別点とは言えないように思われ

る。多年草か越年草かについても，文献によって記載

はまちまちである。 Hitchcock,C. L. et al (1969〕，

Hitchcock, A. S.〔1971）を参照すると，両種とも変

異の幅が広いようで，現在のところ，約の長さを区別

点として両種を認識するのがもっとも確実と思われ

る。

調査の地域と方法

調査は1990年5月から 6月にかけての両種の開花期

に行い，清川村 ・厚木市・伊勢原市・平塚市の合計300

地点でサンプノレを採集した（図4）。 イヌムギ類が少

なくとも10株以上見られる地点を選び，任意の10株か

ら1株について 1つの 小穏をサンフ。ノレとして採集し

た。各地点の状況について，環境（舗装道路路傍・未

舗装道路路傍 ・土堤 ・空地・ グラウンド ・公園 ・社寺

．回・畑・堆肥 ・休耕地・川の土手 ・川原 ・林縁 ・そ

の他〉及び群落中のイヌムギ類の量（大部分を占める

・他の植物より多い ・少なしうを記録した。

サンプノレは室内てソレーベと実体顕微鏡で観察し，蔚

の長さによってイ ヌムギかヤクナガイヌムギかを判断

し，各地点での両種の割合を記録した。また，小花の

形態の詳細は比較のため，100個体のサンフ。ノレについ

てノギスおよびマイクロメーターを用いて，約 ・護穎

・内穎 ・芭の長さを計測した。
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図3. 内穎ときの長さの変異

P/L：護穎に対する内穎の長さの割合（%〕， A/L：護

穎に対する古の長さの割合（%〕

調査の 結果

I. 小花の形態について

サンフ。ノレと して採集された 小花の観察を行ううち

に，約の長さには中間的なものもあることが明らかに

なってきた。そこで，サンフ。ノレの中から 100個体を選

び， 約長について計測を行って変異の程度を検討し

た。その結果は図2に示した通りで， 0.5mm～I.omm及

び4.0mm～4.5阻 に山があるこ山型の分布となってお

り，一応2つのタイプに分けることができる結果が得

られた。現在の段階では前者をイヌムギに，後者をヤ

グナガイヌムギにあてておくのが妥当であろう。便宜

的には3mm以上の菊を持つものをヤクナガイヌムギ，

2 mm以下をイヌムギと整理した。これは当初，厳密な

計測を行わすYこ両種を同定した判断と概ね一致すると

考えてよいと思われる。なお，その中間的なものにつ

いては判断を保留した。

また両種の区別点として，内穎長と， tの長さも指
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図4. イヌムギとヤクナガイヌムギの分布

摘される。 そこで約の長さで両種を区別した上で， 談

穎に対する内穎と琶の長さの割合を示した〔図3〕。

これによるとヤクナガイヌ ムギの方が内穎， fさとも長

い傾向がはっきりと認められる。しかし重なりもある

のでこれらの特徴だけで両種を区別することは難し

し、。

2. 分布状況について

図4にイヌ ムギとヤクナガイヌムギの分布状況を，

イヌムギのみの地点，両種が混生していた地点，ヤタ

ナガイヌムギのみの地点，約の長さが3IIllil～2 IIllilの中

間的な個体とイヌ ムギの混生していた地点の 4つに分

けて示した。図に示した 300の全調査地点のうち，イ

ヌムギのみの地点は186で62%をしめ，ヤクナガイヌ

ムギのみの地点はわずかに1地点であった。すなわ

ノ
／
 
l
k
 

ち， 全体と してはイヌムギが優勢だが，約3分の lの

地点で両種が混生する状況が生まれていることにな

る。両種の分布には明らかな地域的な偏りはなく，例

えばタンポポ類に見られるような市街地と郊外による

すみわけは見られなかった。

生育地の環境による両種の出現状況を，10ヶ所以上

の調査が行われた環境について図5に示した。これに

よると，ヤクナガイヌムギの出現頻度が高い環境とし

ては，休耕地 ・畑・土堤 ・川の土手があげられ，傾向

としてはヤクナガイヌムギの方がやや富栄養的な環境

を好んでいるように見られる。しかし，そうした環境

でも常にイヌムギと混生する状況が見られており，ヤ

クナガイヌムギがイヌムギを圧倒しているような環境

はなかった。

f
i
l
／
 

考 察

今回調査を行った地域では，全調査地点の約3分の

lの地点でヤクナガイヌムギが記録されており，ヤク

ナガイヌムギは一般に考えられている以上に分布が広

がっていることが明らかになった。

両種の分布における地域的あるいは環境的なすみわ

けは，ヤクナガイヌムギがやや富栄養的な環境に多い

ものの，明瞭な傾向は見られなかった。ヤクナガイヌ

ムギが見られたほぼ全地点はイヌムギと混生してお

り， 両種の生態的要求はかなり類似していると考えら

れる。とすれば，両種の聞には競争関係があることが

推定され，新来のヤクナガイヌムギが広がってきてい

る状況から判断すれば，今後イヌムギに置換して優勢

になってし、く可能性が十分予想される。これからの傾

向に注目していきたい。

また，こうした分布状況からは，まったく別の仮説

を考えることもできる。それは真に両種が別種である

かどうかということに関連している。両種の特徴は一

応納得できるものではあるが，小穂の形態などはかな

り中間的なものもあり， 約長以外は絶対的な決め手が

ない。イヌムギの記載には日本に帰化しているものは

閉鎖花のみをつけるとあり（長田，1989), 原産地で

は約の発達する系統があるようにも受け取れる。そう

すると，イヌムギの中から， 約の発達する系統が生ま

れ，その系統が増えていると言う解釈が可能であるか

もしれなし、。各地で平行してそうした系統が生まれて

いると考えると，広範な地域で両タイプが混生してい

ることも解釈しやすい。逆に我々がイヌムギと判断し

ている約の短い個体にもヤグナガイヌムギの閉鎖花し
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図5. 環境によるイヌムギとヤクナガイヌムギの勢力比

かっけない系統が混じっている可能性もある。南米に 川県植物誌調査会．

おけるイヌムギ類についての資料がないので，これ以 長田武正， 1989. 日本イネ科植物図譜．平凡社，東京．

上の考察は進めにくいが，両種の関係については，こ HITCHCOCK, c. L. et al, 1969目 Vascularplants of 

うした可能性も含めてさらに十分な検討が必要と思わ the Pacific North West, Part 1. The Uni-

れる。 versity of Washington Press. 

いずれにしても，現時点での結論は，菊の長いヤク HITCHoocK, A. S. 1971. Manual of the grasses of 

ナガイヌムギにあたると思われる系統の個体群が，約 the United States, second edition, vol. I. 

の短いイヌムギにあたると考えられる個体群に浸透し Dover Publications, New York. 

ながら，徐々に勢力を広げていると言 うことである。

文 献

森茂弥， 1988. イネ科．神奈川県植物誌1988.神奈
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神奈川自然誌資料（12〕：65～68,Mar. 1991 

神奈川県産冬虫夏草菌目録

生出智哉

Toshiya 0IZURU: A List of Vegetable Wasps and Plant Worms 

(Clavicipitaceae) in Kanagawa Prefecture 

冬虫夏草菌類は子のう菌類 Ascomycetes，パッカク

菌目 Clavicipitales，ノミッカク（肉座）菌科 Clavici

pitaceaeに所属する。 中国では夏は植物になり，冬に

は虫と化して動きまわると考えられ冬虫夏草と名付け

られた。

西洋でもこの仲間に， vegetabl巴 waspsand plant 

wormsの名がつけられ， 中国と似たような見解で、つ

けられている。冬虫夏草菌は初夏から秋にかけての数

カ月間に発生する傾向があり，形が小形のため発見さ

れにくい。神奈川県の冬虫夏草菌の観察記録は大谷

〔1970）による逗子市に発生したオオセミタケについ

てと生出〔1982）による鎌倉市源氏山に多量発生した

ツクツクボウシタケの生態に関する報告がある。

冬虫夏草菌の標本類は神奈川キノコの会と筆者が主

に保管していた。今回の調査の結果を含めると県産の

冬虫夏草菌類はサナギタケ， オオセミタケ， セミタ

ケ， ツクツクボウシタケ， ハナサナギタケ， ハチタ

ケ，オサムシタケ，カメムシタケ，クモタケの9種に

なる。

本調査は， 1987年から1990年の 4ヶ年に採集した川

崎市青少年科学館（KS〕と相模原市博物館準備事務室

(SM），厚木市七沢自然教室（AN）の冬虫夏草菌標本

に，筆者と当館が保管している神奈川キノコの会〔K

M）の標本を加え神奈川県産冬虫夏草菌目録として集

成した。

貴重な標本と観察記録を提供していただし、た川崎市

青少年科学館の若宮崇令，鬼塚陽子両学芸員と相模原

市博物館準備事務室の守屋博文，太田泰弘両氏， 厚木

市教育委員会吉田文雄指導主事，並びに神奈川キノコ

の会員諸氏の協力に対して深甚の謝意を表す。

子のう菌類

パッカク菌目

パ γカク 〔肉座〉菌科

1. サナギタケ Cordycepsmilitaris Link 

鱗麹自の土中で嫡化するガ類のサナギに発生するが

まれに幼虫にも発生する。子実体はこん棒状あるいは

スリ コギ状の頭部と，これをささえる同校状の柄の，

2つの部分からなり，わずかに柔らかし、肉質。地上部

の高さ 2～7C皿。頭部はやや濃い朱黄色で、ある。

日本中に広く分布し，県内でも比較的に発生例が多

し、。

横浜市緑区三保市民の森 ：力石悟； 1978.10. 15, 2 

個体 （KM）. 山崎弘行； 1979.10.14,1個体

〔KM〕．生出智哉， 1981.10. 25, 1個体〔KM)

川崎市多摩区桝形生日緑地 ：若宮崇令， 1988.9. 30, 1 

個体〔KS). 1988. 10. 21, 1個体（KS）.吉田

多美枝，1989.10. 13, 1個体（KS〕

相模原市大野台：守屋博文，1989.10. 31, 1個体（SM)

厚木市順礼峠 ：平塚市博物館収納標本〔1989年採集〉

足柄上郡山北町弁頭沢の頭 ：城川四郎， 1977.7. 24, 1 

個体（KM)

秦野市渋沢神社 ：；威川四郎， 1977.9. 23, 1個体〔KM)

愛甲郡清川村札掛： 青井常子，1981.9. 4, 1個体（KM)

愛甲郡清川村物見峠 ：吉田文雄， 1985.7. 10, 1個体

〔AN〕

愛甲郡清川村緑小学校 ：吉田文雄， 1985.7. 10, 1個体

(AN) 

2. オオセミ タケ Cordyceρsheteropoda Kobayashi 

地中にあるエゾゼミ ，コエゾゼミ，アブラゼミの幼

虫の頭部から発生するo子実体は楕円形または多少歪

んだ円形の頭部と，細い円柱状の柄から成り，幼虫の頭

部には分校した根をもっ。地上部の高さは4～7C皿で

ある。日本とアフリカのコンゴ地方に分布が知られ，

県内での発生は珍しい。

逗子市沼間 ：小沢友治，1968.3. l, 1個体（横須賀市白
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然博物館〉

逗子市神武寺山： 若宮崇令，1988.6. 22, 1個体（KS〕

3. セミタケ Cordycepssobolifera B. et Br. 

地中にあるニイニイゼミの幼虫の頭部から発生す

る。子実体は頭部と，柄の 2つの部分からなり，単ー

のこん棒型でまれに分岐する個体もある。地上部の高

さ2～8C皿で、ある。

日本，南北アメリカ，オーストラリア，ニュージー

ランド，セイロン，マダガスカノレに分布が知られてい

るが，県内での発生は少なし、。

足柄上郡中井町草議雑木林 ：坐沼文啓，1990.7. 29, 1 

個体

4. ハチタケ CordycepsSJうhecocephala(Kl.) Sacc. 

膜麹自のハチの頭部から発生する。子実体は長楕円

形の頭部とこれをささえる細長い柄からなる。頭部は

クリーム色か，淡黄色で地上部の高さは3～9C皿であ

る。 県内の発生は珍しし、。

厚木市七沢温泉 ：吉田文雄，1981.2. 28, 1個体（AN)

5. オサムシタケ Tilachlidiopsisnigra Yakusiji巴t

Kumazawa 

鞘麹目，オサムシ科昆虫の幼虫と成虫の胸部，口器，

腹部，尾部から発生する。子実体は1～12個， 蝉力の

ある黒色針がね状の主柄に白色で虫ピン状の頭部をつ

ける。地上部の高さは3～15CIDである。

オサムシタケは県内では広範囲に発見されている冬

虫夏草菌類である。

横浜市緑区三保市民の森 ：橋本倫，1978.8. 6, 4個

体； 1978.10.15, 1個体（KM）.真部ヤイ，

1985. 8. 23, 1個体〔KM)

川崎市多摩区桝形生田緑地：若宮崇令， 1988.6. 10, 1 

個体（KS〕．若宮崇令， 1988.7. 8, 1個体（KS〕．

鬼塚陽子，1989.9. 1, 1個体（KS〕．吉田多

美枝， 1989.9. 3, 1個体（KS〕

秦野市落合国立療養所機内の雑木林 ：柳川定春，1981.

7. 28, 1個体

秦野市曽屋（弘法山北西斜面〕 ：西村正賢，1987.11. 

14, 1個体

津久井郡城山町川尻 ：西村正賢， 1988.12. 11, 1個体

相模原市大野台 ：守屋博文， 1989.6. 28, 5個体（SM).

生出智哉，1989.6. 28, 2個体

相模原市西大沼 ：太田泰弘， 1989.7. 4, 2個体（SM〕．

守屋博文，1989.7. 4, 7個体 （SM）. 守屋博

文， 1989.8. 4, 2個体（SM)

相模原市下溝 ：守屋博文，1989.7. 19, 1個体（SM)
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厚木市飯山観音 ：吉田文雄，1990.6. 20, 1個体〔AN)

愛甲郡清川村緑小学校 ：吉田文雄， 1985.7. 15, (AN) 

6. カメムシタケ （ミミカキタケ） Cordyceps nuta河S

Pat. 

カメムシ科成虫の胸（肩〕部，口器，腹（尾〕部から

発生する。子実体は楕円形，または長楕円形でこれを

ささえる細い黒色線形の柄からなる。頭部は美しい燈

紅色か賞燈色である。地上部の 高さは3～15Cmであ

る。

オサムシタケほど発生は知られていないが，日本を

はじめ熱帯各地に分布する。

厚木市飯山観音 ：生出智哉，1985.9. 3, 1個体

7. ハナサナギタケ Jsariaja戸onicaYasuda 

鱗麹目，ガ類の蝋に発生する。子実体は樹校状で1

～20個に分岐する。ふくらみのある頭部とこれをささ

える円柱状の柄の2つの部分からなる。 地上部の長さ

は約1cmである。

県内ではサナギタケに比べて発生例が少なし、。

横浜市港北区日吉H町：生出智哉， 1990.8. 24, 1個体

川崎市多摩区桝形生田緑地：若宮崇令， 1988.9.2,l個

体（KS）.若宮崇令， 1988.10.28,l個体（KS）目

吉田多美枝，1989.9. 1, 1個体（KS).鬼塚陽

子，1989.10. 13, 1個体（KS）ー吉田多美枝，

1990.6.16,l個体〔KS〕 鬼塚陽子， 1989.12. 

1, 1個体（KS)

8. ツクツクボウシタケ JsariaSinclairii Lloyd 

地中にいるツクツクボウシ，ニイニイゼしアブラ

ゼミ， ミンミンゼミの幼虫の頭部，または口器から発

生する。子実体は単生または枝分かれをして， 樹枝状

あるいはホウキ状の頭部と，これをささえる不規則な

柄の2つの部分からなる。地上部の高さ l～4C皿。

1980年8月から 9月までの聞に鎌倉市源氏山と十二

所で計2,426個体も発生したのは珍しい記録であっ

7こ。

日本中に分布するが発生例は少なし、。

横浜市中区本牧三渓園 ：生出智裁， 1981.8. 29, 28個体

川崎市多摩区桝形生田緑地 ：鬼塚陽子，1990.7. 29, 1 

個体（KS)

鎌倉市源氏山： 佐藤芳男， 1980.8. 25, 438個体．児玉

規子， 1980.8. 28, 52個体．生出智哉，1980.

9. 18,32個体〔KM). 成田伝蔵， 1983.9.1,58

個体

鎌倉市卜二所 ：生出智哉，1980.9.22,28個体

平塚市高麗山 ：浜口哲一， 1989.8. 19, 1個体〔平塚市



1. ハチタケ〔厚木市七沢温泉〉 2，ツクツクボウシタケ（横浜市中区本牧〕 3. ツクツクボウシ

タケ（鎌倉市源氏山：佐藤芳男氏による〉 4.サナギタケ（横浜市緑区三保市民の森〉 5. クモ

タケ（横浜市中区矢口台〉 6. オサムシタケ〔相模原市大野台〉
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博物館〉 体．小島由起子， 1989.7. 21, 1個体（KS)

厚木市七沢足ヶ窪 ：吉田文雄，1990.10. 12, 1個体（A

N〕 文 献

9. クモタケ Jsariaatypicola Yasuda 大谷茂， 1970.神奈川県植物分布資料〔1）.横須賀

真生蜘妹目のジグモ類， トタテグモ類に寄生し，袋 市博物館雑報（15): 25-26. 

状の巣の中から発生するよ うにみられる。子実体はわ 清水大典，1979.冬虫夏草．ニュー ・サイエンス社，

ずかにふくらみのある円筒形，またはこん穆状の頭部 東京

と， これをささえる円柱状の柄と 2つの 部分からな 生出智哉，1982.鎌倉市で採集したツクツクボウシタ

り，地上部の高さ2.5～5.5C皿で， 頭部は淡紫色を帯び ケ．神奈川自然、誌資料，（3〕：1-4.

る。 小林義雄 ・清水大典， 1983.冬虫夏草菌図譜．保育社，

日本中に分布するが発生例は少なし、。 大阪．

横浜市中区矢口台 ：出川洋介，1978.6. 4, 30個体生 神奈川キノ コの会，1990.平塚市博物館収納標本目録．

出智哉， 1978.7.8,12個体 くさびら，（12): 37-38. 

川崎市多摩区桝形生田緑地： 若宮崇令， 1988.7.8,l個

〔神奈川県立博物館〉
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，神奈川自然誌資料（12): 69～70, Mar. 1991 

山北町河内川の小断層

今永 勇

Isamu IMANAGA: Minor Faults Observed 

at Kouchi River, Yamakita cha 

Kanagawa Prefecture 

丹沢層群と足柄層群とを境する神縄断層は，丹沢山

地の南縁部を東西に追跡できる。この断層の軌跡が，

ある。小断層は，走向西北西で横滑りを示す逆断層の

ほかに，図2，図3に示すような共役な断層が認めら

れる。共役な断層に沿って砂岩細脈がill:入していると

ころが認められ，地層の固化が進まないうちに活動し

た断層で、あることを示している。共役な断層から解

析した最大圧縮応力軌は北北西ー南南東から北西一南

東， 北傾斜と南傾斜を示す〔図4）。 応力場は地層の

走向に直交あるいは斜交した関係にあり，小断層によ

る水平面内での地層の移動量は，最大約30Cmであっ

た。

共役な断層から推測された最大水平圧縮応力は，河

内川左岸に見られる神縄断層を切る南北性断層の形成

とは，関係のない時期のものである。

文 献

河内川の谷の部分で北に深く食い込んでいるのは， 星野一男・ 長谷紘和， 1977. 村I縄断層を切る南北性断

周知の 事実である（図1〕（星野ほか， 1977・星野， 層について．地質雑＇ 83: 62 64. 

1978〕。今回調査した山北町用沢〔図1の矢印の地点〕 星野一男， 1978.丹沢山、足柄突き出し構造、の意義

は，河内川沿いに足柄層群が食い込んでいる地域にあ 地震学会秋期大会予講集，163.

り，河内川の河床に塩沢層が露出し，小断層が発達し 天野一男 ・高橋治之・立川孝志・ 横山健治 ・横田千秋

ている（天野他， 1986〕0 ・菊池 純， 1986目足柄断層の地質ー伊豆徴

小断層が発達しているのは，泥岩 ・砂岩 ・磯岩互層 小大陸の衝突テクトニクスー，北村信教授

であり，その走向は，北35度東，傾斜は，西に65度で 記念地質学論文集， 729. 

図1. 河内川と神縄逆断層のトレースおよび

調査地点〔矢印〕

N 

。

（神奈川県立博物館〉

＠ 
① 

図2 共役断層からみちびいた最大水平圧縮応力

（シュミット ・ネットの下半球に投影〉

69 



図3 共役な小断層のスケッチ

図4. 共役小断層露頭
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神奈川自然誌資料〔12〕：71～76,Maf. 1991 

横浜市西南部の下部更新統小柴層産

ホホジロザメなとの板鰐、類化石

小泉明裕・松島義章

Akihiro KOIZUMI & Yoshiaki MATSUSHIMA: Early Pleistocene Shark 

Remains of Carcharhinus, Carcharodon and lsrus, from 

Koshiba Formation in Yokohama 

は じめに (1980〕に従う。計測位置は上野 ・松島（1979〕を参考

横浜市南西部の丘陵を東西方向に帯状に分布する上 にした。

総層群小柴層からは，貝類化石をはじめいろいろの種 Class Chondorichthyes軟骨魚網

類の化石が豊富に産出することで知られる（YoKOYA Subclass Elasmobranchii板鱈亜綱

MA, 1920：大山，1951：大塚，1937など〕。 これらの Order Lamniformisネズミザメ 目

化石の大部分は，小柴層分布域東半部，東京湾寄りの Family Carcharhinidaeメジロザメ科

金沢区柴，西柴， 片吹，氷取沢からのものである。 Genus Carcharhi抑制 メジロザメ属

筆者らは，先に小柴層あるいは小柴層栢当層から寒 Carcharhinus sp. 

流系種チシマガイ属化石について報告した（小泉 ・松 標本1；右上顎側歯（KPMG-7978，図5-la～c)

島，1990）。その後も木地域の小柴層を調査していた 産地：横浜市栄区上郷町瀬上沢（図1，図4の柱状図

ところ， ホホジロザメなどのサメ類歯化石が得られ ④〉。東経139°35'24ぺ北緯35°24'33"

た。また，神奈川県立博物館には小柴層分布j或西部か 地層．上総層群小柴層下部。産出層準は， Ko22〔横浜

ら産出した保存のよいサメ類歯化石が寄贈されてお 市公害研究所，1981＝三梨 ・菊地，1982のUS）テフ

り，これらの標本を一括してこ こにその概要を報告す ラの60C皿下位の塊状無層理の砂質泥岩層。共産化石

る。 には，小数の Limoρsissp.が認められた。

標本の概要

記載に当たり，歯の形態・方向用語は，久家 ・後藤

図1. 標本1の産出地点（横浜市栄区上郷町瀬上沢〉

1/25,000地形図「戸塚」を使用した 図6.法a上沢における産出状態
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採集者，採集日：小泉明裕， 1989年10月23日 するO 鋸歯は，近心縁が遠心縁よりもやや細かく，特

歯冠の輪郭は正三角形。尖頭は後方に傾斜し，近心 に近心縁の頂部から 5聞は平滑に近し、。鋸歯数は，近

縁がやや凸湾し，遠心縁はゆるく湾入する。両切縁の 心縁20＋，遠心縁25＋。歯冠基部の一部と歯根を欠

鋸歯は，歯冠頂部が細かく下部にむけて粗くなる。歯 く。唇側面から数えて3番め以降の形成初期の予備歯

冠基部の一部と歯根を欠く。唇側面から数えて 3番め であるが，近心側舌側表面には堆積以前にできたとみ

以降の形成初期の予備歯であろう。最大歯冠高10.8十 られる傷がある。最大歯冠高16.o+mm，最大歯冠幅9.8

m，最大歯冠幅10.9+mm，最大歯冠厚2.7十四。 十四、 最大歯冠厚4.1+mm。

現生種と比較して，右上顎歯列の中央付近の歯と考 現生種と比較して， 左下顎の 3番目の歯と考えられ

えられる。 る。本標本を保持していた個体の体長は3mくらいあ

ったと推定される。なお推定体長は， RANDALL(l973〕

Family Lamnidaeネズミザメ科 と上野 ・松島〔1979〕を参考にして算出した。

Genus Carcharodo叫ホホジロザメ属

Cαγchaγodo抗 caγchariasくLINNAEUS)

標本2：左下顎側歯（KPMG-7939，図3，図52a～c) 

産地：横浜市栄区飯島町滝ケ久保， 宅地造成工事現場

（図2，図4の柱状図⑨〕， 東経139°32’25ぺ北緯35°
21'48" 

地層：上総層群小柴層下部。産出層準は，鍵テフラH

11の約2.5m下位にあたる。化石包含層は生物撹乱

の著しい塊状無層理で白色軽石混じりの泥質砂岩層

〔図3〕。随伴化石は，多い順にツノガイ類，Yoldiasp., 

Nuculana yokoyamai, Limopsis sp., Turritella ni 

hρonica, Asesta goliath, Fulgoraria sp., Ancistro 

leiりissp., Solamen sp., Cryptopecten vesiculosus, 

Cyclocardia sp., N臼nocardiumsamarangeなど，

他には硬骨魚類の椎骨・鱗，ウニ｝練などである。 貝

化石の示す木地点の堆積環境は，亜～下浅海帯であ

る。

採集者，採集日：小泉明裕， 1990年10月22日

歯冠は細く，ほとんど直立。近心縁は直線的で，遠

心縁は上半部が緩やかに凸湾し，根元で両切縁は凹湾

図2 標本2 〔同区飯島町滝ケ久保宅地造成地〉と，
標本3～5の産出地点〔同区同町滝ケ久保〉
1/25,000地形図 「戸爆」を使用した

72 

標本3：左下顎前歯（KPMG6444，図53a～d〕

産地 ：横浜市栄区飯島町滝ケ久保，標本2の産出地点

の西北西約450m〔図2，図4の柱状図⑨〕，東経159°

32'11ぺ北緯35。32'11九昭和28年頃に井戸を掘っ

た際，発見されたという。

地層 ：上総層群小柴層下部の泥質砂岩層。産出層準

は，付近の地質構造から判断して，標本2とほぼ同

じかその数m下位とみられる。

採集者，採集日，清水裕， 1953年頃

歯冠は2等辺3角形で厚く，遠心側にわずかに傾く。

歯冠上部と遠心縁下端は摩耗して陥褐色の象牙質が露

出している。両切縁は直線的で，粗い鋸歯をもっ。鋸

歯数は，近心縁26十，遠心縁24十で，欠損部分は両切

縁とも 8～10はあったと推定される。歯頚線は唇 ・舌

側とも尖頭方向ヘミくミの字形に大きく湾入し，歯根

の下端も大きく湾入する。舌側には幅約 1mmの暗褐色

の歯頚帯が発達する。一方， 唇側の歯冠下限より尖頭

側へ幅1.5～2 mmは歯根と同様な陪褐色を皇する。歯

根は暗褐色で近・遠心端は摩滅している。非対称で近

図3 標本2の産出状態

白色軽石混じり泥質砂岩中のホホジロザメ属歯
化石
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心側が大きし、。 最大歯冠高21.6mm，歯冠幅25.9mm，歯

冠厚8.5mm。

現生穫と比較して， 2番目の歯と考えられる。本標

本を保持していた個体の体長は4.3m前後と推定され

る。

l
 
－
 

U
H
 

標本4：右下顎側歯（KPMG6445，図34a～c〕

産地，地層，採集者 ：標本3と同じとされる（図2,

図4の柱状図⑨）。 しかし，歯根部に付着する貝殻

片混じりの粗粒砂は，産地付近の小柴層にみられ

ず， むしろ（小柴層とするならば〉円海山よりも東

方にみられる岩相（たとえば図2の柱状図②の上

部〉に類似する。また，同時に産出したとされる標

本3・5とは色調などの保存状態も異なる。

歯冠は2等辺3角形で幅広く，かつ厚く，両切縁に

粗い鋸歯をもっ。 エナメ ノレ質はベージュ色，歯根の表

面はベージュみの灰白色を呈する。切縁の近 ・遠心端

を欠く。尖頭は後方にわずかに傾く。近心縁は緩く 凸

湾し，遠心縁は浅く湾入する。鋸歯数は，近心側39

＋，遠心側43＋で，欠損部分は近・遠心とも 8～10は

あったと推定される。歯頚線は唇 ・舌側とも尖頭方向

ヘミ〈ミの字形に湾入する。切縁の状態から機能歯と

みられるが，歯根は殆ど埋没過程で、失われたらしし、。

唇側歯冠高36.0IDID，舌側歯冠高31.4十m，最大歯冠幅

27.61DID，歯冠厚11.omm。

現生種と比較して， 右下顎の 4番目の歯と考えられ

る。本標本を保持していた個体の体長は6m前後あっ

たと推定されるo

Genus Jsrusアオザメ属

Jsrusρauchus (GU!TART）パケアオザメ

標本5：右下顎前歯（KPMG6446，図55a～d) 

産地，地層，採集者 ：標本3と同じ （図2，図4の柱

状図⑨〉。

歯冠は細く，全体的に舌側に強く湾曲する。歯冠上

方からみて歯冠上半部は右回り に30度程度ねじれる。

両切縁は鋸歯がなくなめらかで， 歯頚に達する。冨lj尖

頭はなし、。歯冠頂部は摩滅してエナメノレ環状になる。

唇側下半部の歯根を欠〈。最大歯冠高19±mm，唇側面

歯冠高27.21DID，舌側面歯冠高20.amm，歯冠幅12.51DID, 

歯冠厚10.3mm。

本標本は切縁が歯頚に達しているので，上野 ・松島

(1974〕に示された， GARRICK(1967）の分類にしたが

同4. サメ類化石の産出層準と小柴層の地質柱状図 った。現生種と比較して， 右下顎の 1番目の歯と考え
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られる。 二枚貝化石について． 神奈川自然誌資料，

(11) : 13-22. 

おわりに

今回，横浜南部地域の上総層群小柴層から産出した

メジロザメ属 ・ホホジロザメ ・アオザメ属の板紙類化

石について報告した。小柴層の板銀類化石は分布域東

半部（柴から氷取沢〕から多数産出しており，今後はそ

れらの資料を含めた， 三浦半島北部の前期更新世（小

柴層堆積Jt)J)の板惣類歯化石群について検討してみた

三梨昂 ・菊地隆男，1982. 横浜地域の地質．地域地

質研究報告 c5万分の 1図幡〉，地質調査所，
105pp. 

大山 桂， 1951. 小柴層の化石群集について（予報〕．

資源研＇.＠；報，（ 24〕：55-59.

大塚漏之助， 1937. 関東地方南部の地質構造「横浜一

藤沢間」．地震研梁報，〔15): 974 1040. 

し、。
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層 （前期更新世〉から産出したチシマガイ類 （小泉明裕：ツルミ技術側， 松島義章 ：神奈川県立博

物館〉

図5.横浜市南西部の小柴層サメ類化石

1. KPMG 7978; Carcharhi抑制 sp.，右上顎側歯，a：唇側面， b：舌側面， c：近心面×1.5，横浜市
栄区上郷町瀬上沢産．

2. KPMG-7939 ; Carcharodon carcharias〔LINNAEUS），左下顎側歯， a：唇側面，b：舌側面， c：近

心面x1. 5，同区飯島町滝ヶ久保宅地造成地産．

3. KPMG 6444 ; Carcharodon carcharias (LINNAEUS〕，左下顎前歯，a：唇側面， b：舌側面， c：近

心面，d：尖頭面×1.5，同区同町滝ケ久保産．

4. KPMG 6445; Carcharadon carcharias (LINNAEUS），右下顎側歯， a：唇側面， b：舌側面， c：遠
心面×1.5，同区間l町滝ヶ久保産．

5. KPMG-6446 ; Jsrusρauchus (Gu1TART），右下顎前歯， a：唇側面， b：舌側面， c：遠心面， d:
尖頭面×1.5，同区同町滝ケ久保産．
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神奈川自然誌資料（12〕： 77～84,Mar. 1991 

三浦半島の化石シロウリガイ類の資料

松島 義章 ・平田大ニ

Yoshiaki MATSUSHIMA & Daiji HIRATA: Data of Catyρtogena cf. 

niρponica in the Miura Peninsula, Kanagawa, Japan. 

最近の相模湾て、最も注目されている生物に，シロウ ど各種情報が全く不足していて，学術研究の場面から

リガイ （Calyptogenasoyoaめ があげられる。シロウ はしばらく忘れられていた。

リガイは殻長lOC田ほどの二枚貝で，腹縁が「へJの字 ところが1984年から始まった海洋科学技術センター

状にくぼみ，その形が瓜に似ており，糞褐色の殻皮が 潜水船「しんかし、2000」の潜航調査により s 相模湾西

剥げると内面が白色のためシロウリカイの和名がつけ イJlljの初島沖水深llOOm付近に生きているシロウリ ガイ

られた。 1955,56年に水産庁の調査船「蒼府丸」が， の大コロニーが発見された。その後，日仏共同研究調

三浦半島城ケ島南西沖のトローノレにより，水深750m 査でフランスの潜水艇 「ノチーノレ」も遠州灘沖， 日本

の相模湾底で数個体を採集したが（0KUTANI,1957, 海溝沿いの深海底で次々とシロウリガイのコロニーを

62），その後は長い間採取されず謎の貝とされてきた。 見つけた（海溝E研究グノレープ編，1987ほか）。 これ

そのため，本種に関して殻の形態，生態，生息環境な らの最近の深海潜航調査により，シロウリガイがし、ず

相模湾

9 1 ?km 

図1. 三浦半島化石シロウ リガイ類の産地。 地質図は江藤（1986）による
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れも深海底の極く限られた場所に密集して生息してい この模式標本は第二次世界大戦で焼失してしまい，現

ることがわかってきた。相模湾での「しんかし、2000」 在ではその形態を詳しく調べることはもはやできな

などによる調査が進むにつれて，シロウリガイのコロ L、。

ニーが初島沖だけでなく，相撲トラフをはさんで東側 このような状況の中で，潜水船の深海底調査により

のi中ノ山堆列南西斜面をはじめ，相模湾底に認められ 現生種の生態や生息場所が明らかとなってきたのに伴

る断層や構造線上と考えられる特殊な場所の数カ所に い，あらためて化石種の産出の意味が注目され，過去

も確認されている（田中 ・橋本， 1991など〉。 に報告された露頭や新しく発見された露頭の野外調査

一方， 三浦半島陸上部では，シロウリガイの化石種 や化石標本の検討が行われ，新しい情報が次々と明か

として知られる Calyptogenacf. nipρonicaが，赤嶺 となった（NI!TSUMAet al., 1989など）。

ほか（1956）により半島北部の第三系，三浦層群池子 そこで，本稿ではこれまでに明かとなった三浦半島

層中に密集して産することが報告されている。その の化石シロウリガイ類の資4料を整理し，今後の研究の

後， SHIKAMA& MASUJIMA (1969〕は本種が池子層だ 基礎となるよう報告する。

けでなく，黒滝不整合をはさんで上位の上総層群から

も産出することを報告し，分類学的な研究も行った。 各産地の産状

しかし，当時はまだ本種がなぜ密集した特異な産状を 三浦半島では現在までに， C.cf. nψponicaの産地

示すのか現生種も含めて情報がなく，検討がなされな は図 1に示したように13地点が確認されており，半島

いままになっていた。なお，本種は1938年，大炊御門 北部に分布する三浦層群最上部の池子層と，その直上

・金原により新潟県東山油田の牛ケ首層（鮮新世〕か の黒滝不整合を境にして重なる上総層群の浦郷層，野

ら得られた標本について記載されたものである（01- 島層に認められている（平田ほか， 1991〕。

NOMIKADO & KANEHARA, 1938〕。しかし残念ながら， 三浦半島北部にみられる C.cf. nzρρonicaの産状に

図3 産地1 逗子市池子，逗子高校テニスコート奥
の沢でみられる Calyptogenacf. nipρonicaの
露頭

図4. 産地1 逗子市池子，逗子高校テニスコート奥
の沢でみられる Calyptogenacf. nipponicaの

産状
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ついては松島 ・平田〔1986）および NI!TSUMA et al. 

(1989）が， 片殻または両殻が密集して産する密集型

と，片殻のみが散在する散在型とに分けて報告した。

その後，鎮西ほか（1990）は池子層の C cf. niρρo 

nicaの産状を古生態学的，堆積学的視点も含めて詳細

に調査し，（1）粗粒の火砕岩質砂岩中に片殻または両

殻の個体が層状に含まれるタイプ，（2）泥質砂層中に

主として片殻が散在するタイプ，の2つのタイ プを報

告した。松島らの密集型は鎮西らのタイプ1に，散在

型はタイプ2に相当すると考えられる。

主要な産地の産状は下記のとおりである。なお，こ

図5. 産地 1 逗子市池子，逗子高校テニスコート奥
の沢でみられる Catyρtogenacf. niρρonicaの
産状2



れまでに確認できた各産地については図2に一覧して さ3～4m，長さ40mにおよび，化石包含層は厚さ約

示す。 3m，幅20m以上にわたり，産状を観察するのに最適

な状況にあった。岩相は軽石質粗粒砂岩と比較的分級

主な密集型の産地 度のよい中粒砂岩との互層で， C.cf. ni戸ρonicaは軽

産地l＝逗子市池子逗子高校テニスコート奥の 石質粗粒砂岩に多く含まれ，中粒砂岩には少なし、。殻

沢。この露頭は1985年に発見されたもので， NIITSUMA 殻は両殻が閉じたものや大きく開いたものなど合弁の

et al. (1986）のloc.7にあたる。発見当時，露頭は高 ものが多いが，離弁したものと混在している。殻の大

きさは6C皿～14CIDと幼殻から成殻まで成長過程を示す

ものからなり変化に富むが，全体的には10～14CIDの大

型のものが多し、。層理に沿って lm聞にかかる殻の数

を討測したところ平均9～11伺体あり， 1 rrfあたりの
分布密度は約90～130個体とかなりの高密度の産状を

示すことがわかる。層理面に垂直に立ったものもわず

かにみられること，離弁した左右の殻が比較的近い位

置にあることなども含めて考えると，生息場所あるい

はその近くで堆積した可能性がある。共産種としては

Conchocela disjuncta, Venus sp., Buccinu1刊 sp.が認、

図6 産地1 逗子市池子， 逗子高校テニスコート奥
の沢より産出した Ca7yptogeiuicf. nipρonica 図8 産地2 逗子市池子，逗子高校グランド脇の河
（神奈川県立博物館所蔵〉 床にみられるCalyptogenacf. m仲 onicaの露頭

図7. 産地1 逗子市池子，逗子高校テニスコート奥
の沢より 産出した Conchoceladisjuncta, Ve- 図9 産地3 逗子市池子，諏訪神社境内でみられる

nus sp. （神奈川県立博物館所蔵〕 Calyptogena cf. nipρonicaの露頭
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産主 土也 豆E ヰ犬 主告本日 産主l:tlJ吾首主

逗子市池子 密集型 火砕質 三浦層群池子層

1 逗子高校テニスコート奥の沢 －包含層の厚さ3m以上 粗粒砂岩 （石灰質ナノ化石

－殻長6～14cm 年代 CN12a)

• 1 m＇あたり 90～130個体

2 逗子市池子 散在型 砂質泥岩 三浦層群池子層

逗子高校グランド脇

逗子市池子 密集型 凝灰質 三浦層群池子層

3 京急神武寺駅前諏訪神社境内 －包含層の厚さ2～3m 粗粒砂岩

・殻は溶けて、外形、内形が残る

4 逗子市池子 散在型 火砕質 三鴻層群池子層

アザ、リエ団地入口道路際 －殺は溶けて、外形、内形が残る 粗粒砂岩

5 逗子市池子 散在型 凝灰質 三浦層群池子層

アザ、リエ団地内 （露頭消失） 粗粒砂岩

6 逗子市池子 密集型 凝灰質 三浦層群池子層

米軍基地内 －殻長8～13cm 粗粒砂岩

7 逗子市沼間4丁目 散在型 凝灰質 三浦層群池子層

鷹取山南方 （採石場跡） －殻は溶けて、外形、内形が残る 粗粒砂岩

8 横須賀市湘南鷹取 散在型 砂質泥岩 三浦層群池子層

鷹取山北方 （露頭未確認） －殻長（内側） 10～12cm 

9 横須賀市浦郷町 散在型 砂質 上総層群浦郷層

日本エアブレーキ（露頭消失） －殻長（内側） 9. 5cm シルト岩

鎌倉市天国 密集型 凝灰質 上総層群浦郷層

1 0 －包含層の厚さ4～5m 粗粒砂岩

－殻長（内側） 10～12cm 
• 1 dあたり44個体

1 1 鎌倉市今泉 散在型 凝灰質 上総層群野島層
鎌倉カントリー・クラブ内 ・殻長10～15αn，層理面に伏せた状態 粗粒砂岩

1 2 鎌倉市今泉 散在型 粗粒砂岩 上総層群野島層
六国見山北方 （露頭消失）

1 3 横浜市栄区公田町 散在型 粗粒砂岩 上総層群野島層
本郷台ゴルフ場内 －殻長12～13cm

図2. 三浦半島化石シロ ウリ ガイ類の産地一覧
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芸会産主~イヒZ三「 幸良 ~ど＝をコ::. 図番号 fj情 元雪

Conchocele disjuncta 松島・平田（1986),Ni itsuma et al. (1989) 1985年確認
Venus sp, 鎮西ほか（1990），平田ほか（1990.91) 3～7 
Buccinum sp, 

Shikama & Masujima(1969), Niitsuma et al. 8 産地1の西方約50m

(1989），鎮西ほか（1990）.平田ほか（1990.91) 

Shikama & Masujima(1969), Niitsuma et al. 

(1989），鎮西ほか（1990)，平田ほか（1990.91). 9 
日ZAKI(1958)? 

鎮西ほか（1990)，平田ほか（1990.91) ブロック状の転石の可能性も

考えられる

Shikama & Masujima(1969), Niitsuma et al. 

(1989），平田ほか(1990.91) 

Lucinoma spectabi le Niitsuma et al. (1989), 平田ほか（1990.91) 10. 11 

Niitsuma et al. (1989), 平田ほか（1990.91) 御罫土の石段として利用され

た「鎌倉石」の中に確認

Luc inoma sp, Ni itsuma et al. (1989), 平田ほか（1990.91) 12 成田明博氏採集（1973.8.1) 

Lucinoma sp, Ni itsuma et al. (1989), 平田ほか(1990.91) 13. 14 成田明博氏採集（1973.4. 15) 

Shikama & Masujima(1969), Niitsuma et al. 

(1989），平田ほか（1990.91) 15～17 

Conchocele disjuncta 江藤(1986），平田ほか（1990.91) 18. 19 

Pat inopecten sp. 

Shikama & Masujima(1969), Niitsuma et al. 

(1989），平田ほか（1990.91) 

Shikama & Masujima(1969), Niitsuma et al. 20. 21 

(1989），平田ほか（1990.91) 
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図12.産地8 横須賀市湘南鷹取，鷹取山北方より産
出した Caか＇Pfogenacf. nipρonica （神奈川県

図10. 産地 6 逗子市池子，米軍基地内でみられる 立博物館所蔵〉
Caly戸togenacf. niρρonicaの露頭

図11.産地 6 逗子市池子，米軍基地内でみられる
Lusinoma sρectabilisの産状

められたが数は非常に少なし、。

この露頭付近の池子層は，海底地滑りや土石流など

の異常堆積層や断層によ る複雑な地質構造を示し，小

岩体がブロック状の不規則な分布となっている（江藤

1986）。なお，石灰質ナンノ化石による年代はCN12a

を示す（岡田ほか， 1991）。

産地10＝鎌倉市天園。 SHIKAMA& MASUJIMA (1969〕

のJoe.203, NIITSUMA et al. (1989）のJoe.3として報

告された露頭である。層準は黒滝不整合直上の上総層

群浦郷層にあたり，凝灰質粗粒砂岩層である。 殻は一

部残るところもあるがほとんど溶けて内型，外型とな

ってみられる。 化石包含層は厚さ 4～5m，長さlOm

以上にわたる。 ここでは層理面に対して垂直，水平両
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図13.産地9 横須賀市浦郷町，日本エアブレーキ構
内より産出した Calyρtogenacf. nzρρonica （神
ヲ奈川県立博物館所蔵〕

図14. 産地9 横須賀市1南郷町，日本エアブレーキ構
内より産出した Lucinomasp. （神奈川県立博

物館所蔵〉

方向の産状が観察できる。両殻，片殻の両者が混ざり

合っている。lm2あたりの殻の数は44個体が計測され

た。その産状から推測すると，本地点、のものは生息位



図15.産地10 鎌倉市天園でみられる Caか戸togena
cf. nipρonicaの露頭

図16.産地10 鎌倉市天国でみられる Calyptogena

図18.産地11 鎌倉市今泉，鎌倉カントリークラブ内

より産出した Calyptogenacf. ni戸ρonicaの密
集標本（神奈川県立博物館所蔵〕

図19.産地11 鎌倉市今泉，鎌倉カントリークラブ内

より産出した Calyptogenacf. niρponica （神奈
川県立博物館所蔵〉

cf. nz仲 onicaの産状 図20.産地13 横浜市栄区公田町，本郷台ゴノレフ場内‘

の露頭

図21.産地13 横浜市栄区公田町，本郷台ゴノレフ場内
図17.産地10 鎌倉市天園より産出した Calyptogena より産出したCalyptogenacf.間i仲 onica（横浜

cf. nψponica （神奈川県立博物館所蔵〉 国立大学所蔵〉
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置からかなり近い場所に堆積した可能性が強い。

主な散在型の産地

産地2＝逗子市池子逗子高校グランド脇。SHIKA-

MA & MASUJIMA (1969）の Joe.105, NIITSUMA et al. 

(1989）の Joe.6として報告された露頭である。池子

層の砂質泥岩層のなかに C.cf. nipρonicaの片殻が層

理に平行に散在している。 化石を含む層準は厚さ10C皿

で約2omにわたり分布する。この状態は生息場所から

はかなり流されてきたものと考えられる。

産地3＝横須賀市湘南鷹取 鷹取山北方。 NnTsu-

MA et al.〔1986〕の loc.10として報告されたものであ

る。本産地は鷹取山北麓の大規模な宅地造成工事に伴

い搬出された岩石中に発見されたもので，片殻が認め

られるだけで露頭の状況は確認されていなし、。標本は

成田明博氏により1973年に採集された。発見位置と母

岩から判断すると，産出層は池子層の砂質泥岩と考え

られる。共産種としてはLucinomasp.が得られてい

る。

産地9＝横須賀市浦郷町 日本エアブレーキ。 Nu-

TSUMA et al. (1989〕の loc.11として報告された露頭

である。上総層群最下部浦郷層の砂質シノレ ト岩中に産

出した。 現在では露頭は消滅しており，その産状を確

認することはできなし、。標本は成田明博氏により1973

年に採集された。 共産種としては Luαnomasp.が得

られている。

産地11＝鎌倉市今泉 鎌倉カントリークラブ内。江

藤 〔1986）により報告された露頭で，産出層は上総層

群野島層のク ロスラミ ナが発達する凝灰質粗粒砂岩で

ある。 C.cf. niρρonica fie、ずれも片殻とな り，地層

面に伏せた状態のものが多く みられ，かな り遠方から

流されてきたものと判断される。なお共産種としては

C. disjuncta, Patinopecte托 sp.などが認められる。

産地13＝横浜市栄区公田町 本郷台ゴノレフ場内。

SH!KAMA & MASUJIMA (1969）の Joe.323 l, NuTsu 

MA et al. (1989〕の Joe.2として報告された露頭で，

化石産出層は上総層群野島層の粗粒砂岩層で、ある。

参考文献

赤嶺秀雄ほか， 1956.三浦半島の三浦層群について．

地球科学， 30:1 8. 

鎮西清高 ・近藤康生・堀越増輿，1990. 鮮新統池子層

のシロウリ ガイ化石の産状 日本古生物学会

1990年年会講演予稿集， 21.

84 

江藤哲人， 1986. 三浦半島の三浦・上総両層群の層位

学的研究．横浜国立大学理科紀要第2類，

(33〕：107-132.

平田大二 ・松島義章 ・浅賀正義， 1990.三浦～房総半

島の化石シロウ リガイ類の産状． 日本地質学

会第97年討論会講演要旨， 37-38.

平田大二 ・松島義章 ・浅賀正義， 1991.三浦 ・房総半

島にみられる化石シロウリガイ類の分布と産

状月刊地球.13 : 47 52. 

海溝E研究グノレープ編，1987.写真集 日本周辺の海

溝6000mの深海底への旅．東京大学出版会，

104pp. 

松島義章 ・平田大二，1986.逗子市池子の池子層にお

ける Caか•ptogena の産状．日本地質学会第

93年学術大会講演要旨， 259.

NnTSUMA, N., Y. MATSUSHIMA, and D. HIRATA., 

1989. Abyssal molluscan colony of Caか

ρlogena in the Pliocene strata of the Mi-

ura Peninsula, central Japan. Palaeogeo-

gra1うhy, Palaeoclimatology, Palaeoecology, 

71 : 193-203. 

OrnoMIKADO, T. and K. KANEHARA, 1938. A new 

species of Calyptogena from the Higashi-

yama oil fi巴ld,Niigata-ken, Japan. ]our. 

Geo!. Soc. faρan. 45 : 677 678, pl. 21. 

岡田尚武 ・斉藤和夫・金子満， 1991.三浦層群の石

灰質ナノプランクトンと凝灰岩鍵層の K-Ar

年代．月刊地球， 13:20 23. 

0KUTANI, T., 1957. Two new speci巴Sof bivalves 

from the d巴epwater in the Sagami Bay 

collected by the R. V. Soyo-Maru. Bull. 

Tokai Reg. Fisher. Rec. Lab., (17) : 27-30. 

lp!. 

OzAKI, H., 1958. Stratigraphical and palaeontolo-

gical studies on the Neogene Pleistocene 

of the Tyoshi District. Bull. Nat. Sci. Mu-

seum (Tokyo), ( 42) : 1 182, pl. 1 24. 

SHIKAMA, T. and A. MASUJIMA., 1969. Quantitative 

studies of th巴 molluscansassemblages in 

the Ikego Nojima formation. Sci. Rep. Yo-

kohama Nat. Univ. Sec. II, (15), 61-94. 

田中武男 ・橋本淳，1991.相模灘～相模湾の現生シ

ロウリガイ類の分布．月刊地球， 13: 42 46. 

（神奈川県立博物館〉



神奈川自然誌資料（12): 85, Mar. 1991 

神奈川県津久井町で採集した

アカトンボ属雑種について

岸 一弘

Kazuhiro K1sm: An Interspecific Hybrid 

of the Genus Sympetrum (Odonata) 

from Tsukui, Kanagawa Prefecture 

アカ トンボ属の雑種は，過去にも何例か報告されて

いるが，これまで神奈川県下の記録はなかった。 1988

年，津久井町において本属の雑種と思われる個体（図

l～4）を採集しているので，報告する。
1 ~ （腹長 ：27皿，後麹長 ：30剛〉， 神奈川県津久

井町鳥屋谷戸， 3.X. 1988，筆者採集

、古L
3 

図1-4.マユタテアカネ×コノシメトンボ P~ 
(2.腹部，3.尾部付属器， 4.剥性穏〕

ー

麹胸側面の黒条を見るかぎりでは，リスアカネ Sym-

petrum risi risi BAHTENEF （図 5）によくイ以ている。

しかし， 前額前面に眉斑があることと尾部上付属器の

先半が強く上方に屈曲していることはマユタテアカネ

Sympetrum eroticu附 eroticum SEL ysの特徴を示し，

麹胸がわずかながら赤化していることと第9腹節側面

に黒色三角形斑があることはコノシメトンボ Symρe-

trum baccha問 atutinumRrsの特徴を示す。さらに，

副性器の形がマユタテアカネとコノシメ トンボの中間

的であること，遡端にわずかながら褐色斑が認められ

ることなどの点から，本個体はマユタテアカネとコノ

シメトンボの雑種と考えられる。

なお，採集場所は小字名にもあるように丘陵の谷戸

で，コノシメトンボが多産し，マユタテアカネも普通

に見られる。しかし，リスアカネはまったく見られず，

リスアカネが生息するよ うな環境もまったく見られな

いことも，この考えを支持するものと言える。

5 

図5. リスアカネ合

文献

朝比奈正二郎，1981.麟蛤類に於ける種間雑種 （第2

報〕. Tombo, 24: 17 22. 

石川 一，1983.飼育によって得られたマユタテアカ

ネとコノシメトンボ.Tombo, 26: 23 25. 

（茅ケ崎市文化資料館〕
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大磯町で採集された

ツシマトリノフンタ’マシについて

機 真史

Masashi ENJU: On Paraplectana tsushimensis 

(Araneae, Aran巴idae)Collected 

from Oiso cho, Kanagawa Prefecture 

ツシマトリノフンダマシ 〔Paraplectanatsushimen-

SIS Y AGINUMA〕は，関東以南に分布する南方系の珍し

いグそである。関東地方での従来の記録は7例しかな

く，神奈川県からは徳永 ・古南・浜口 （1990）により

初めて記録された。筆者は中郡大磯町で1個体を採集

することができたので報告する。報告にあたっては同

定をして頂いた池田博明氏に厚くお礼申し上げる。

採集地 ：中郡大磯町鷹取山山頂付近（図 1)

採集日 ：Jun.28, 1990 

採集した個体は♀の成体で体長6.omm, 腹部の幅は

5. 51ll11Jであり，標高zoomの鷹取山山頂付近で，スギの

植林地と雑木林を伐採したあとの境にできたヤブガラ

シのマント群落を捕虫網でスィーピングして採集し

た。この個体はアノレコーノレ液浸標本とし，平塚市博物

館の資料（HCM-53-1703）として保存されている。

大磯町での採集例も，徳永 ・古南 ・浜口（1990）の

86 

、
0 500m 

図1. 採集地（スケーノレ500m：本図は国土地理院発

行2万5千分の 1地形図「平塚」を使用した〕

記録と同様に市街地に近い丘陵地帯での記録であり，

さらに精査することによって記録が増えるこ とが十分

考えられる。

文献

徳永歴ill!・古南幸弘 ・浜口哲一， 1990.神奈川県初記

録のツシマトリノフンダマ γ．神奈川自然昔、

資料，（11): 154. 

〔大磯町郷土資料館〉



記

02月11日のこと，横浜のある谷戸を訪れた。とても暖かなこの日，

なんとトウキョウタツレマガエノレの集団交接に迎遇した。すでに卵も産

まれていた。このカエルの産卵期は4月下旬からというから， 2カ月

以上も早いことになる。同じ日，横浜の北はずれではモンシロチョウ

が飛んでいたとLづ。これも場所的にはかなり早い記録だ。もしかす

ると， 4年続きの暖冬の影響が出ているのかもしれない。

0その割には，植物の世界は冷静であるように思える。カンアオイ類

の新葉の伸びはむしろ例年より遅いようで，とても 4月前には地上に

現れそうもない。カタクリも昨年よりだいぶ遅いとのことだった。キ

ブシの開花も普通だし，サクラも平年並みらしL、。

Oギフチョウがうまく産卵できるのは，カンアオイ類が新葉を伸ばす

短い問だけだ。だからもし，発生期をカンアオイ類の伸長時に向調で

きなければ，生存への道を絶たれてしまうことになる。今年に入つて

のトウキョウダノレマガエノレやモンシロチョウに見る動物界の異変？が，

ギフチョウにまで及ぶことのないことを祈る。 （高桑正敏〕
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